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事 業 報 告 書 





事  業  報  告 

国において、社会福祉法人制度の見直しが進められた結果、平成２８年３月３１日に

「社会福祉法」が改正されました。生活困窮者自立支援法が平成２７年４月に施行され、

生活困窮者自立相談支援事業が全国展開されています。また、改正された介護保険法に基

づき、「介護予防・日常生活支援総合事業」の実施に向けた「協議体」の設置や「生活支援

コーディネーター」の配置が各都市で始まっています。 

このような中、本会は平成２７年４月から「広島市生活困窮者自立相談支援事業及び家

計相談支援事業」を広島市より受託しました。平成２６年度のモデル事業受託時とは大幅

に組織体制や支援内容を拡充した内容で、この事業と福祉サービス利用援助事業「かけは

し」及び成年後見事業「こうけん」を併せ、市民の生活のしづらさを積極的に受け止め、

解決を進める総合相談機能の強化を図りました。 

また、「介護予防・日常生活支援総合事業」の本格実施を見据え、今こそ社協が使命とし

て取り組んできた地域福祉活動の推進を強化するべきとの認識から広島市と協議を重ね、

平成２８年度にモデル事業を実施することになりました。 

８・２０広島豪雨災害被災者への支援については、「広島市復興連携本部」、「安佐南区復

興連携センター」及び「安佐北区復興連携センター」において、個別支援、地域支援、関

係機関との連携、情報発信の４つの視点で取り組みました。さらに、今までの災害の経験

を活かすために、「広島市災害ボランティア本部マニュアル」の改訂を始め、「区災害ボラ

ンティアセンター設置運営マニュアル（標準例）」の策定、「平成２６年８月２０日の豪雨

災害 広島市・区社会福祉協議会活動報告書」を作成しました。 

長年の課題であった広島市総合福祉センターへの移転については、その時期が平成２８

年１２月に決定したことを受け、本市における地域福祉活動推進の中軸施設となるよう諸

準備を進めています。 

このような本会の取り組みについては、「地域福祉推進第７次５か年計画」の中間見直し

のほか、小地域福祉活動のあり方や子どもの育ちの支援、社会福祉法人が連帯して取り組

む新たな地域貢献のあり方等、外部の有識者からなる各委員会における検討・報告のもと

に、進めてきたものです。 
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重点事業 

 

 １ たすけあいのまちをつくろう 

  (1) 小地域福祉活動の推進 

   ① 福祉のまちづくりの総合的な推進 

     地区社協の福祉推進機能の強化を支援するため、引き続き「新・福祉のまちづ

くり総合推進事業」として、近隣ミニネットワークづくり推進事業、ふれあい・

いきいきサロン設置推進事業、地区ボランティアバンク活動推進事業の３事業を、

地域の実態に即して一体的に推進しました。 

併せて、地区社協の活動体制強化、参加・参画者の拡大、福祉のまちづくりプ

ランの策定支援、地区社協活動拠点の整備・活用促進を図り、さまざまな地域課

題に取り組む地区社協を、各区社協とともに支援しました。 

特に拠点については、地域ごとに様々な活用方法があり、他地域の活用方法を 

知りたいとの声が地区社協からあったため、地区社協拠点の関係者と市社協職員

が、ともに他地域の拠点へ取材に行き、拠点の活用方法や住民活動の実践事例を

紹介する「地区社協活動拠点発！ひろしまの小地域福祉活動」を発行しました。 

   ② 今後の小地域福祉活動推進のあり方についての調査研究 

平成２６年度から設置してきた「小地域福祉活動の推進について検討する問題 

別委員会」において、福祉のまちづくりの総合的推進に関わる取り組みや、地区

社協の組織体制づくり、担い手確保の課題、市社協・区社協の支援体制のあり方

等について検討を行い、「小地域福祉活動の推進について検討する問題別委員会

からの報告」として取りまとめました。 

この報告では「小地域福祉活動（住民活動）のおもしろみは、目的を同じくし

て、いろいろなやり方ができること」という基本的スタンスを示し、平成２８年

度以降の事業計画に反映させ、小地域福祉活動のより一層の推進を目指すことと

しています。 

   ③ 施設・団体との協働による福祉のまちづくりの推進 

福祉施設・NPO 等の団体の専門性・先駆性を活かし、社協活動と協働した社会

貢献活動ができるよう、施設法人との地域貢献の検討委員会を設置したほか、さ

まざまな課題に対して NPO 等との調査研究の場を持ちました。 

 

  (2) 福祉教育の推進 

     やさしさ発見プログラム事業を活用した福祉教育による地域づくり推進のため、

地域、学校、企業などへのＰＲに努めました。また、県社協と共催で「大学と社協

がすすめるボランティア活動応援会議」を開催し、学生のボランティア活動参加に

ついて協議しました。 
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  (2) 福祉教育の推進 

     やさしさ発見プログラム事業を活用した福祉教育による地域づくり推進のため、

地域、学校、企業などへのＰＲに努めました。また、県社協と共催で「大学と社協

がすすめるボランティア活動応援会議」を開催し、学生のボランティア活動参加に

ついて協議しました。 

 

 

  (3) たすけあう活動の推進と発信 

   ① ボランティア情報センター機能の充実 

多様化する福祉ニーズへの対応のため、広島平和文化センター、広島文化財団

まちづくり市民交流プラザ及びひろしまＮＰＯセンターと協議を行い、関係性を

深めました。また、地域でボランティアコーディネートができる人の育成に努め

ました。 
   ② 災害ボランティアセンターの体制づくり 

     災害発生時の区役所と区社協との協力体制づくりの一環として、各区において

区役所関係課と区社協とで協議を重ねました。 

また、平成２６年８月２０日の豪雨災害における災害ボランティアセンターの

運営経験をもとに「区災害ボランティアセンター設置運営マニュアル（標準例）」

の見直しを行うとともに、「平成２６年８月２０日の豪雨災害 広島市・区社会福

祉協議会活動報告書」を作成しました。 
     東日本大震災の被災地・被災者を支援するボランティア活動や避難者の会の活

動支援を継続して行いました。 
 

 ２ 一人ひとりの暮らしをささえよう 

  (1) 相談援助機能の強化 

     「広島市生活困窮者自立相談支援事業及び家計相談支援事業」の受託実施を通し

て、「社会的孤立や生活困窮状態にある人が地域で生活していくための支援」、さら

に「個別の課題を地域の課題として取り組む支援」を目指し、社協らしい総合相談

機能の強化に取り組みました。 

 

  (2) 権利擁護の推進 

   ① 福祉サービス利用援助事業「かけはし」の実施体制の強化 

     地域で高齢者や障害者の生活を支える権利擁護の事業である福祉サービス利用

援助事業「かけはし」については、事業開始以来１６年を経過し、利用者は年々

増加しています。 

区社協においては日常的な相談対応から「かけはし」事業による支援までを一

貫して迅速にできるように、相談機能の充実を目指して、心配ごと相談事業、在

宅訪問相談援助事業等の相談業務を総合的に行う総合相談員をすべての区社協に

配置し、総合的な相談支援体制の整備に努めました。 

   ② 成年後見事業「こうけん」の実施 

     判断能力が不十分になった「かけはし」利用者を継続支援していくため、平成

２３年１０月から社協が法人として成年後見人になる成年後見事業「こうけん」

をスタートさせ、これまでに、累計１０件の受任をしています。 
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  (3) 支えあいの輪づくりの支援 

① 当事者活動の支援による社会的孤立の防止 

当事者や家族の仲間づくり、組織化、社会参加や居場所づくり、広く人々への 

啓発など、多面的な支援に努め、当事者や家族、さらに支援者の社会的孤立を防

ぐよう取り組みました。 

② 課題解決に向けた関係機関・団体とのネットワークづくりの推進 

社協の連絡調整機能を活かし、様々な団体・機関と協働できるようネットワー 

クづくりを進めました。 

 

  (4) 新たな仕組みづくりの推進（新たな社会的課題への対応） 

平成２７年度は「子どもの育ちの支援について検討する問題別委員会」を新たに 

設置し、子どもの育ちの支援実践者からの意見や、現行制度の実施状況や課題など

の把握に努めました。 

     また、前述の「小地域福祉活動の推進について検討する問題別委員会」において、 

「介護予防・日常生活支援総合事業」が平成２８年度からモデル実施されることを

見据えての「地区ボランティアバンク」や「ふれあい・いきいきサロン」の活性化

や、今後の活躍を期待する「地域福祉推進委員、福祉委員、事務局の役割の整理」

など、地区社協活動推進への提案と、地域が抱える問題に市社協、区社協、地区社

協が連携して取り組むことを確認しました。 

さらに、地区社協役員等実践講座は、「地域の見守り活動について」及び「介護 

保険法の改正と地域のこれからの取り組み」の２つのテーマを取りあげました。 

「地域の見守り活動について」の講座では、「高齢者地域支え合いモデル事業」

について広島市からの説明やモデル事業に取り組んでいる地域からの実践発表を

行いました。また、「介護保険法の改正と地域のこれからの取り組み」の講座では、

「介護予防・日常生活支援総合事業の基本的な考え方」について広島市からの説明

や現在たすけあい活動を実践している NPO 法人等からの活動紹介を行いました。

講座後半ではグループワークを行うことで、地域の思いを直接聴くことができ、有

意義な講座となりました。 

    

 ３ 活動を進める体制を強化します 

  (1) 組織・財政の強化 

   生活に困窮する人（家庭）の広がりのなかで、的確な相談支援を可能とする社協 

組織のあり方についての調査・研究や、社協固有の財源である地域福祉活動推進基 

金とボランティア活動推進基金の位置づけと再編に向けた準備に着手しました。 

   また、引き続き、社協会員・賛助会員の拡充に努めました。 
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協が連携して取り組むことを確認しました。 
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「地域の見守り活動について」の講座では、「高齢者地域支え合いモデル事業」

について広島市からの説明やモデル事業に取り組んでいる地域からの実践発表を

行いました。また、「介護保険法の改正と地域のこれからの取り組み」の講座では、

「介護予防・日常生活支援総合事業の基本的な考え方」について広島市からの説明

や現在たすけあい活動を実践している NPO 法人等からの活動紹介を行いました。

講座後半ではグループワークを行うことで、地域の思いを直接聴くことができ、有

意義な講座となりました。 

    

 ３ 活動を進める体制を強化します 
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   生活に困窮する人（家庭）の広がりのなかで、的確な相談支援を可能とする社協 
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   また、引き続き、社協会員・賛助会員の拡充に努めました。 

 

 

  (2) 職員体制の整備・強化 

   職員個々人の気力の涵養と能力の充実により組織力の向上を図るため、職場研 

修の充実・実施と職場外研修の活用に努めました。 

 

  (3) 広島市総合福祉センターの活用 

     平成２８年１２月に開設される「広島市総合福祉センター」については、広島市 

域の地域福祉の推進拠点として有効に活用され、またその役割が発揮できるよう、

その整備内容について広島市と協議を重ねました。 
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個別事業  

Ⅰ 社会福祉事業 

 １ 法人運営事業 
  (1) 法人運営会議の開催 

   ① 理事会 

回 開催日 議  案  等 審議結果 

１ 平成２７年５月２８日  

議 案 
第１号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会評議

員の選任同意について 
第２号 平成２７年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会社会福祉事業区分補正予算につい

て 
第３号 平成２６年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会事業報告及び決算について 

 
同意 

 
同意 

 
 

認定 
 

２ 平成２８年３月２８日  

議 案 
第４号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会評議

員の選任同意について 
第５号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会事務

局職員の給与及び退職手当並びに旅費に関

する規程の一部改正について 
第６号 平成２８年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会事業計画及び収支予算について 
報 告 
専決処分について 
第１号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会事務

局職員の就業に関する規程の一部改正につ

いて 
第２号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会事務

局職員の給与及び退職手当並びに旅費に関

する規程の一部改正について 
第３号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会会員

規程の一部改正について 

 
同意 

 
同意 

 
 

同意 
 
 
 

終了 
 
 

終了 
 
 

終了 

   ② 評議員会 
回 開催日 議  案  等 審議結果 

1 平成２７年４月１日 

議 案 

 社会福祉法人広島市社会福祉協議会理事の選任

について 

選任 

２ 平成２７年５月２８日  

議 案 
第１号 平成２７年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会社会福祉事業区分補正予算につい

て 
第２号 平成２６年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会事業報告及び決算について 
 

 
原案可決 

 
 

承認 
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祉協議会事業報告及び決算について 

 
同意 
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認定 
 

２ 平成２８年３月２８日  

議 案 
第４号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会評議

員の選任同意について 
第５号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会事務

局職員の給与及び退職手当並びに旅費に関

する規程の一部改正について 
第６号 平成２８年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会事業計画及び収支予算について 
報 告 
専決処分について 
第１号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会事務

局職員の就業に関する規程の一部改正につ

いて 
第２号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会事務

局職員の給与及び退職手当並びに旅費に関

する規程の一部改正について 
第３号 社会福祉法人広島市社会福祉協議会会員

規程の一部改正について 

 
同意 

 
同意 

 
 

同意 
 
 
 

終了 
 
 

終了 
 
 

終了 

   ② 評議員会 
回 開催日 議  案  等 審議結果 

1 平成２７年４月１日 

議 案 

 社会福祉法人広島市社会福祉協議会理事の選任

について 

選任 

２ 平成２７年５月２８日  

議 案 
第１号 平成２７年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会社会福祉事業区分補正予算につい

て 
第２号 平成２６年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会事業報告及び決算について 
 

 
原案可決 

 
 

承認 
 

回 開催日 議  案  等 審議結果 

３ 平成２８年３月２８日  

議 案 

第３号 平成２８年度社会福祉法人広島市社会福

祉協議会事業計画及び収支予算について 

 
原案可決 

 

③ 監事会 

回 開催日 議  題  等 備考 

１ 平成２７年５月２１日  

議 題 
１ 平成２６年度社会福祉法人広島市社会福祉協

議会事業報告及び決算について 

 
承認 

   ④ 正副会長会議 

回 開催日 議  題  等 

１ 平成２７年５月２２日  
議 題 
１ 理事会・評議員会への提出議案等について 

2 平成２７年７月２１日  
議 題 
１ 社会福祉法人広島市社会福祉協議会における組織体制等に

ついて 

3 平成２８年３月２２日  
議 題 
１ 理事会・評議員会への提出議案等について 

 

  (2) 役職員研修・会議等への参加 

「職場研修」の実施と「職場外研修」の受講を通して、職員の気力の涵養と能力 
の充実を図りました。 

  また、関係会議等へも積極的に役職員が参加し、関係情報の交換、社会福祉協議

会としての意見を述べ、地域福祉を推進する団体としての役割を担いました。 

   ① 職場研修の実施 

区 分 研修内容等 開催日・場所 受講者数 

新 任 職 

員 研 修 

市・区社協の組織・及び事業

概要等について 

4/28、4/30 

広島市社会福祉センター 
１２名 

経 理 事 

務 研 修 

第 1 回経理担当者研修 
7/14 

広島市社会福祉センター 
１５名 

第 2 回経理担当者研修 
2/25 

広島市社会福祉センター 
１２名 

職 員 全 

体 研 修 

服務、接遇、会議の進め方及

び職場でのメンタルヘルス

について 

12/14 

1/18 

 

２４名 

２５名 

 

   ② 職場外研修の受講 
区 分 研修内容等 開催日・場所 受講者数 

県社協 

研 修 

福祉職員キャリアパス対応

生涯研修（初任者コース） 

6/10、７/７、７/８ 

広島県社会福祉会館 
１名 

2015（平成 27）年度「社

協経理研修」 

 

7/10 

広島県社会福祉会館 ８名 
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第 62 回広島県社会福祉夏

季大学 

7/30～31 

中国新聞ビル 
３名 

コミュニティソーシャルワ

ーク実践者養成研修（基礎

編） 

8/19～20 

広島県社会福祉会館 ２名 

社会福祉施設の広報紙作成

研修 

９/4 

東区地域福祉センター 

１/19 

広島県社会福祉会館 

３名 

 

３名 

2015（平成 27）年度「就

業環境改善支援セミナー（管

理者・中間管理者向け人事マ

ネジメント）」 

９/3 

広島 YMCA 国際文化セン

ター 
１名 

コミュニティソーシャルワ

ーク実践者養成研修（応用

編） 

９/9、10/27、11/6 

広島県社会福祉会館 ２名 

社協法人運営セミナー 10/28 

広島 YMCA 国際文化セン

ター 

９名 

マイナンバー制度及び改正

社会福祉法研修会 

10/29 

広島県健康福祉センター 
１名 

2015（平成 27）年度「効

果的な会議の進め方研修」 

11/18 

広島県社会福祉会館 
１名 

福祉職員キャリアパス対応

生涯研修（中堅職員コース） 

12/8～9 

広島県社会福祉会館 
１名 

平成 27 年度「社協職員のあ

るべき姿を見つめ直すテー

ブルセミナー」 

2/18 

広島 YMCA 国際文化セン

ター 

２名 

広島市 

研 修 

ゲートキーパー研修 6/26 

広島市精神保健福祉センタ

ー 

２名 

プレゼンテーション講座 7/13 

7/15 

広島市研修センター 

２名 

１名 

 

社会福祉法人事務研修会 7/15 

広島市役所 
８名 

コーチング講座 ７/24 

広島市研修センター 
１名 

交渉能力養成講座 8/27～28 

広島市研修センター 
１名 

情報セキュリティ等研修 9/9 

広島市役所 

9/10 

東区役所 

 

1 名 

 

1 名 
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広島市役所 

9/10 

東区役所 

 

1 名 

 

1 名 

 

 

うつ病・自殺対策相談機関実

務者連絡会議 

9/30 

広島市精神保健福祉センタ

ー 

７名 

業務プロセスマネジメント

講座 

10/19～20 

広島市研修センター 
1 名 

効果的な資料作成講座 10/21 

11/10 

11/11 

広島市研修センター 

４名 

3 名 

2 名 

 

多重債務問題に関する研修

会 

12/21 

中区地域福祉センター 
7 名 

DV（ドメスティック・バイ

オレンス）防止に関する職員

研修 

1/29 

広島市精神保健福祉センタ

ー 

３名 

文書作成能力向上講座 2/5 午前 

2/5 午後 

広島市役所 

８名 

６名 

 

障害者差別解消法対応要領

等に関する説明会 

3/29 

広島市役所 
８名 

全社協 

研 修 

社協・社会福祉施設職員 

会計実務講座[通信課程] 

通信授業８/1～1/31 

面接授業 11/28～30 

（ロフォス湘南） 

１名 

生活困窮者自立相談支援事

業主任相談支援員養成研修 

前期７/15～7/17 

（東京） 

後期 8/25～8/27 

（ロフォス湘南） 

1 名 

全社協福祉教育推進セミナ

ー 

８/3～４ 

（東京） 
1 名 

生活困窮者自立相談支援事

業相談支援員養成研修 

前期 9/7～9/9 

（東京） 

後期 10/7～10/9 

（ロフォス湘南） 

1 名 

市区町村社協管理職員研修

会 

9/13～15 

（ロフォス湘南） 
２名 

社協活動実践研修 11/16～18 

（東京） 
１名 

全国校区・小地域福祉活動サ

ミット iｎくろべ 

地域の福祉力セミナー 

11/26～27 

（富山） １名 

家計相談支援員養成研修 11/30～12/3 

（東京） 
1 名 

社協ボランティア・市民活動

センター職員研究セミナー 

12/15～16 

（東京） 
１名 

災害ボランティアセンター 

運営者研修 

1/28～29 

（香川県高松市） 
２名 
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新任事務局長マネジメント

研修会 

2/23 

（大阪市） 
２名 

広島県 

研 修 

生活支援コーディネーター

養成研修会 

1/26～27 

広島県庁 
7 名 

その他 

公開講座「地域をアセスメン

トする―個別支援と地域支

援を結びつける考え方と技

法―」 

９/12～13 

県立広島大学 三原キャン

パス 
４名 

社会福祉士実習指導者 

講習会 

10/31～11/1  

県立広島大学 広島キャン

パス 

３名 

   ③ 全国会議等への参加 
会 議 名 等 日 程 会 場 

都道府県・指定都市社協 
部・課・所長会議 

4/23～24 東京・全社協 

全社協地域福祉推進委員会総会及び

セミナー 
5/18 東京・全社協 

全社協評議員会 5/20 東京・全社協 
都道府県・指定都市社協 

日常生活自立支援事業所長会議 

5/29 東京・全社協 

近畿ブロック指定都市社協 
情報交換会 

6/19 京都市 

大都市社会福祉施設協議会 7/2～３ 京都市 
中国ブロック県・指定都市社協 

常務理事・事務局長会議 
7/9 

 

鳥取県 

指定都市社協・民児連連絡協議会 7/23～24 浜松市 
都道府県・指定都市社協 

常務理事・事務局長セミナー 
7/30～31 神奈川・ロフォス

湘南 
中国ブロック県・指定都市社協 

総務部課長/経理担当者連絡会議 

8/27～28 島根県 

都道府県・指定都市社協 

総務部課長会議 

9/2～3 神奈川・ロフォス

湘南 
中国ブロック県・指定都市社協 

地域福祉担当部課長・福祉活動 

指導員連絡会議 

9/14～15 

2/22 

 

山口県 

山口県 
(開催場所は岡山県) 

全社協福祉懇談会 10/22 東京・全社協 
中国ブロック指定都市社協 

会長及び常務理事・事務局長会議 

11/30～12/1 島根県 

都道府県・指定都市社協災害ボラン 

ティアセンター担当者連絡会議 

1/15 東京・全社協 

都道府県・指定都市社協 
常務理事・事務局長会議 

1/29 東京・全社協 

第２回社会福祉協議会全国会議 2/22 大阪市 
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新任事務局長マネジメント

研修会 

2/23 

（大阪市） 
２名 

広島県 

研 修 

生活支援コーディネーター

養成研修会 

1/26～27 

広島県庁 
7 名 

その他 

公開講座「地域をアセスメン

トする―個別支援と地域支

援を結びつける考え方と技

法―」 

９/12～13 

県立広島大学 三原キャン

パス 
４名 

社会福祉士実習指導者 

講習会 

10/31～11/1  

県立広島大学 広島キャン

パス 

３名 

   ③ 全国会議等への参加 
会 議 名 等 日 程 会 場 

都道府県・指定都市社協 
部・課・所長会議 

4/23～24 東京・全社協 

全社協地域福祉推進委員会総会及び

セミナー 
5/18 東京・全社協 

全社協評議員会 5/20 東京・全社協 
都道府県・指定都市社協 

日常生活自立支援事業所長会議 

5/29 東京・全社協 

近畿ブロック指定都市社協 
情報交換会 

6/19 京都市 

大都市社会福祉施設協議会 7/2～３ 京都市 
中国ブロック県・指定都市社協 

常務理事・事務局長会議 
7/9 

 

鳥取県 

指定都市社協・民児連連絡協議会 7/23～24 浜松市 
都道府県・指定都市社協 

常務理事・事務局長セミナー 
7/30～31 神奈川・ロフォス

湘南 
中国ブロック県・指定都市社協 

総務部課長/経理担当者連絡会議 

8/27～28 島根県 

都道府県・指定都市社協 

総務部課長会議 

9/2～3 神奈川・ロフォス

湘南 
中国ブロック県・指定都市社協 

地域福祉担当部課長・福祉活動 

指導員連絡会議 

9/14～15 

2/22 

 

山口県 

山口県 
(開催場所は岡山県) 

全社協福祉懇談会 10/22 東京・全社協 
中国ブロック指定都市社協 

会長及び常務理事・事務局長会議 

11/30～12/1 島根県 

都道府県・指定都市社協災害ボラン 

ティアセンター担当者連絡会議 

1/15 東京・全社協 

都道府県・指定都市社協 
常務理事・事務局長会議 

1/29 東京・全社協 

第２回社会福祉協議会全国会議 2/22 大阪市 
 

 

   ④ 広島市等関連会議等への参加 

会  議  名  等 開  催  日 
広島市民生委員児童委員協議会理事会 
（オブザーバー出席） 

4/2、5/7、6/4、7/2、 

9/3、10/1、11/5、 

12/10、1/7、2/4、3/3 

県社協ボランティアセンターとの協議 4/10 

広島県人権啓発ネットワーク協議会・幹事会 4/28、5/29、8/19、

9/26、10/23、11/24、  

12/6、１/25 

広島市社会福祉法人等審査会 5/14､12/22、2/1、 

２/2、3/8 

県社協第 1 回正副会長会議 5/21 

県社協第 195 回理事会 5/27 

新しい地域支援のあり方を考える研修会 in 広島 

同   実行委員会 

6/27 

6/5、8/28 

公益社団法人認知症の人と家族の会広島県支部 

第 3４回家族の会大会 

6/20 

県社協主催 新たな地域支援事業戦略会議 6/23、12/24 

ひろしま社協活動推進会議 

会長部会 

管理職部会 

地域福祉担当部会 

ひろすいテーブルセミナー 

 

10/29、12/11 

6/23 

7/9 

2/18 

広島家庭裁判所委員会 6/25 

広島市地域密着型サービス運営懇談会 7/2、11/27、３/3 

社協と大学がすすめるボランティア活動応援会議 7/6 

広島県被災者生活サポートボラネット推進会議 7/10、１/14 

「元気じゃけんひろしま推進会議（第 2 次）」の推

進に係る健康づくりを支える社会環境整備部会 

7/16 

県社協第 196 回理事会 8/4 

県社協主催 第１回ワーカーミーティング 8/11 

広島市社会福祉審議会児童福祉専門部会 8/11 

県社協第 197 回理事会 8/20 

広島市障害者自立支援協議会 9/3、12/18、3/22 

広島市障害者社会参加推進協議会 9/7、3/17 

広島市多重債務問題関係課長会議 9/7 

ボランティア交流サミットひろしま実行委員会 

（第４回ボランティア交流サミットひろしま） 

10/26、11/24、1/26、

（2/13） 

協同労働プラットフォーム連絡会 10/27 

法テラス広島地方協議会 11/13 

広島市社会福祉審議会高齢者福祉専門部会 11/18 

広島交通圏タクシー特定地域協議会 11/26 

「協同労働」個別プロジェクト事業可能性検討会議 12/8、１/28 
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広島市介護保険事業運営懇談会 12/16、3/29 

広島市保健所運営協議会 2/4 

県社協・県社会福祉士会共催 生活困窮者・社会的

孤立した人の支援 研修会 

3/16 

広島市うつ病・自殺対策推進連絡調整会議 3/16 

県社協第 2 回正副会長会議 3/17 

社会福祉法人の社会貢献についての協議会（戸坂城

山地区） 

3/17 

元気じゃけんひろしま２１（第２次）推進会議 3/17 

広島市市民後見人の育成・活用に関する懇談会 3/22 

県社協第 19８回理事会 3/24 

 

  (3) 部会委員会の開催 
   ① 地域福祉総合企画委員会 

回 開 催 日 議  題  等 

 

 

１ 

 

 

平成 28 年 1 月 22 日 

議 題 

１ 地域福祉推進第 7 次 5 か年計画策定委員

会からの報告（第 7 次 5 か年計画の中間見直

しについての報告） 

２ 小地域福祉活動の推進について検討する問

題別委員会からの報告 

３ 子どもの育ちの支援について検討する問題

別委員会の設置について 

    ア 地域福祉推進第７次５か年計画策定委員会 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年 7 月 10 日 

議 題 
１ 正副委員長の互選について 
２ 中間見直し作業のスケジュールについて 
３ 中間見直しについて（福祉課担当部分） 
４ その他 

２ 平成 27 年 9 月 29 日 

議 題 
１ 中間見直しについて（ボランティア情報セ

ンター担当部分） 
２ 中間見直しについて（福祉サービス利用援

助センター担当部分） 
３ その他 

３ 平成 27 年 11 月 24 日 

議 題 
１ 中間見直しについて（総務課担当部分） 
２ 修正後の計画への意見について 
３ その他 

４ 平成 28 年１月５日 

議 題 
１ 修正後の計画への意見について 
２ 中間見直し報告書の全体像について 
３ その他 
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広島市介護保険事業運営懇談会 12/16、3/29 

広島市保健所運営協議会 2/4 

県社協・県社会福祉士会共催 生活困窮者・社会的

孤立した人の支援 研修会 

3/16 

広島市うつ病・自殺対策推進連絡調整会議 3/16 

県社協第 2 回正副会長会議 3/17 

社会福祉法人の社会貢献についての協議会（戸坂城

山地区） 

3/17 

元気じゃけんひろしま２１（第２次）推進会議 3/17 

広島市市民後見人の育成・活用に関する懇談会 3/22 

県社協第 19８回理事会 3/24 

 

  (3) 部会委員会の開催 
   ① 地域福祉総合企画委員会 

回 開 催 日 議  題  等 

 

 

１ 

 

 

平成 28 年 1 月 22 日 

議 題 

１ 地域福祉推進第 7 次 5 か年計画策定委員

会からの報告（第 7 次 5 か年計画の中間見直

しについての報告） 

２ 小地域福祉活動の推進について検討する問

題別委員会からの報告 

３ 子どもの育ちの支援について検討する問題

別委員会の設置について 

    ア 地域福祉推進第７次５か年計画策定委員会 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年 7 月 10 日 

議 題 
１ 正副委員長の互選について 
２ 中間見直し作業のスケジュールについて 
３ 中間見直しについて（福祉課担当部分） 
４ その他 

２ 平成 27 年 9 月 29 日 

議 題 
１ 中間見直しについて（ボランティア情報セ

ンター担当部分） 
２ 中間見直しについて（福祉サービス利用援

助センター担当部分） 
３ その他 

３ 平成 27 年 11 月 24 日 

議 題 
１ 中間見直しについて（総務課担当部分） 
２ 修正後の計画への意見について 
３ その他 

４ 平成 28 年１月５日 

議 題 
１ 修正後の計画への意見について 
２ 中間見直し報告書の全体像について 
３ その他 

イ 小地域福祉活動の推進について検討する問題別委員会 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年８月 20 日 
議 題 
１ 地区社協等からの意見について検討 

２ 平成 27 年９月８日 
議 題 
１ 地区社協等からの意見について検討 

３ 平成 27 年 11 月９日 

議 題 
１ 地区社協役員等実践講座報告 
２ 地区社協等からの意見について検討 

４ 平成 27 年 12 月 14 日 
議 題 
１ 最終報告書について検討 

 ウ 子どもの育ちの支援について検討する問題別委員会 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年 12 月 24 日 

議 題 
１ 正副委員長の互選について 
２ 地域福祉総合企画委員会への諮問内容の確  
 認 
３ 子どもを取り巻く状況（課題）の洗い出し 
と共有化 

４ 子育て支援センターの受託について 

２ 平成 28 年１月 26 日 

議 題 
１ 妊娠・出産包括支援事業（妊娠期からの切

れ目のない支援）について 
２ 地域で包括的に子育て家庭を支える仕組み

と社協の役割について 
３ その他 

３ 平成 28 年３月８日 

議 題 
１ 子育て支援センターからの報告 
２ 地域包括及び子育て世代包括ケア先進自治 
体調査報告会報告 

３ 子ども・子育ての課題に地域全体で取り組 
むには 

４ 平成 28 年３月 22 日 

議 題 
１ 保育の現場からの報告 
２ 放課後児童クラブの施策紹介と放課後児童

クラブの現状から見る児童及び子育て家庭の

実態や課題について 
 
 
 
 
 
 

− 13 −



   ② 福祉施設部会 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年４月 21 日 

議 題 
１ 平成２７年度社会福祉施設関係事業計画 
（案）について 

２ 平成２７年度広島市社会福祉施設新任職員

研修の開催について 
３ 第５８回大都市社会福祉施設協議会（京都 
市大会）について 

４ 社会福祉法人としての地域貢献事業の推進  
 について 
５ その他 

２ 平成 27 年８月 31 日 

議 題 
１ 平成２７年度広島市社会福祉施設新任職員

研修のふりかえり 
２ 平成２７年度広島市社会福祉施設施設長研

修の企画 
３ 広島市域の社会福祉法人が連携して取り組

む新たな地域貢献事業検討委員会（第１回）

の報告（８月２６日開催） 
４ 広島市からの説明（生活困窮者のための就

労訓練事業について） 
５ その他 

    ア 広島市社会福祉協議会福祉施設部会 課題別委員会 

     「広島市域の社会福祉法人が連帯して取り組む新たな地域貢献事業検討委員会」 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年８月 26 日 

議 題 
１ 正副委員長の互選 
２ 諮問内容の確認 
３ 地域貢献事業の定義づけ 
４ 今後の検討委員会の進め方について 
５ その他 

２ 平成 27 年 11 月 12 日 

議 題 
１ 「共通テーマとしてどのようなことに取り

組むか」社協からの提案 
２ その他 

３ 平成 28 年２月 26 日 

議 題 
１ 「共通テーマとしてどのようなことに取り

組むか」（第２回委員会の続き） 
２ その他 

   ③ 基金管理運営委員会 

     「広島市ボランティア活動推進基金」及び「広島市地域福祉活動推進基金」を 

設置し、市民からの寄附金及び広島市からの出捐金などを基金原資として、その 

運用益によりボランティア育成や地域福祉事業を推進しており、この基金の造成、 
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   ② 福祉施設部会 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年４月 21 日 

議 題 
１ 平成２７年度社会福祉施設関係事業計画 
（案）について 

２ 平成２７年度広島市社会福祉施設新任職員

研修の開催について 
３ 第５８回大都市社会福祉施設協議会（京都 
市大会）について 

４ 社会福祉法人としての地域貢献事業の推進  
 について 
５ その他 

２ 平成 27 年８月 31 日 

議 題 
１ 平成２７年度広島市社会福祉施設新任職員

研修のふりかえり 
２ 平成２７年度広島市社会福祉施設施設長研

修の企画 
３ 広島市域の社会福祉法人が連携して取り組

む新たな地域貢献事業検討委員会（第１回）

の報告（８月２６日開催） 
４ 広島市からの説明（生活困窮者のための就

労訓練事業について） 
５ その他 

    ア 広島市社会福祉協議会福祉施設部会 課題別委員会 

     「広島市域の社会福祉法人が連帯して取り組む新たな地域貢献事業検討委員会」 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 27 年８月 26 日 

議 題 
１ 正副委員長の互選 
２ 諮問内容の確認 
３ 地域貢献事業の定義づけ 
４ 今後の検討委員会の進め方について 
５ その他 

２ 平成 27 年 11 月 12 日 

議 題 
１ 「共通テーマとしてどのようなことに取り

組むか」社協からの提案 
２ その他 

３ 平成 28 年２月 26 日 

議 題 
１ 「共通テーマとしてどのようなことに取り

組むか」（第２回委員会の続き） 
２ その他 

   ③ 基金管理運営委員会 

     「広島市ボランティア活動推進基金」及び「広島市地域福祉活動推進基金」を 

設置し、市民からの寄附金及び広島市からの出捐金などを基金原資として、その 

運用益によりボランティア育成や地域福祉事業を推進しており、この基金の造成、 

管理運営及び事業に関して、外部の有識者の方々から意見をいただき、基金の適 

正な管理運営を行うため基金管理運営委員会を開催しました。 

回 開 催 日 議  題  等 

１ 平成 28 年３月８日 

議 題 

１ 基金の管理運営状況等について 

２ 平成 28 年度の基金事業について 

３ 今後の基金管理運営について 

   ④ 衛生委員会 

     社会福祉法人広島市社会福祉協議会における職員の安全衛生に関する事項につ 

いて、調査審議し、衛生管理の円滑な推進を図るため委員会を開催しました。 

    開催日 平成２８年３月１１日 

    会 場 広島市社会福祉センター 

    議 題 衛生委員会について 

 

  (4) 広島市まごころ銀行の運営 

市民等から寄せられた善意の預託（金品）を寄付者の意向に添って有効に活用す

るとともに、地域福祉活動をはじめとする民間の福祉事業のための財源として有

効な運用に努めました。 

① 現金預託（１６件 ２，４８７，６６１円） 
［内訳］・香典返し・見舞い返し等   １件     ２００，０００円 

・その他          １５件   ２，２８７，６６１円 
② 物品の預託及び払出 

物 品 名 預託数量 払出数量 備    考 

よしもと紙屋町劇場

公演チケット 
２４０枚 ２４０枚 

・市内の地域活動支援センターに払

出し 

自走用車いす ２台 ― 
・市社協に設置し貸出し用機材とし

て活用 

うなずきかぼちゃん ２台 ４台 
・市内の高齢者・障害者施設に過年度

預託分と併せ払い出して活用 

 

  (5) 広島市社会福祉大会の開催 
社会福祉関係者及び一般市民等が一堂に会し、地域福祉・在宅福祉のより一層の

推進強化に努めるとともに、多年にわたり福祉の発展に功績のあった人々を表彰

し感謝の意を表するため、社会福祉大会を開催しました。 

 ・開 催 日：平成２７年１１月２６日 

 ・会  場：JMS アステールプラザ 中ホール 

 ・会長表彰：社会福祉協議会関係功労者     １２４名 

       社会福祉団体関係功労者        ４名 

       社会福祉施設関係功労者      １４２名 

       優良社会福祉協議会          ２団体 

       社会福祉事業協助者       ５名・８団体 
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 ・講  演：演 題 社会福祉を取り巻く情勢と地域への期待 

       講 師 全国社会福祉協議会 常務理事 山田 秀昭 氏 

 ・参加人員：被表彰者を含め 約３８０名 

 ・表彰審査委員会 

開 催 日 議    題    等 

平成 27 年 8 月 12 日 

議 題 

１ 表彰審査委員会委員長の互選について 

２ 平成２７年度広島市社会福祉協議会会長表彰候補

者について 

３ 平成２７年度広島県社会福祉協議会会長表彰候補

者について 

４ 平成２７年度全国社会福祉協議会会長表彰候補者

について 

５ 平成２７年度広島市長表彰候補者について 

 

  (6) 広報事業 
   ① 「ひろしま市社協通信」の発行 

区  分 発 行 月 発行部数 
Ｎｏ．５６ 平成２７年８月 ６，４００部 
Ｎｏ．５７ 平成２８年２月 ６，４００部 

   ② ホームページの活用（Ｐ３２参照） 
 
  (7) 会員・会費制度の推進 

     本会では、誰もが安心して充実した生活が送れるよう、地域に根ざした福祉コミ 

ュニティづくりを進めており、そうした活動を実現させるための財源として、広く 

会員・会費制度を推進しています。 

 平成２７年度は、法人会員と個人会員の加入依頼方法の見直しなどを行い、皆様 

のご理解とご協力により、納付会費が過去最高実績となりました。 

   ① 正会員・会費制度の実施 
会員規程に基づき、正会員である区社協、市民児協、福祉施設、福祉関係団体

等からの会費の納付がありました。 
区 分 団体数 会 費 額 

区 社 協  ８区  ８００，０００円 
市 民 児 協 １団体  １００，０００円 
福 祉 施 設 ２４０団体  ２，４００，０００円 
福祉関係団体 １７団体  １７０，０００円 

計 ３，４７０，０００円 
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     本会では、誰もが安心して充実した生活が送れるよう、地域に根ざした福祉コミ 

ュニティづくりを進めており、そうした活動を実現させるための財源として、広く 

会員・会費制度を推進しています。 

 平成２７年度は、法人会員と個人会員の加入依頼方法の見直しなどを行い、皆様 

のご理解とご協力により、納付会費が過去最高実績となりました。 
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会員規程に基づき、正会員である区社協、市民児協、福祉施設、福祉関係団体

等からの会費の納付がありました。 
区 分 団体数 会 費 額 

区 社 協  ８区  ８００，０００円 
市 民 児 協 １団体  １００，０００円 
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計 ３，４７０，０００円 
 

  

   ② 賛助会員募集 
法人会員と個人会員の募集を行い、賛助会員の拡大に努めました。 

会員区分 会員数 会 費 額 備 考 

法 人 会 員 ７６法人 ９７０，０００円 １口１万円 

個 人 会 員 １，６４８名 ２，６２１，０００円 １口１千円 

計 ３，５９１，０００円  

 

  (8) 地域福祉推進支援事業 
   ① 新・福祉のまちづくり総合推進事業の推進 

地区社協の福祉推進機能の強化を図るため、平成２０年度から新たに開始した

「新・福祉のまちづくり総合推進事業」を継続実施し、近隣ミニネットワークづ

くり推進事業、ふれあい・いきいきサロン設置推進事業、地区ボランティアバン

ク活動推進事業の３事業について地域の実態に即した一体的な取り組みを行い、

「みんなでつくる ささえあいのまち」を標榜した福祉のまちづくりを計画的・

総合的に推進しました。（資料表－１参照） 

事業名 主な事業内容 実施状況 
近隣ミニネットワーク 
づくり推進事業 

小地域における見守り・支

えあい活動 
市域総ネット数 

  ８，４９７ネット 
ふれあい・いきいきサロン 
設置推進事業 

地域住民のふれあいの場づ

くり 
市域総サロン数 

   １，０３３か所 
地区ボランティアバンク 
活動推進事業 

地域住民の参加・支えあい

活動 
登録ボランティア市域

総数  ９，４００人 

   ② 福祉のまちづくりプラン策定支援事業 

地区社協が中心となって取り組んでいる「福祉のまちづくり」をより総合的・

計画的に展開し、地域福祉の基盤整備を図るために「福祉のまちづくりプラン」

を策定する地区社協の策定支援を行いました。 

（平成２６年度、２７年度の策定地区は次表のとおり） 

平成２６～２７年度 福祉のまちづくりプラン策定支援地区    １地区社協 

佐 伯 区 石内地区社会福祉協議会 

２次プラン以降 福祉のまちづくりプラン策定支援地区      ６地区社協 
● 平成２６～２７年度 策定支援地区社協名 

佐 伯 区 五日市東学区社会福祉協議会 

● 平成２７～２８年度 策定支援地区社協名 

中 区 千田地区社会福祉協議会、舟入地区社会福祉協議会 

佐 伯 区 佐伯区観音社会福祉協議会、五日市中央地区社会福祉協議会 

● 平成２７年度 策定支援地区社協名 

西 区 井口台地区社会福祉協議会 
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   ③ 地区社協活動拠点整備事業 

市域地区社協の福祉のまちづくり推進拠点の整備を支援しました。 

拠点整備数…１０６地区（平成 2７年度末現在） 

活動拠点の整備に取り組む地区社協を支援することを目的として、助成要件を

満たす９０地区社協へ活動拠点整備事業助成金を交付しました。 

④ 小地域福祉活動の現状分析と今後の方向性の検討 

    前述した「小地域福祉活動の推進について検討する問題別委員会」において、

現状分析及び方向性の検討を行いました。   

   ⑤ 市域地区社協役員研修の開催 
    ア 広島市域地区社協会長・地域福祉推進委員合同研究協議会 

「小地域福祉活動推進について検討する問題別委員会」からの報告及び地区

社協からの実践発表を通して、今後の小地域福祉活動の方向性のイメージを共

有しました。また、地区社協活動拠点の取材を通して見えてきたことの報告を

行いました。 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成 28 年 2 月９日 

ホテルセンチュリー21 広島 

《説明》 
「小地域福祉活動の推進について検討する問題

別委員会」からの報告 

報告者：問題別委員会委員長 手島 洋 氏  
《実践報告》～広島市域の地区社協が目指す地域

の姿について～ 
①「サロン活動・ボランティアバンク活動」 
  報告者：可部南地区社協（安佐北区）  

           会長 中山 忠幸 氏 
事務局長 高田 耕造 氏 

高齢者支援部会長 高田 真喜子 氏 
②「なかよく じまんのできるまち なかじま」 
  報告者：中島地区社協（中区） 

    地域福祉推進委員 谷保 清美 氏 
《取材報告》～地区社協活動拠点の取材を通して

みえてきたこと～ 
① 報告者：河内地区社協（佐伯区） 

     地域福祉推進委員 山崎 美雪 氏 
② 報告者：大塚・伴南学区社協（安佐南区） 

事務局長 茂木 辰雄 氏 
全体コーディネーター： 
県立広島大学 
保健福祉学部人間福祉学科講師 手島  洋  氏 

2２０名 

イ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会 
概ね就任３年以内の新任地区社協会長・地域福祉推進委員を対象に、地区社

協活動を推進していく上で地域リーダーとして必要と考えられる基本的な知識

の習得、並びに心構え、役割などについて学習することを目的として開催しま
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   ③ 地区社協活動拠点整備事業 

市域地区社協の福祉のまちづくり推進拠点の整備を支援しました。 
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行いました。 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成 28 年 2 月９日 
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「小地域福祉活動の推進について検討する問題

別委員会」からの報告 

報告者：問題別委員会委員長 手島 洋 氏  
《実践報告》～広島市域の地区社協が目指す地域

の姿について～ 
①「サロン活動・ボランティアバンク活動」 
  報告者：可部南地区社協（安佐北区）  

           会長 中山 忠幸 氏 
事務局長 高田 耕造 氏 

高齢者支援部会長 高田 真喜子 氏 
②「なかよく じまんのできるまち なかじま」 
  報告者：中島地区社協（中区） 

    地域福祉推進委員 谷保 清美 氏 
《取材報告》～地区社協活動拠点の取材を通して

みえてきたこと～ 
① 報告者：河内地区社協（佐伯区） 

     地域福祉推進委員 山崎 美雪 氏 
② 報告者：大塚・伴南学区社協（安佐南区） 

事務局長 茂木 辰雄 氏 
全体コーディネーター： 
県立広島大学 
保健福祉学部人間福祉学科講師 手島  洋  氏 

2２０名 

イ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会 
概ね就任３年以内の新任地区社協会長・地域福祉推進委員を対象に、地区社

協活動を推進していく上で地域リーダーとして必要と考えられる基本的な知識

の習得、並びに心構え、役割などについて学習することを目的として開催しま

した。 
開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成 27 年 8 月 27 日 

東区総合福祉センター 

≪講義１≫ 

「社会福祉を取り巻く情勢と地域への期待」 

 講師：県立広島大学 

保健福祉学部人間福祉学科 

講師 手島 洋 氏 

≪講義２≫ 
「社会福祉協議会の歴史と活動の変遷」 
「新・福祉のまちづくり総合推進事業の目的と 
内容」 
説明者：広島市社会福祉協議会 

≪先輩会長・地域福祉推進委員のお話≫ 
   鈴が峰地区社協 会長 兼重 雅宏  氏 

竹屋地区社協 地域福祉推進委員   
山川 文博  氏 

≪小グループ座談会≫ 
「地域リーダーとしての思いを語り合おう」 
「先輩会長・地域福祉推進委員による感想、手島

氏によるまとめ」 

４９名 

ウ 地区社協役員等実践講座 
     (ｱ) 地区社協役員・関係者を対象に、これまでの地区社協による見守り活動と

併せて「高齢者地域支え合いモデル事業」を実施した地区社協に、現状と課

題等を発表いただき、見守り活動をより一層取り組みやすい形に見直すきっ

かけになることや、さまざまな見守り活動の整理につながることを目的とし

て開催しました。 

回 開催日・会場 内  容 参加者 

１ 平成 27 年 10 月９日 
東区総合福祉センター 

≪説明≫ 

「高齢者地域支え合いモデル事業の主旨や

概要、今後の方向性について」  
説明者：市健康福祉局高齢福祉課  

地域包括ケア担当課長   奥原  弘美 

氏 

≪実践発表≫ 

・白島地区社協・安学区社協・畑賀地区社協 

１３０名 
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 (ｲ) 地区社協役員・関係者を対象に、介護保険の改正について、特に「住民主

体となる支援」などについて学習するとともに、今後の住民主体によるたす

けあい活動のあり方について意見交換していくことを目的として、同じ内容

で２回開催しました。 
回 開催日・会場 内  容 参加者 

１ 平成 27 年 10 月 22 日 
東区総合福祉センター 

≪説明≫ 

「介護予防・日常生活支援総合事業の基本

的な考え方について」  
説明者：市健康福祉局高齢福祉課  

課長補佐 南部 克徳 氏 

≪活動紹介≫ 

「すでに住民主体による活動に取り組ん

でいる団体の活動紹介」 

【訪問型】たすけあい活動の取り組みから 

 ・NPO 法人 さわやかけあ広島 

【通所型】おうちサロンの取り組みから 

 ・タンポポのわたげ 

《グループワーク》 

６０名 

２ 
平成 27 年 10 月 26 日 

安佐南区総合福祉センター 
 

５４名 

 

  (9) 当事者活動の支援 

   ① 社会的孤立にある人の社会参加の促進支援 

    ア 居場所づくり連絡会の活動推進等 

      居場所づくりの取り組みをすすめる団体の活動紹介及び情報交換の場を、平

成 25 年度に「市民向け実践発表会」として開催したことを契機に、居場所づ

くりに取り組む団体にて連絡会を組織し、情報交換を通して各団体の居場所の

内容充実や、新たな居場所づくりについて議論、企画をしていく場として開催

しました。 

      ・連絡会開催状況  6/24、8/26、10/28、12/16、2/24 

   ② 当事者組織・家族等との連携、活動支援 

    ア 広島市視覚障害者グループ連絡会の活動支援 

      ・連絡会（情報交換や移動支援事業に関する学習） 7/20、11/16 

      ・世話人会 7/6、10/5、11/2、1/18、2/29 

      ・点字ブロックの日街頭活動 3/18（安佐北区可部） 

 

(10) 調査・研究活動の推進(新たな社会的課題への対応) 
   ① 子どもの育ちの支援、多様な生活課題への対応、中山間地域や郊外住宅団地、

都市部の生活課題への対応等に対する調査・研究 
     子どもの育ちの支援については、前述「子どもの育ちの支援について検討する

問題別委員会」を設置し、調査・研究を開始しました。 
    ア 社会的課題に取り組む地域福祉活動 市民向け実践発表会の開催 

     テーマ：「学習支援を通じて子どもの育ちを支援しよう！」 
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【訪問型】たすけあい活動の取り組みから 

 ・NPO 法人 さわやかけあ広島 
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  (9) 当事者活動の支援 

   ① 社会的孤立にある人の社会参加の促進支援 

    ア 居場所づくり連絡会の活動推進等 

      居場所づくりの取り組みをすすめる団体の活動紹介及び情報交換の場を、平

成 25 年度に「市民向け実践発表会」として開催したことを契機に、居場所づ

くりに取り組む団体にて連絡会を組織し、情報交換を通して各団体の居場所の

内容充実や、新たな居場所づくりについて議論、企画をしていく場として開催

しました。 

      ・連絡会開催状況  6/24、8/26、10/28、12/16、2/24 

   ② 当事者組織・家族等との連携、活動支援 

    ア 広島市視覚障害者グループ連絡会の活動支援 

      ・連絡会（情報交換や移動支援事業に関する学習） 7/20、11/16 

      ・世話人会 7/6、10/5、11/2、1/18、2/29 

      ・点字ブロックの日街頭活動 3/18（安佐北区可部） 

 

(10) 調査・研究活動の推進(新たな社会的課題への対応) 
   ① 子どもの育ちの支援、多様な生活課題への対応、中山間地域や郊外住宅団地、

都市部の生活課題への対応等に対する調査・研究 
     子どもの育ちの支援については、前述「子どもの育ちの支援について検討する

問題別委員会」を設置し、調査・研究を開始しました。 
    ア 社会的課題に取り組む地域福祉活動 市民向け実践発表会の開催 

     テーマ：「学習支援を通じて子どもの育ちを支援しよう！」 

     ・開催日：平成２７年９月４日 

     ・会 場：広島市社会福祉センター 2 階ホール 

     ・内 容：ステージ発表とブース出展による「学習支援」の活動紹介 

          一緒に活動する仲間・同志づくりの時間 

     ・参加者：８１名（ブース出展団体１３団体、３５名、一般来場者４６名） 

  ② 社会的孤立・生活困窮者支援の取り組みに向けた調査・研究等 

    ア 社会的孤立・生活困窮者支援団体連絡会の開催 

開 催 日 内   容 参加者 

平成 27 年５月 12 日 「ピピオ子どもセンター」の活動紹介 21 団体 37 名 

平成 27 年７月７日 
「広島弁護士会」による生活困窮者支

援活動、更生保護の取り組みの紹介 
18 団体 34 名 

平成 27 年９月１日 
「広島市くらしサポートセンター」の

活動報告及び事例紹介 
16 団体 31 名 

平成 27 年 11 月 10 日 
「広島地方検察庁」による生活困窮者

支援活動、更生保護の取り組みの紹介 
15 団体 36 名 

平成 28 年１月 12 日 
「一般財団法人 広島市母子寡婦福祉

連合会」の活動紹介 
18 団体 35 名 

平成 28 年３月 1 日 
「NPO 法人 食べて語ろう会」の活動

紹介 
 9 団体 20 名 

    イ 生活困窮者への緊急一時食品提供事業の実施  

     (ｱ) 提供状況      実施期間 平成 2７年 4 月～平成 2８年 3 月 

提   供   実   績 

社 協 名 延べ提供世帯 延べ提供回数 

市 97 世帯（126 名） 131 回 

中  区 106 世帯（114 名） 116 回 

東  区 133 世帯（166 名） 18３回 

南  区 63 世帯（79 名） 72 回 

西  区 120 世帯（145 名） 132 回 

安佐南区 80 世帯（121 名） 91 回 

安佐北区 101 世帯（168 名） 133 回 

安 芸 区  29 世帯（48 名） 31 回 

佐 伯 区  183 世帯（273 名） 215 回 

合  計 912 世帯（1,240 名） 1,10４回 

     世帯内訳）生活保護世帯  623 世帯    非保護世帯  289 世帯 

          単身世帯    712 世帯    複数世帯   200 世帯 

(ｲ) 関係機関との協議 

       生活課課長会議 ４月２１日 

       生活課保護係長会議 ５月２７日 

       広島市及びＮＰＯ法人あいあいねっと ９月３日 

③ 高齢者の就労に関する相談や支援のあり方についての調査研究      

     元気で活動的な高齢者が、これまで培ってきた知識や経験を活かし、生き生き

と就労できるよう、就労相談や職業紹介など、必要な就労支援を行うこと、さら
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に、就労をはじめとした幅広い社会参加・社会貢献の機会を提供することにより、

生きがいや社会的有用感を醸成することを目的として、「シニア応援センター」を

平成２８年度に開設することを目標に掲げ、広島市との協議や、先進地（江田島

市 ３月４日）の視察等を行いました。 

   ④ 介護予防・日常生活支援総合事業を活用した地域づくりのあり方についての調

査研究 

     他都市の取り組みを情報収集し、市・区社協事務局長会議（８月２４日）等を

経て、平成２８年度のモデル事業実施に向けて、広島市と協議しました。 

また、市民啓発のためのフォーラム開催に向けて、関係団体との検討会議を開 
催しました。11/17、12/17、1/12、2/16、3/15 

 

  (11) 地域福祉推進の拠点機能・整備の検討 

広島市総合福祉センター（平成２８年１２月開設）に求められる機能とそのた

めに必要とされる整備について、市関係課と協議を重ねました。 
 

  (12) 社会福祉施設等との連携 
   ① 種別福祉施設連盟（障害・児童）の事務受託等 
    ア 障害福祉施設連盟 

 ・正副会長会議  5/14、8/18、9/28、2/12 

 ・役員会  9/1 

 ・総会   5/19 

 ・広島市との意見交換会  9/1 

イ 児童福祉施設連盟 
・正副会長会議  2/18 

      ・総会      5/19 

    ウ 各団体からの招待の調整 

 ・マツダオールスターゲーム 7/18 児童福祉施設５２名 

   ・大相撲広島場所 10/24 児童福祉施設４１名 

   ・プロレス広島大会 5/24、9/24、11/22、3/21 

                  障害、児童福祉施設 計６５名 

   ・ハッピードリームサーカス広島公演 5/15～6/15（案内のみ） 

   ・サムライ・ロック・オーケストラ 12/13 児童福祉施設５５名 
   ② 社会福祉法人が連帯して行う新たな地域貢献事業検討委員会の開催（再掲）   

③ 第５８回大都市社会福祉施設協議会への参加及び調整 
     ｢大都市における社会福祉施設に、今、求められることは～新たな地域のつなが

りを創造する～｣を総会テーマに、平成２７年度は京都市において開催（７月２

日～３日）され、施設代表者８名、社協職員２名が参加しました。 
   ④ 福祉車両の寄贈推薦 
     ・広島県生命保険協会から老人福祉施設へ１台寄贈 「蓬莱園」 
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  (11) 地域福祉推進の拠点機能・整備の検討 

広島市総合福祉センター（平成２８年１２月開設）に求められる機能とそのた

めに必要とされる整備について、市関係課と協議を重ねました。 
 

  (12) 社会福祉施設等との連携 
   ① 種別福祉施設連盟（障害・児童）の事務受託等 
    ア 障害福祉施設連盟 

 ・正副会長会議  5/14、8/18、9/28、2/12 

 ・役員会  9/1 

 ・総会   5/19 

 ・広島市との意見交換会  9/1 

イ 児童福祉施設連盟 
・正副会長会議  2/18 

      ・総会      5/19 

    ウ 各団体からの招待の調整 

 ・マツダオールスターゲーム 7/18 児童福祉施設５２名 

   ・大相撲広島場所 10/24 児童福祉施設４１名 

   ・プロレス広島大会 5/24、9/24、11/22、3/21 

                  障害、児童福祉施設 計６５名 

   ・ハッピードリームサーカス広島公演 5/15～6/15（案内のみ） 

   ・サムライ・ロック・オーケストラ 12/13 児童福祉施設５５名 
   ② 社会福祉法人が連帯して行う新たな地域貢献事業検討委員会の開催（再掲）   

③ 第５８回大都市社会福祉施設協議会への参加及び調整 
     ｢大都市における社会福祉施設に、今、求められることは～新たな地域のつなが

りを創造する～｣を総会テーマに、平成２７年度は京都市において開催（７月２

日～３日）され、施設代表者８名、社協職員２名が参加しました。 
   ④ 福祉車両の寄贈推薦 
     ・広島県生命保険協会から老人福祉施設へ１台寄贈 「蓬莱園」 

     ・マツダ㈱からマツダスタジアム入場者１００万人ごとに障害福祉施設へ寄贈   

１，０００万人目 ５月２４日「広島マックハウス」 
      １，１００万人目 ８月２１日「広島南作業所」  
 

  (13) 区社協育成事業 

① 区社協運営費補助 

市域の８区社協の育成援助として、事業費・運営費の補助を行いました。 

   ② 地区社協事業費の助成 

広島市からの補助金により、市域１３８地区社協に対して１地区社協あたり 

６万円の運営費助成を行いました。 

   ③ 地区社協役員研修事業への補助 

区社協が実施する地区社協の役員研修会について、広島市からの補助金により

助成を行いました。 

④ 区社協との諸会議による連携強化 

区    分 期    日 

業務推進協議会 2/10 

区社協訪問協議（地区社協会長会議等

への参加） 

6/２、6/10、6/11、6/15、6/19、

6/23 

地域担当者会議 4/30、7/28 

ガイドヘルパー担当者会議 6/8 

 

(14) 共同募金助成金事業 

   ① 新・福祉のまちづくり総合推進事業への助成（Ｐ１７参照） 

   ② 地区社協への事業費助成（Ｐ２３参照） 

     広島市からの補助金と合わせて、市域１３８地区社協に募金実績に応じた額の

運営費助成を行いました。 

  ③ 区社協への事業費助成 （Ｐ２３参照） 

  ④ 共同募金運動への協力 （Ｐ５７参照） 

 

(15) 広島市社会福祉会館の運営管理 （P５４参照） 

 

  (16)  ボランティア活動推進基金事業 

   ① 基金管理運営委員会の開催 （P１４参照） 

   ② ホームページの機能追加による情報発信サービスの強化 

   ③ 調査研究活動の充実 

   ④ 福祉活動機材の整備 

     車いす１３台を修繕しました。 

   ⑤ 社会福祉情報センター図書・ビデオライブラリー整備（Ｐ３２参照） 

   ⑥ ボランティア情報センター利用者連絡会への活動助成及び活動支援 
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     当センター利用者相互の親睦と活動の輪を拡げるとともに、当センターの有効

利用を目的とした利用者連絡会の支援を行いました。 
区 分 期  日  等 

幹 事 会 4/21、6/9、7/1、8/31、9/18、10/5、11/13、12/1４、

2/１、2/８、3/13 （1１回開催） 
総  会 5/25（３２団体３５名出席） 
イベント 
実行委員会 

8/31、10/6、11/13、12/17、1/12、2/8、３/７  

（７回開催） 

学 習 会 
3/1３（1８団体３５名出席） 

「魅力ある広報の仕方」 

広島市社会福祉センター 
 

  (17) 地域福祉活動推進基金事業 

   ① 基金管理運営委員会の開催 （P１４参照） 

   ② アルツハイマーデー個別相談会の開催 （P４３参照） 

③ 地域福祉推進委員の設置 

地区内における福祉活動の調整及び区社協との連絡調整を行うため、地域福祉

推進委員を継続して設置し、福祉のまちづくりの推進を図りました。 

設置人数：１３８名（１地区社協に１名） 

④ 地区社協会長・地域福祉推進委員合同研究協議会の開催 （Ｐ１８参照） 

⑤ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会の開催 （Ｐ１８参照） 

⑥ 社会的課題に取り組む地域福祉活動市民向け実践発表会の開催 （Ｐ２０参照） 

⑦ 地区社協活動拠点事例集「地区社協活動拠点発！ひろしまの小地域福祉活動」

の発行 

⑧ 地区社協広報紙コンクールの開催 

  35 地区社協からエントリーがあり、市民の皆さんからの投票の結果、5 つの 

地区社協広報紙に賞を授与しました。 

⑨ １１月２６日～２７日に黒部市宇奈月国際会館セレネ他で開催された「全国校

区・小地域福祉活動サミット in くろべ」及び「地域の福祉力セミナー」に参加し

ました。 

⑩ 区社協地域福祉活動広報事業助成 ８区社協に助成しました。 

⑪ ちびっこ広場運営委員会助成 ５３広場に助成しました。 
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     当センター利用者相互の親睦と活動の輪を拡げるとともに、当センターの有効

利用を目的とした利用者連絡会の支援を行いました。 
区 分 期  日  等 

幹 事 会 4/21、6/9、7/1、8/31、9/18、10/5、11/13、12/1４、

2/１、2/８、3/13 （1１回開催） 
総  会 5/25（３２団体３５名出席） 
イベント 
実行委員会 

8/31、10/6、11/13、12/17、1/12、2/8、３/７  

（７回開催） 

学 習 会 
3/1３（1８団体３５名出席） 

「魅力ある広報の仕方」 

広島市社会福祉センター 
 

  (17) 地域福祉活動推進基金事業 

   ① 基金管理運営委員会の開催 （P１４参照） 

   ② アルツハイマーデー個別相談会の開催 （P４３参照） 

③ 地域福祉推進委員の設置 

地区内における福祉活動の調整及び区社協との連絡調整を行うため、地域福祉

推進委員を継続して設置し、福祉のまちづくりの推進を図りました。 

設置人数：１３８名（１地区社協に１名） 

④ 地区社協会長・地域福祉推進委員合同研究協議会の開催 （Ｐ１８参照） 

⑤ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会の開催 （Ｐ１８参照） 

⑥ 社会的課題に取り組む地域福祉活動市民向け実践発表会の開催 （Ｐ２０参照） 

⑦ 地区社協活動拠点事例集「地区社協活動拠点発！ひろしまの小地域福祉活動」

の発行 

⑧ 地区社協広報紙コンクールの開催 

  35 地区社協からエントリーがあり、市民の皆さんからの投票の結果、5 つの 

地区社協広報紙に賞を授与しました。 

⑨ １１月２６日～２７日に黒部市宇奈月国際会館セレネ他で開催された「全国校

区・小地域福祉活動サミット in くろべ」及び「地域の福祉力セミナー」に参加し

ました。 

⑩ 区社協地域福祉活動広報事業助成 ８区社協に助成しました。 

⑪ ちびっこ広場運営委員会助成 ５３広場に助成しました。 

  

 ２ ボランティアセンター事業（活動） 
  (1) 市ボランティア情報センターの活動推進 
   ① 情報センターの機能強化 

ア 広島市ボランティア情報センター運営委員会の開催 

回 開 催 日 議     題     等 

１ 平成 27 年 7 月 28 日 

議 題 
１ 平成２７年度事業の実施について 
２ 広島市社協第７次５か年計画中間見直し 

について 

２ 平成 28 年 3 月 10 日 

議 題 
１ 平成２７年度の事業実施状況について 
２ 平成２８年度事業について 

    イ ボランティア情報センター利用者連絡会登録グループ活動支援 
ボランティア連絡会代表者情報交換会 

開催日・会場 内   容 参加者 

平成２8 年 2 月 1 日 
広島市社会福祉センター 

１ ボランティアグループ連絡会の良さ

とは 

２ ボランティア連絡会の活性化に向け 

て～現状と課題～について 

ボラ連 

１1 名 

社協職員 

１７名 

    ウ 区社協ボランティアセンターとの連携による事業の推進 

福祉ボランティアを増やし、市社協及び各区社協ボランティアセンターのよ 

り一層の活性化を共通目標として取り組めるよう、総合調整を行いました。 

     ・ボランティア事業担当職員及びボランティアコーディネーター合同会議 

      開催：３回（6/18、9/7、3/23） 

     ・ボランティアコーディネーター会議 
      開催：３回（6/18、9/7、3/23） 
    エ 市域のボランティア活動推進機関、NPO・団体との連携 

市域のさまざまなボランティア活動や市民活動の推進支援機関である、まち 

づくり市民交流プラザ、平和文化センター及びひろしま NPO センター等と、 

日常的に情報交換を行いながら事業を推進しました。 

 開催：３回（10/8、12/18、2/29） 

    オ 市民福祉ネットワーク“ひろしま”との協働 

市域の住民参加型在宅福祉サービス団体（有償サービス）のネットワーク｢市 
民福祉ネットワーク“ひろしま”｣（13 団体）との協働体制づくりに努めまし 
た。 

＜総 会＞ 

開 催 日 内      容 参加者 

平成 27 年７月６日 
１ 平成２６年度事業報告・決算について 
２ 平成２７年度事業計画・予算について 
３ 情報交換 

１１名 
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     ＜学習会＞ 

開 催 日 内    容 参加者 

平成 28 年１月 27 日 

「学ぼう改正介護保険制度～地域のみんな

で支えあう方法を見つけるきっかけに～」 
講師 服部メディカル研究所 

所長 服部 万里子 氏 

６４名 

    カ その他の取り組み 

     (ｱ) 全国会議・研修会等への参加  

会 議・研修名 参加者 日  程 開催地 

全国ボランティアフェスティバ

ルふくしま 
１名 11 月 21 日～22 日 福島 

社協ボランティア・市民活動セ

ンター職員研究セミナー 
１名 12 月 15 日～16 日 東京 

住民参加型在宅福祉サービス団

体全国研究セミナー 
１名 ２月 17 日～18 日 東京 

     (ｲ) 「ボランティア講座」等研修会への職員（講師）派遣 

開 催 日 派  遣  先  等 

平成 27 年 4 月 21 日 
ボランティアワーク授業 

（比治山大学・比治山大学短期大学） 

平成 27 年 10 月 15 日 
ボランティア論 

（広島修道大学） 

平成 28 年 2 月 14 日 
ヘルスサポーター養成講座 
（広島市健康づくりセンター健康科学館） 

平成 28 年 2 月 17 日 
手話奉仕員養成講座 
（広島市ろうあ協会） 

     (ｳ) フラワーフェスティバルへの協力 
区  分 期  日 

ふれあいの広場実行委員会 
への出席 

平成 2６年度：1/2６、2/２５、3/１１ 

平成 2７年度：4/8、4/22、5/20 
※ボランティア（5/3～5） 
 ふれあいの広場：延べ１２２名、車椅子介助：延べ６７名 

     (ｴ) マーガレットコンサートへの協力 
区  分 期  日 

実行委員会への出席 平成 26 年度：3/17 

平成 27 年度：4/7、5/19、6/9、7/7、9/1 

※ボランティア（7/12） 案内係、車椅子介助など、４０名 

   ② ボランティア活動の推進 

    ア ボランティア活動にかかる需給調整、活動の場の開拓 

      多様なボランティア活動相談が増加する中で、ボランティアコーディネー 
ターによるボランティア活動希望や援助希望への調整を通し、行政機関をはじ 
め市域や区域のボランティア活動支援機関、市民活動団体等とのネットワーク 
づくりに努め、多様な社会資源の活用を図りました。 
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     ＜学習会＞ 

開 催 日 内    容 参加者 

平成 28 年１月 27 日 

「学ぼう改正介護保険制度～地域のみんな

で支えあう方法を見つけるきっかけに～」 
講師 服部メディカル研究所 

所長 服部 万里子 氏 

６４名 

    カ その他の取り組み 

     (ｱ) 全国会議・研修会等への参加  

会 議・研修名 参加者 日  程 開催地 

全国ボランティアフェスティバ

ルふくしま 
１名 11 月 21 日～22 日 福島 

社協ボランティア・市民活動セ

ンター職員研究セミナー 
１名 12 月 15 日～16 日 東京 

住民参加型在宅福祉サービス団

体全国研究セミナー 
１名 ２月 17 日～18 日 東京 

     (ｲ) 「ボランティア講座」等研修会への職員（講師）派遣 

開 催 日 派  遣  先  等 

平成 27 年 4 月 21 日 
ボランティアワーク授業 

（比治山大学・比治山大学短期大学） 

平成 27 年 10 月 15 日 
ボランティア論 

（広島修道大学） 

平成 28 年 2 月 14 日 
ヘルスサポーター養成講座 
（広島市健康づくりセンター健康科学館） 

平成 28 年 2 月 17 日 
手話奉仕員養成講座 
（広島市ろうあ協会） 

     (ｳ) フラワーフェスティバルへの協力 
区  分 期  日 

ふれあいの広場実行委員会 
への出席 

平成 2６年度：1/2６、2/２５、3/１１ 

平成 2７年度：4/8、4/22、5/20 
※ボランティア（5/3～5） 
 ふれあいの広場：延べ１２２名、車椅子介助：延べ６７名 

     (ｴ) マーガレットコンサートへの協力 
区  分 期  日 

実行委員会への出席 平成 26 年度：3/17 

平成 27 年度：4/7、5/19、6/9、7/7、9/1 

※ボランティア（7/12） 案内係、車椅子介助など、４０名 

   ② ボランティア活動の推進 

    ア ボランティア活動にかかる需給調整、活動の場の開拓 

      多様なボランティア活動相談が増加する中で、ボランティアコーディネー 
ターによるボランティア活動希望や援助希望への調整を通し、行政機関をはじ 
め市域や区域のボランティア活動支援機関、市民活動団体等とのネットワーク 
づくりに努め、多様な社会資源の活用を図りました。 

(ｱ) ボランティアコーディネーター（嘱託職員）の設置 
・設置人員：１名 
・日  時：月～金曜日（午前９時１５分～午後４時） 
・調整状況 

《ボランティア活動等の相談件数  ４６３件》 
区            分 件 数 

ボランティア活動に関する相談、問い合わせ １０３件 
ボランティア講座に関する問い合わせ ４４件 
ボランティアに関する講師の調整等 ２０件 
ケース等に関する福祉相談や問い合わせ等 ３９件 
その他情報提供等 ２４７件 
機関・団体等からの相談 １０件 
《ボランティア活動希望者の調整  １０３件》 

区            分 件 数 
具体的な活動場面を紹介 ３５件 
区社協の活動場面等、他機関を紹介 ２２件 
資料提供等情報提供 ４６件 
《ボランティア援助希望者の調整  ６８件》 

区            分 件 数 

依 頼 者 
本人、家族等 ３件 
当事者団体 ２３件 
その他（行事等） ４２件 

依 頼 内 容 
行事援助 ３０件 
保育 ３１件 
その他 ７件 

調 整 状 況 

ボランティア対応等 ６６件 
他社協、制度紹介等 ０件 
相談援助 ０件 
調整不可 １件 
取り下げ １件 

※ 援助希望に対する対応は、下記の登録ボランティア以外に、企業や大学等

への情報発信により活動希望のあったボランティアも活動しました。計

１，０３２名が活動。 

《ボランティア登録状況（資料表－２参照）》 
個人ボランティア ボランティア団体数 

１７１名 
７７グループ ５，０３９名 

継続１４８名 新規２３名 
※ ボランティア情報センター利用登録団体＝この他当事者団体３７団体 

の登録がある。 
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《広島市ボランティア情報センター利用状況（資料表－３参照）》 
団 体 数 利用件数 利用人員 
５０１団体 ９０５件 １２，５３３名 

     (ｲ) ボランティア活動・福祉体験活動器材の貸出及び整備（資料表－４参照） 
貸出件数 貸出数量 
２９３件 １，９１９個 

イ ボランティア活動保険・行事用保険等の受付 （資料表－５参照） 

区分 ボランティア活動保険加入

受付（市社協受付分） 
ボランティア活動行事用保

険受付（市社協受付分） 
Ａプラン ７６５名    ８１件    
Ｂプラン   １１９名     ８件    
天災Ａプラン    １００名    － 
天災Ｂプラン    １０名    － 

計 ９９４名     ８９件    
※ ボランティア活動保険加入受付市･区社協加入者総数：９，５９４名（東

日本大震災に係る大規模災害特例の天災プラン加入者１１９名及び８・２

０豪雨災害の大規模災害特例の天災プラン加入者６２名を含む。） 
・広島市市民活動保険の啓発及び活用の促進に努めました。 

    ウ ボランティアコーディネーター育成事業 

      広く市民全体を対象にしたボランティアの養成や、市域共通の課題に対応し 

た養成講座を、他の関係機関、団体と協働し開催しました。 

     ボランティアコーディネーター養成講座【基礎編】 

(※ NPO 法人コミュニティーリーダーひゅーるぽんと協働して開催) 

開催日・会場 内  容 参加者 

平成２７年１１月１４日 
東区総合福祉センター 

「ボランティアコーディネーターの必要性

と役割、そのスキルについて」  
講師：社会福祉法人大阪ボランティア協会  

事務局次長 永井 美佳 氏 

２０名 

    エ 被爆者サポートボランティア育成事業 

平成１７年度から実施中の、日常生活支援の被爆者ひとり暮らしサポートボ 

ランティアの取り組みを、平和記念式典における「車いす介助ボランティア活 

動」に併せて今年度も継続して行いました。 
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《広島市ボランティア情報センター利用状況（資料表－３参照）》 
団 体 数 利用件数 利用人員 
５０１団体 ９０５件 １２，５３３名 

     (ｲ) ボランティア活動・福祉体験活動器材の貸出及び整備（資料表－４参照） 
貸出件数 貸出数量 
２９３件 １，９１９個 

イ ボランティア活動保険・行事用保険等の受付 （資料表－５参照） 

区分 ボランティア活動保険加入

受付（市社協受付分） 
ボランティア活動行事用保

険受付（市社協受付分） 
Ａプラン ７６５名    ８１件    
Ｂプラン   １１９名     ８件    
天災Ａプラン    １００名    － 
天災Ｂプラン    １０名    － 

計 ９９４名     ８９件    
※ ボランティア活動保険加入受付市･区社協加入者総数：９，５９４名（東

日本大震災に係る大規模災害特例の天災プラン加入者１１９名及び８・２

０豪雨災害の大規模災害特例の天災プラン加入者６２名を含む。） 
・広島市市民活動保険の啓発及び活用の促進に努めました。 

    ウ ボランティアコーディネーター育成事業 

      広く市民全体を対象にしたボランティアの養成や、市域共通の課題に対応し 

た養成講座を、他の関係機関、団体と協働し開催しました。 

     ボランティアコーディネーター養成講座【基礎編】 

(※ NPO 法人コミュニティーリーダーひゅーるぽんと協働して開催) 

開催日・会場 内  容 参加者 

平成２７年１１月１４日 
東区総合福祉センター 

「ボランティアコーディネーターの必要性

と役割、そのスキルについて」  
講師：社会福祉法人大阪ボランティア協会  

事務局次長 永井 美佳 氏 

２０名 

    エ 被爆者サポートボランティア育成事業 

平成１７年度から実施中の、日常生活支援の被爆者ひとり暮らしサポートボ 

ランティアの取り組みを、平和記念式典における「車いす介助ボランティア活 

動」に併せて今年度も継続して行いました。 

  

・平和記念式典車いす介助等ボランティア養成講座 

回 開催日・会場 内  容 参加者 

１ 
平成 27 年７月４日 

広島市社会福祉センター 

１ 被爆体験者のお話 
   講師：桑原 千代子 氏 
２ 「平和記念式典における介助ボラン

ティアとは」 
   講師：ボランティア 

松永 善治 氏 
３ 車いすの操作方法について 
   説明者：市社協職員 

３０名 

２ 
平成 27 年 7 月 20 日 
ＪＭＳアステールプラザ他 

１ 平和記念式典での介助ボランティア 
  活動のオリエンテーション 
         講師：広島市職員 
２ 平和記念公園での実地体験  
        説明者：市社協職員 

６６名 

３ 平成 27 年８月６日 
平和記念式典「車いす介助ステーション」 

(広島市主催)への協力 
114 名 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

    オ 社会的居場所づくりとしてのボランティア活動推進事業 

      元路上生活者の居場所づくりとして安芸区社協と共催で取り組んできた「ひ

まわり in 矢野」が、グループとして平成２６年度に安芸区社協のボランティア

登録し、平成２７年度は継続してグループを支援しました。 

    カ ボランティアネットワーク推進事業 

     (ｱ) 県内外・市内社協のボランティアセンターとの連携強化 
県内外及び市内の社協と、各種会議や調査活動、先駆的取り組みの情報 

交換等を通して連携を図りました。 

       ・県社協ボランティアセンターとの協議（4/10） 再掲 

    キ シニアボランティア養成への協力 
区  分 期 日 

老人大学「ボランティアについて」 
 ボランティア鯉城の会による市外から訪れる障害者への介助案内 
ボランティアについての講義とボランティア情報センターの紹介 

７/２３ 

老人大学院「ボランティアについて」 
 ボランティア鯉城の会による市外から訪れる障害者への介助案内 
ボランティアについての講義とボランティア情報センターの紹介 

３/７ 

    ク 障害児者の地域参加と障害児者理解を進めるボランティアの育成 

   広島市立特別支援学校児童生徒の地域活動促進事業への協力 

区  分 期  日 

運営委員会への出席 4/28 

グループ代表者会への出席  5/26、9/28 

・情報ペーパー「ひろしま ゆいマップ パートⅨ 広がる！繋がる！輪がで

きる！～私たちはたくさんの人と出会いたい～」の発行への協力 
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    ケ 車いす貸出・介助ステーションの取り組み 

      高齢者や障害のある方々の外出を支援するため、ボランティアの参加を得て 

取り組みました。 

開 催 日 場    所 利用者数 

平成２７年５月３日～５日 

フラワーフェスティバル案内所(5 箇所) 

原爆ドーム前テント 

ふれあい広場本部 

（例年の介助ボランティアに加え、「ひろし

ま通」ボランティアの参加を依頼し、各種問

い合わせに応じていただいた。） 

１９名 

１９名 

４名 

平成 27 年８月６日 平和記念式典 平和記念公園内 １５９名 

   ③ 企業等の社会福祉貢献活動の推進及び支援体制の強化 
     企業や社会人等へボランティア活動や福祉に関する情報提供、活動場面や講師 

の調整等を行い、企業等の社会福祉貢献活動の展開を支援するとともに、企業等 

の技術や情報を地域社会に活かしていける条件づくりに努め、意識啓発を図りま 

した。 

ア 企業の社会貢献活動への協力 

・ひろしま美術館特別展「もうひとつの輝き 最後の印象派 １９００－２０‘ｓ 

Paris」展への招待者の調整 

招 待 元 三菱商事株式会社中国支社 

実 施 日 平成２8 年 3 月 20 日 

会  場 ひろしま美術館 

招待者数 就労している障害者・介助者・家族１０６名 

・物品寄贈先調整 

収集企業 収集物品 寄贈先 

企業の社会貢献研究会 

参加企業ほか 
2016 年カレンダー・手帳 

市・区社協を通じて高齢者障害

者宅等へ寄贈 

㈱マツダＥ＆Ｔ パソコン 

ボランティア鯉城の会、老大ボ

ランティアグループ、広島市中

途失聴・難聴者協会、きらきら☆

HIROSHIMA 

㈱第一ビルサービス 
事務机 

パソコン 

社会福祉法人交響、社会福祉法

人似島学園、社会福祉法人もみ

じ福祉会、社会福祉法人手をつ

なぐ育成会、私立保育園協会、特

別養護老人ホーム光清苑、西区・

安芸区・佐伯区管内の地区社協

13 箇所 

 

  

− 30 −



    ケ 車いす貸出・介助ステーションの取り組み 

      高齢者や障害のある方々の外出を支援するため、ボランティアの参加を得て 

取り組みました。 

開 催 日 場    所 利用者数 

平成２７年５月３日～５日 

フラワーフェスティバル案内所(5 箇所) 

原爆ドーム前テント 

ふれあい広場本部 

（例年の介助ボランティアに加え、「ひろし

ま通」ボランティアの参加を依頼し、各種問

い合わせに応じていただいた。） 

１９名 

１９名 

４名 

平成 27 年８月６日 平和記念式典 平和記念公園内 １５９名 

   ③ 企業等の社会福祉貢献活動の推進及び支援体制の強化 
     企業や社会人等へボランティア活動や福祉に関する情報提供、活動場面や講師 

の調整等を行い、企業等の社会福祉貢献活動の展開を支援するとともに、企業等 

の技術や情報を地域社会に活かしていける条件づくりに努め、意識啓発を図りま 

した。 

ア 企業の社会貢献活動への協力 

・ひろしま美術館特別展「もうひとつの輝き 最後の印象派 １９００－２０‘ｓ 

Paris」展への招待者の調整 

招 待 元 三菱商事株式会社中国支社 

実 施 日 平成２8 年 3 月 20 日 

会  場 ひろしま美術館 

招待者数 就労している障害者・介助者・家族１０６名 

・物品寄贈先調整 

収集企業 収集物品 寄贈先 

企業の社会貢献研究会 

参加企業ほか 
2016 年カレンダー・手帳 

市・区社協を通じて高齢者障害

者宅等へ寄贈 

㈱マツダＥ＆Ｔ パソコン 

ボランティア鯉城の会、老大ボ

ランティアグループ、広島市中

途失聴・難聴者協会、きらきら☆

HIROSHIMA 

㈱第一ビルサービス 
事務机 

パソコン 

社会福祉法人交響、社会福祉法

人似島学園、社会福祉法人もみ

じ福祉会、社会福祉法人手をつ

なぐ育成会、私立保育園協会、特

別養護老人ホーム光清苑、西区・

安芸区・佐伯区管内の地区社協

13 箇所 

 

  

・企業のボランティア活動調整 

企 業 名 調 整 先 

昭和産業㈱ 当事者団体（障害児・者サークル） 

広島県電気工事工業組合広島支部  
グループホームつばさ 

老人いこいの家 倉重荘 

    イ 社員研修等の協働企画・実施 

開 催 日 実 施 団 体 等 内 容 等 

平成 27 年 4 月 8 日 ㈱マツダＥ＆Ｔ 高齢者疑似体験 
車いす体験 

平成 27 年 4 月 23 日 広島高等裁判所 高齢者疑似体験 

平成 27 年 6 月 20 日 広島信用金庫 高齢者疑似体験 
車いす体験 

平成 27 年 9 月 10 日 ケントク中国支社 
高齢者疑似体験 
車いす体験 

平成 27 年 12 月 18 日 広島高等裁判所 高齢者疑似体験 
※「やさしさ発見プログラム事業」で実施したもの 

   ④ 地域福祉活動や福祉情報の発信 

    ア 広報啓発活動の推進 

     (ｱ) 「広島市ボランティア情報センターニュース」の発行 
号 発行年月 発行部数 配布先 

第３４号 平成 27 年９月 

２５，０００部 

区・地区社協、学校、公民

館、ボランティアグルー

プ、関係機関、福祉施設、

行政、企業、各種研修など 第３５号 平成 28 年３月 

     (ｲ) ボランティアセンター年報の発行 
区   分 発行部数 

ボランティアセンター年報 ５００部 
 (ｳ) 「ボランティア情報あれこれ」の発信 

区   分 発行部数 配布先 

 
「ボランティア情報あれこれ」  
 

９２部 

・企業等（４３社） 
・ボランティアグループ 

（１７団体） 
・学校（３２校） 

 (ｴ) マスコミやひろしま市民活動支援情報システム（ａ－ネット）等他機関、 

他団体の情報システム等を活用し、ボランティア活動の啓発に努めました。 

・ひろしま市民活動支援情報システム（ａ－ネット）ボランティアグル 

ープ情報更新への協力 

イ ホームページによる情報発信 
福祉・ボランティアに関する「募集」、「講座・研修」、「イベント」、「財団助 

成」等の新着情報の提供を適宜行いました。 
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 ウ 社会的課題に取り組む地域福祉活動市民向け実践発表会の開催（Ｐ２０参照） 

⑤ 社会福祉情報センターの機能充実 

ア 社会福祉情報センターの活用促進 

(ｱ) 福祉関係図書・資料、ビデオ等の整備及び活用の促進 

社会福祉情報センター内で登録・閲覧・貸出に供する福祉関係図書・資料、 
ビデオ等の収集、整理、貸出に努めました。 
・図書： ３，００１冊 

・資料：１１，４５７冊････････計１４，４５８冊 

・月刊誌、季刊誌など定期購読誌････････１６種類 

・保有ビデオ ４８０本 

ボランティア関係 ６０本 福祉教育関係 ３７本 

高齢関係 １６６本 障害関係 ９４本 

地域福祉関係 ５２本 その他 ７１本 

(ｲ) 区社協情報資料室の整理・活用の促進 

図書・情報整理職員の区社協派遣 

・派 遣 先 ７区社協（中・東・西・安佐南・安佐北・安芸・佐伯） 

・派遣回数 ７回 

・派遣期間 平成２７年５月～１１月 

(ｳ) ホームページによる情報検索サービスの推進 

図書・資料、ビデオ・ＤＶＤ、ボランティアグループ等の情報について、 

新たな情報更新プログラムによって日々データベース化し、市民への検索サ 

ービス活用促進を図りました。 

    イ 社会福祉情報センターの情報提供機能のあり方についての調査研究 

      会議や電話で聞き取り、他都市の情報を収集しました。 

   ⑥ 地域での福祉教育の推進 

    ア 地域で進める子どもから大人までの学び 

     (ｱ) やさしさ発見（福祉活動体験）プログラム事業  （資料表－６参照） 

        “体験！発見!!ほっとけん!!!”を合言葉に｢やさしさ発見プログラム事業｣ 

を、学校（小・中・高校）や企業、団体等を対象に１６０事例の実践に取 

り組みました。 

     (ｲ) 広報・啓発活動 

区   分 発行部数 
やさしさ発見プログラムガイドブック（増刷） １，０００部 

(ｳ) ヤングボランティア育成事業 

ヤングボランティアスクールの開催（区社協主催）への助成 

（資料表－７参照） 

・開催期間：平成２７年４月～２８年３月 
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 ウ 社会的課題に取り組む地域福祉活動市民向け実践発表会の開催（Ｐ２０参照） 

⑤ 社会福祉情報センターの機能充実 

ア 社会福祉情報センターの活用促進 

(ｱ) 福祉関係図書・資料、ビデオ等の整備及び活用の促進 

社会福祉情報センター内で登録・閲覧・貸出に供する福祉関係図書・資料、 
ビデオ等の収集、整理、貸出に努めました。 
・図書： ３，００１冊 

・資料：１１，４５７冊････････計１４，４５８冊 

・月刊誌、季刊誌など定期購読誌････････１６種類 

・保有ビデオ ４８０本 

ボランティア関係 ６０本 福祉教育関係 ３７本 

高齢関係 １６６本 障害関係 ９４本 

地域福祉関係 ５２本 その他 ７１本 

(ｲ) 区社協情報資料室の整理・活用の促進 

図書・情報整理職員の区社協派遣 

・派 遣 先 ７区社協（中・東・西・安佐南・安佐北・安芸・佐伯） 

・派遣回数 ７回 

・派遣期間 平成２７年５月～１１月 

(ｳ) ホームページによる情報検索サービスの推進 

図書・資料、ビデオ・ＤＶＤ、ボランティアグループ等の情報について、 

新たな情報更新プログラムによって日々データベース化し、市民への検索サ 

ービス活用促進を図りました。 

    イ 社会福祉情報センターの情報提供機能のあり方についての調査研究 

      会議や電話で聞き取り、他都市の情報を収集しました。 

   ⑥ 地域での福祉教育の推進 

    ア 地域で進める子どもから大人までの学び 

     (ｱ) やさしさ発見（福祉活動体験）プログラム事業  （資料表－６参照） 

        “体験！発見!!ほっとけん!!!”を合言葉に｢やさしさ発見プログラム事業｣ 

を、学校（小・中・高校）や企業、団体等を対象に１６０事例の実践に取 

り組みました。 

     (ｲ) 広報・啓発活動 

区   分 発行部数 
やさしさ発見プログラムガイドブック（増刷） １，０００部 

(ｳ) ヤングボランティア育成事業 

ヤングボランティアスクールの開催（区社協主催）への助成 

（資料表－７参照） 

・開催期間：平成２７年４月～２８年３月 

・参加者数：１４５名（男性６３名・女性８２名） 

(ｴ) その他 

市・区社協福祉教育担当者会議の開催 ２回（6/18、9/7） 

   ⑦ 福祉教育推進のための環境整備 

    ア 地域での福祉教育推進のための研修会の開催 

      参加者の減少傾向にある現状を鑑み研修会は開催せず、ボランティア情報セ

ンター運営委員会において、今後の本研修会のあり方について検討しました。 

    イ 福祉教育学習サポーター（講師・学習協力者）の養成 

      ボランティア情報センター運営委員会において新しい学習プログラムの開発

とそれに伴う学習サポーターの養成の課程について検討することに留まりまし

た。 

    ウ 福祉教育協力団体・施設の導入検討 

      ボランティア情報センター運営委員会において福祉教育への団体・施設の協

力について検討を行いました。 

    エ 車いす等体験機材の貸し出し（資料表－４参照） 

 

  (2) 区ボランティアセンター活動事業 

   ① 区ボランティアセンター運営支援 

     担当者会議の開催、ボランティア活動に関する情報提供等により、区ボランテ

ィアセンターの運営支援に努めました。 

   ② ボランティア養成事業の支援 

     ボランティア講座の広報・講師の紹介等により、支援を行いました。 

 

  (3) 災害被災者援助事業 

   ① 災害ボランティアセンターの体制づくり 

ア 広島市災害ボランティア活動連絡調整会議への参画 

会  場 期  日 

広島市被災者支援ボランティア本部  
広島市社会福祉センター３階市民福祉サロン内 

開設期間：平成 2７年 4 月 1 日～平成 2８年 3 月 31 日  

     ※土日祝日閉所 

連絡調整会議：6/10、7/3、8/26 

イ 市・区災害ボランティアの活動推進体制づくり 

(ｱ) 区災害ボランティアセンター設置運営マニュアル（標準例）の見直し 

        ８・２０豪雨災害での災害ボランティアセンター運営の経験をもとに、マ 

ニュアル見直しを行いました。 

     (ｲ) 課題検討会議 

        区社協主任及び市社協係長・主任が集まり、災害発生時の初動の動きにつ 

いて課題を抽出して検討しました。 

       5/29、6/3、6/16、6/25 

     (ｳ) 区災害ボランティアセンター設置運営マニュアル見直しワーキング会議 
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        青年海外協力協会、大学関係、ＮＰＯなど、８・２０豪雨災害で災害ボラ 

ンティアセンターの運営に関わったメンバーでマニュアル見直しについて 

意見を出し合いました。 

        ・メンバー 増田氏（青年海外協力協会）、中寿賀氏（広島修道大学）、国松

氏（NPO 法人かべ工房村）、服部主任（安佐南区社協）、宮田

主任（安佐北区社協）、石田主任（安芸区社協） 

        ・オブザーバー 大脊戸氏（広島市市民活動推進課）、松原氏（ひろしまＮ

ＰＯセンター） 

        ・助言者 李氏（にいがた災害ボランティアネットワーク） 

        ・実施日 9/17、10/21、11/18、12/10 

    ウ ８・２０豪雨災害における被災者支援事業 

      昨年度に引き続き、安佐南区及び安佐北区に復興連携センターを開設しまし

た。さまざまなニーズへの対応に対して、登録いただいているボランティアに

ご協力をいただきました。 

     ・広島市復興連携本部の設置 

      設置期間 平成２６年１０月１日～ 

      場  所 安佐南区総合福祉センター 

（平成２６年１０月１日～３１日） 

           広島市社会福祉センター（平成２６年１１月１日～） 

      役  割 区復興連携センターの後方支援 

           電話での問合せ対応 

           ホームページやフェイスブックでの情報発信 

           会議での平成２６年８月２０日の豪雨災害での取り組みの報告 

     ・会議等での災害ボランティア活動報告及び視察対応状況 

会議名等 開 催 日 会 場 

平成27年度災害ボランテ

ィア研修（第２回） 

平成27年11月25日 ふくい県民活動・ボ

ランティアセンター 

平成27年度災害ボランテ

ィア養成講座 

平成27年11月28日 岡山市ふれあいセン

ター 

平成 27 年度防災研修 平成 28 年 1 月 18 日 広島県庁自治会館 

     ・被災者からのニーズ総数  １，８４５件 

      （安佐南区：１，１３０件、安佐北区：７１５件） 

     ・ボランティア活動者数  延べ ４４，５９９人 

      （安佐南区：２９，９１７人、安佐北区：１４，６８２人） 

     ・他団体との連携 

       広島土砂災害避難者への生活支援として、被災者支援を行っている他の団

体と連携し把握できた広域避難世帯からの支援希望に基づき、平成２７年度

は特に引越し支援等を行いました。 
      チーム：Japan hope、災害支援ボランティアチーム・広島たすけ隊、グリ
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        青年海外協力協会、大学関係、ＮＰＯなど、８・２０豪雨災害で災害ボラ 

ンティアセンターの運営に関わったメンバーでマニュアル見直しについて 

意見を出し合いました。 

        ・メンバー 増田氏（青年海外協力協会）、中寿賀氏（広島修道大学）、国松

氏（NPO 法人かべ工房村）、服部主任（安佐南区社協）、宮田

主任（安佐北区社協）、石田主任（安芸区社協） 

        ・オブザーバー 大脊戸氏（広島市市民活動推進課）、松原氏（ひろしまＮ

ＰＯセンター） 

        ・助言者 李氏（にいがた災害ボランティアネットワーク） 

        ・実施日 9/17、10/21、11/18、12/10 

    ウ ８・２０豪雨災害における被災者支援事業 

      昨年度に引き続き、安佐南区及び安佐北区に復興連携センターを開設しまし

た。さまざまなニーズへの対応に対して、登録いただいているボランティアに

ご協力をいただきました。 

     ・広島市復興連携本部の設置 

      設置期間 平成２６年１０月１日～ 

      場  所 安佐南区総合福祉センター 

（平成２６年１０月１日～３１日） 

           広島市社会福祉センター（平成２６年１１月１日～） 

      役  割 区復興連携センターの後方支援 

           電話での問合せ対応 

           ホームページやフェイスブックでの情報発信 

           会議での平成２６年８月２０日の豪雨災害での取り組みの報告 

     ・会議等での災害ボランティア活動報告及び視察対応状況 

会議名等 開 催 日 会 場 

平成27年度災害ボランテ

ィア研修（第２回） 

平成27年11月25日 ふくい県民活動・ボ

ランティアセンター 

平成27年度災害ボランテ

ィア養成講座 

平成27年11月28日 岡山市ふれあいセン

ター 

平成 27 年度防災研修 平成 28 年 1 月 18 日 広島県庁自治会館 

     ・被災者からのニーズ総数  １，８４５件 

      （安佐南区：１，１３０件、安佐北区：７１５件） 

     ・ボランティア活動者数  延べ ４４，５９９人 

      （安佐南区：２９，９１７人、安佐北区：１４，６８２人） 

     ・他団体との連携 

       広島土砂災害避難者への生活支援として、被災者支援を行っている他の団

体と連携し把握できた広域避難世帯からの支援希望に基づき、平成２７年度

は特に引越し支援等を行いました。 
      チーム：Japan hope、災害支援ボランティアチーム・広島たすけ隊、グリ

ーンコープ生活協同組合ひろしま、高校生災害復興支援ボランティ

ア派遣隊、コミサポ広島、広島市社会福祉協議会、安佐南区社会福

祉協議会、安佐北区社会福祉協議会、東区社会福祉協議会、西区社

会福祉協議会 
チームミーティング 4/15、6/1、7/6、8/3、9/7 

     ・災害復興活動支援金の受入 

      浄土真宗本願寺派安芸教区災害対策委員会    ５，０００，０００円 

    エ 「平成２６年８月２０日の豪雨災害 広島市・区社会福祉協議会活動報告書」 

      の作成 

      一昨年の豪雨災害における被災者支援活動の取り組みを総括し記録に留める 

とともに、今後の災害時での被災者支援活動のあり方等についてまとめました。 

発行部数：２，０００部 

写真提供等協力：広島修道大学、ひろしまＮＰＯセンター、災害ＮＧＯ結、 

        ボランティアの方々、広島市 

   ② 中国ブロック域災害時の相互支援への協力 

    ア 中国ブロック県・指定都市社会福祉協議会災害時の相互支援への協力 

③ 東日本大震災の被災地、被災者を支援するボランティア活動推進 

「広島市被災者支援ボランティア本部」と連携し、また、多くのボランティア

の参加協力を得て、被災者の組織化や相談調整、ボランティア活動の調整等を担

いました。 

・ひろしま避難者の会「アスチカ」の活動支援  

・ボランティア調整 

・ボランティア活動保険加入受け付け   

・ボランティアグループ「南相馬ボラバス応援隊」が実施する「南相馬お茶会

サロン」のボランティア募集等に協力 

・「3・11 実行委員会」への参加 

   ④ 広域激甚災害時における職員の派遣及びボランティア支援の連絡調整並びに義 

捐金・物資等の募集 
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 ３ 権利擁護（相談援助事業） 

(1) 日常生活自立支援事業 

① 福祉サービス利用援助事業「かけはし」の実施 

ア 相談者実数等 

区  分 認知症 
高齢者 

知 的 
障害者 

精 神 
障害者 その他 計 

本 

年 

度 

分 

相談者数 １２８人 １１人 ５８人 １６人 ２１３人 

新  規 
契約者数 ５1 人 ３人 ２１人 ― ７５人 

契  約 
終了者数 ３６人 4 人 ６人 ― 4６人 

相談援助 
件  数 9,584 件 3,951 件 6,414 件   ４人 19,953 件 

本 年 度 末 
契 約 者 数 177 人 61 人 90 人 ― 328 人 

イ 専門員等の研修 

研 修 名 開 催 日 場 所 受講者数 
専門員実践力強化研修Ⅰ 
（新任研修） 平成２７年 7 月２３日～２４日  東京・全社協 ４名 

    ウ 参加会議等 

参 加 会 議 開 催 日 

都道府県・指定都市社協日常生活自立支援事業所長

会議（再掲） 
平成 2７年 5 月２９日 

広島県福祉サービス運営適正化委員会「運営監視合

議体会議」 
平成 2７年 6 月３日 

エ 広島県福祉サービス運営適正化委員会 市町社協訪問調査  

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 27 年 12 月 1 日      
広島市社会福祉センター 

・事業概況について 

・待機者の把握等事前アンケートの内容に

ついて 

・個別援助状況についての聞き取り及び意

見交換 

・預かり物の保管状況の確認 

７名 

② 契約締結審査会の開催（隔月開催） 

5/21､7/23､9/17､11/19､1/21､3/10 
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 ３ 権利擁護（相談援助事業） 

(1) 日常生活自立支援事業 

① 福祉サービス利用援助事業「かけはし」の実施 

ア 相談者実数等 

区  分 認知症 
高齢者 

知 的 
障害者 

精 神 
障害者 その他 計 

本 

年 

度 

分 

相談者数 １２８人 １１人 ５８人 １６人 ２１３人 

新  規 
契約者数 ５1 人 ３人 ２１人 ― ７５人 

契  約 
終了者数 ３６人 4 人 ６人 ― 4６人 

相談援助 
件  数 9,584 件 3,951 件 6,414 件   ４人 19,953 件 

本 年 度 末 
契 約 者 数 177 人 61 人 90 人 ― 328 人 

イ 専門員等の研修 

研 修 名 開 催 日 場 所 受講者数 
専門員実践力強化研修Ⅰ 
（新任研修） 平成２７年 7 月２３日～２４日  東京・全社協 ４名 

    ウ 参加会議等 

参 加 会 議 開 催 日 

都道府県・指定都市社協日常生活自立支援事業所長

会議（再掲） 
平成 2７年 5 月２９日 

広島県福祉サービス運営適正化委員会「運営監視合

議体会議」 
平成 2７年 6 月３日 

エ 広島県福祉サービス運営適正化委員会 市町社協訪問調査  

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 27 年 12 月 1 日      
広島市社会福祉センター 

・事業概況について 

・待機者の把握等事前アンケートの内容に

ついて 

・個別援助状況についての聞き取り及び意

見交換 

・預かり物の保管状況の確認 

７名 

② 契約締結審査会の開催（隔月開催） 

5/21､7/23､9/17､11/19､1/21､3/10 

  

 ③ 関係機関運営連絡会議の開催 

       広島県社協と共催で、成年後見制度推進団体連絡会議を開催しました。 

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 28 年 1 月 28 日 

南区地域福祉センター 

・報告Ⅰ 

(1)「本県の成年後見制度の推進に向けて」 

   報告者：広島県健康福祉局地域福祉課  

主任専門員 空本 季里恵 氏 

(2)「県内の法人後見事業実施状況につい

て」  

  報告者：広島県社会福祉協議会 

         あんしんサポートセンター 

かけはし主任 藤岡 忍 氏    

・グループ協議、全体共有Ⅰ 

  ファシリテーター： 

広島県社会福祉士会 

 権利擁護センターぱあとなあひろ 

しま 社会福祉士 松谷 恵子 氏 

・報告Ⅱ 

「成年後見関係事件及び市民後見人の動 

向について」 

報告者：広島家庭裁判所  

主任書記官 横田 幸男 氏 
・グループ協議、全体共有Ⅱ 

ファシリテーター： 

広島司法書士会 

成年後見センターリーガルサポート 

広島支部 支部長 原田 洋幸 氏 

60 名 

     ④ 生活支援員研修会（４回開催） 

開催日・会場 研 修 名 等 参加者 

平成 27 年 5 月 25 日 

南区地域福祉センター 

「お金について」 

講師：SMBC コンシューマーファイナン

ス㈱ 広島サービスプラザ  

信清 雄弘 氏 

６０名 

平成 27 年 10 月 13 日  

東区総合福祉センター 

「認知症の方とのコミュニケーションの取

り方について」 

講師：特別養護老人ホーム 輝き 

主任相談員 西村 裕子 氏 

７４名 

平成 28 年１月 14 日 

広島市社会福祉センター 

新任生活支援員研修会 

・福祉サービス利用援助事業「かけはし」 

・生活支援員の業務内容 

・活動の実際について(情報交換) 

７名 

平成 28 年 2 月 1 日 

西区地域福祉センタ－ 

「マイナンバーについて」 

講師：オフィスたいよう合同会社  

西田事務所  

社会福祉士 西田 英俊 氏 

7６名 
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   ⑤ 生活支援員区連絡会 

８月２４日（中区①）  ８月２７日（西区①） ９月８日（安佐南区） 

１２月１８日（東区） １月１９日（安芸区） ２月１６日（南区） 
２月２３日（中区②） ２月２６日（西区②） ２月２９日（安佐北区） 

３月 １日（佐伯区）  
   ⑥ 利用調整会議（処遇検討会議）の開催 

 （1０3 回開催） 

４月 7 回 ５月 11 回 ６月 6 回 ７月 17 回 

８月 10 回 ９月 5 回 １０月 5 回 １１月 7 回 

１２月 12 回 １月 6 回 ２月 9 回 ３月 8 回 

   ⑦ 自立支援総合相談援助事業の実施 

     全区社協に総合相談員を配置し、総合的な相談支援体制の整備に努めました。 

◎相談対応状況  ８区実績件数 

相談件数 調整件数 訪問件数 カンファレンス件数 

７，２０７件 ５，２５４件 １，３４０件 ６８件 

   ⑧ 総合相談員連絡会・事業担当者会議の開催 

      ・総合相談員連絡会 

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 27 年 6 月 2 日 

広島市社会福祉センター 

・各区の状況について 

・業務手引書作成について 

・実績集計について 

・今年度の研修について 

・その他 

１２名 

 

      ・担当者会議 

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 27 年 5 月 22 日 

広島市社会福祉センター 

・業務手引書作成について 

・事業推進について 

・その他 

 

１３名 

 

平成 27 年８月 10 日 

広島市社会福祉センター 

・業務手引書作成について 

・地域福祉推進第 7 次 5 か年計画中間見直

しについて 

・その他 

１４名 

 ⑨ 日常生活自立支援事業 中国ブロック専門員研修会・担当者会議の開催 

    広島県社協と共催で、日常生活自立支援事業 中国ブロック専門員研修会及

び担当者会議を開催しました。 
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   ⑤ 生活支援員区連絡会 

８月２４日（中区①）  ８月２７日（西区①） ９月８日（安佐南区） 

１２月１８日（東区） １月１９日（安芸区） ２月１６日（南区） 
２月２３日（中区②） ２月２６日（西区②） ２月２９日（安佐北区） 

３月 １日（佐伯区）  
   ⑥ 利用調整会議（処遇検討会議）の開催 

 （1０3 回開催） 

４月 7 回 ５月 11 回 ６月 6 回 ７月 17 回 

８月 10 回 ９月 5 回 １０月 5 回 １１月 7 回 

１２月 12 回 １月 6 回 ２月 9 回 ３月 8 回 

   ⑦ 自立支援総合相談援助事業の実施 

     全区社協に総合相談員を配置し、総合的な相談支援体制の整備に努めました。 

◎相談対応状況  ８区実績件数 

相談件数 調整件数 訪問件数 カンファレンス件数 

７，２０７件 ５，２５４件 １，３４０件 ６８件 

   ⑧ 総合相談員連絡会・事業担当者会議の開催 

      ・総合相談員連絡会 

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 27 年 6 月 2 日 

広島市社会福祉センター 

・各区の状況について 

・業務手引書作成について 

・実績集計について 

・今年度の研修について 

・その他 

１２名 

 

      ・担当者会議 

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 27 年 5 月 22 日 

広島市社会福祉センター 

・業務手引書作成について 

・事業推進について 

・その他 

 

１３名 

 

平成 27 年８月 10 日 

広島市社会福祉センター 

・業務手引書作成について 

・地域福祉推進第 7 次 5 か年計画中間見直

しについて 

・その他 

１４名 

 ⑨ 日常生活自立支援事業 中国ブロック専門員研修会・担当者会議の開催 

    広島県社協と共催で、日常生活自立支援事業 中国ブロック専門員研修会及

び担当者会議を開催しました。 

 

 

 

（専門員研修会については、総合相談員研修会と位置づけ） 

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 27 年 11 月 9 日      

～10 日 

東区総合福祉センター 

【専門員研修会】 
・基調報告 
「日常生活自立支援事業の現状と課題」  

報告者：全国社会福祉協議会  
地域福祉部副部長 佐川 良江 氏 

・事例発表 ～災害、その時日常生活自立

支援事業は？～ 

 (1)広島市豪雨災害の場合 

  発表者：広島市社会福祉協議会  

福祉サービス利用援助センター職員 

 (2)東日本大震災の場合 

  発表者：仙台市社会福祉協議会 

太白区事務所所長代理 後藤 伸 氏 

仙台市権利擁護センター 

主任 相澤 徹 氏 

・グループワーク 

～災害、その前に何ができるか？ その

時何ができるか？～  

ファシリテーター： 

県立広島大学 保健福祉学部  

人間福祉学科准教授 田中 聡子 氏 

(1 日目) 

８６名 
 

(2 日目) 
81 名 

 

 

 

平成 27 年 11 月 10 日 

東区総合福祉センター 

【担当者会議】 

協議１ マイナンバーの取得・管理につい 
   て 
協議２ 生活支援員①雇用状況、②配置状

況、③研修実施状況 について 
協議３ 社協が行う権利擁護事業（福祉サ

ービス利用援助事業及び法人後見事

業）で支援者となる地域住民の確

保・養成について 
協議４ 関係機関との連携強化について 
協議５ 日常生活自立支援事業から成年後

見制度への移行について  
協議６ 本人管理に基づく解約について 
協議７ 基幹的社協委託料の積算方法につ 

いて 
協議８ 次年度予算について 

16 名 

   ⑩ 広報・啓発活動 

    ・講師派遣 

      本事業についての周知と理解を図るため、関係機関・団体等の依頼により講

師を派遣し、事業説明を行いました。 
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開催日・会場 内     容 

平成 27 年 12 月 10 日 

口田ふれあいセンター        
・口田ふれあいサロンにて、参加者に事業説明 

平成 28 年 2 月 4 日 

南区地域福祉センター 

・広島県社会保険労務士会の自主勉強会にて、参加者

に事業説明 

    ・広報活動 

      「かけはし」三つ折りリーフレットを２,000 部、「『福祉サービス利用援助 

     事業』『成年後見制度』活用術」パンフレットを 1,000 部、それぞれ一部内容 

改訂の上増刷し、関係者へ配布しました。 

また、本会発行のひろしま市社協通信に本事業紹介の記事を掲載し、住民へ 

の周知を図りました。 

   ⑪ マニュアルの作成 

      広島市社協・区社協事務局職員用の本事業の手引書として、「福祉サービス利 

用援助事業『かけはし』の手引き」を作成し、本会福祉サービス利用援助セン 

ター職員及び各区社会福祉協議会に配布しました。  

 

(2) 成年後見事業「こうけん」 

   ① 成年後見事業の推進 

ア 受任件数（平成２８年３月３１日現在） 
 補 助 保 佐 後 見 

合 計 受任 

件数 

うち 

生保受給者 

受任 

件数 

うち 

生保受給者 

受任 

件数 

うち 

生保受給者 

高齢者 0 0 １人 １人 ４人 2 人 ５人 

知的障害者 0 0 0 0 0 0 0 

精神障害者 0 0 0 0 0 0 0 

再 掲 

福祉サービス 

利用援助事業 
からの移行 

0 0 １人 1 人 ４人 2 人 5 人 

成年後見制度 
利用支援事業 

利用者 
0 0 0 0 ３人 ３人 ３人 

平成２７年度受任件数 0 0 １人 １人 1 人 １人 ２人 

事業開始から現在までの  
受任件数合計 1 人 0 ２人 ２人 ７人 ３人 １０人 
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開催日・会場 内     容 

平成 27 年 12 月 10 日 

口田ふれあいセンター        
・口田ふれあいサロンにて、参加者に事業説明 

平成 28 年 2 月 4 日 

南区地域福祉センター 

・広島県社会保険労務士会の自主勉強会にて、参加者

に事業説明 

    ・広報活動 

      「かけはし」三つ折りリーフレットを２,000 部、「『福祉サービス利用援助 

     事業』『成年後見制度』活用術」パンフレットを 1,000 部、それぞれ一部内容 

改訂の上増刷し、関係者へ配布しました。 

また、本会発行のひろしま市社協通信に本事業紹介の記事を掲載し、住民へ 

の周知を図りました。 

   ⑪ マニュアルの作成 

      広島市社協・区社協事務局職員用の本事業の手引書として、「福祉サービス利 

用援助事業『かけはし』の手引き」を作成し、本会福祉サービス利用援助セン 

ター職員及び各区社会福祉協議会に配布しました。  

 

(2) 成年後見事業「こうけん」 

   ① 成年後見事業の推進 

ア 受任件数（平成２８年３月３１日現在） 
 補 助 保 佐 後 見 

合 計 受任 

件数 

うち 

生保受給者 

受任 

件数 

うち 

生保受給者 

受任 

件数 

うち 

生保受給者 

高齢者 0 0 １人 １人 ４人 2 人 ５人 

知的障害者 0 0 0 0 0 0 0 

精神障害者 0 0 0 0 0 0 0 

再 掲 

福祉サービス 

利用援助事業 
からの移行 

0 0 １人 1 人 ４人 2 人 5 人 

成年後見制度 
利用支援事業 

利用者 
0 0 0 0 ３人 ３人 ３人 

平成２７年度受任件数 0 0 １人 １人 1 人 １人 ２人 

事業開始から現在までの  
受任件数合計 1 人 0 ２人 ２人 ７人 ３人 １０人 

 
  

イ 支援、調整件数 
 

補 助 保 佐 後 見 合 計 

高齢者 0 125 1,075 1,200 

知的障害者 0 0 0 0 

精神障害者 0 0 0 0 

平成 2７年度支援件数 0 125 1,075 1,200 

事業開始から現在までの  
支援・調整件数合計  76 309 2,749 3,134 

ウ 終了件数 

 

補 助 保 佐 後 見 合 計 

終了 

件数 

うち 

生保受給者 

終了 

件数 

うち 

生保受給者 

終了 

件数 

うち 

生保受給者 

終了 

件数 

うち 

生保受給者 

高齢者 0 0 ０ 0 ２人 0 2 人 0 

知的障害者 0 0 0 0 0 0 0 0 

精神障害者 0 0 0 0 0 0 0 0 

平成 2７年度 

終了件数 
0 0 ０ 0 ２人 0 2 人 0 

事業開始から 

現在までの 

終了件数合計 
1 人 0 1 人 0 ３人 0 ５人 0 

    エ 専門員の研修等 

研 修 名 開 催 日 場  所 受講者数 
自治体向けセミナー 
「市民後見人への取

り組み」 
平成 27 年９月 4 日 

愛媛県松山市 
ひめぎんホール 1 名 

虐待防止セミナー 平成２８年２月１８日 東京・全社協 1 名 

② 成年後見運営審査委員会の開催 

     成年後見事業の適正な運営を図り、受任の審議・決定や業務に関する指導・助

言を行うことを目的として、成年後見運営審査委員会（委員は「かけはし」契約

締結審査会委員との兼務）を開催しました。 

5/21､7/23､9/17､11/19､1/21､3/10 

  ③ 成年後見制度の普及・啓発 

「『福祉サービス利用援助事業』『成年後見制度』活用術」パンフレットを 1,000 

部、一部内容改訂の上、増刷した「成年後見ハンドブック」にその後の制度改定

情報を挟み、併せて関係機関に送付しました。 

(一部再掲) 
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  ④ 成年後見制度に関する相談 

区 分 
認知症 

高齢者 

知 的 

障害者 

精 神 

障害者 
その他 計 

問合せ・相談     ９     ６     ２   ２３    ４０ 

   ⑤ 成年後見制度推進団体連絡会議 

   広島県社協と共催で、成年後見制度推進団体連絡会議を開催しました。 

(Ｐ３７参照) 

   ⑥ 他機関との連携    

ア 家事関係機関連絡協議会 

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 28 年 1 月 15 日 

広島家庭裁判所 

 

１ 平成２６年後見関係機関の概要 

 説明者： 広島家庭裁判所  

主任書記官 山下 浩 氏 

２ 福山市市民後見人バンクの設置と運営に 

 ついて 

 報告者：福山市保健福祉局長寿社会応援部 

高齢者支援課  

地域支援担当課長 金輪 猛文 氏  

       福山市社会福祉協議会 

        安心生活見守りセンター 

             所長 藤村 知史 氏 

３ 市民後見人選任体制の導入及び拡大に向

けての意見交換 

3３名 

   イ 「後見制度推進団体ネットワークひろしま」 

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 27 年 9 月 25 日 

広島県社会福祉会館 

１ 平成２６年度事業報告及び 27 年度事業

計画について 

２ 要望書に対する広島市からの回答につい

て 

３ その他 

1３名 

平成 27 年 11 月 18 日 

広島県社会福祉会館 

１ 市民後見人について 

２ 成年後見制度推進団体連絡会議について 

３ その他 

1７名 

   ⑦ 後見支援員導入、市民後見人育成についての検討     

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 28 年２月 7 日 

福山すこやかセンター 
福山市 市民後見人養成講座の視察 ２名 

平成 28 年 3 月 22 日 

広島市役所  

災害対策本部専用室 

広島市市民後見人の育成・活用に関する懇談

会出席(再掲) 1 名 
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  ④ 成年後見制度に関する相談 

区 分 
認知症 

高齢者 

知 的 

障害者 

精 神 

障害者 
その他 計 

問合せ・相談     ９     ６     ２   ２３    ４０ 

   ⑤ 成年後見制度推進団体連絡会議 

   広島県社協と共催で、成年後見制度推進団体連絡会議を開催しました。 

(Ｐ３７参照) 

   ⑥ 他機関との連携    

ア 家事関係機関連絡協議会 

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 28 年 1 月 15 日 

広島家庭裁判所 

 

１ 平成２６年後見関係機関の概要 

 説明者： 広島家庭裁判所  

主任書記官 山下 浩 氏 

２ 福山市市民後見人バンクの設置と運営に 

 ついて 

 報告者：福山市保健福祉局長寿社会応援部 

高齢者支援課  

地域支援担当課長 金輪 猛文 氏  

       福山市社会福祉協議会 

        安心生活見守りセンター 

             所長 藤村 知史 氏 

３ 市民後見人選任体制の導入及び拡大に向

けての意見交換 

3３名 

   イ 「後見制度推進団体ネットワークひろしま」 

開催日・会場 内     容 参加者 

平成 27 年 9 月 25 日 

広島県社会福祉会館 

１ 平成２６年度事業報告及び 27 年度事業

計画について 

２ 要望書に対する広島市からの回答につい

て 

３ その他 

1３名 

平成 27 年 11 月 18 日 

広島県社会福祉会館 

１ 市民後見人について 

２ 成年後見制度推進団体連絡会議について 

３ その他 

1７名 

   ⑦ 後見支援員導入、市民後見人育成についての検討     

開催日・会場 内  容  等 参加者 

平成 28 年２月 7 日 

福山すこやかセンター 
福山市 市民後見人養成講座の視察 ２名 

平成 28 年 3 月 22 日 

広島市役所  

災害対策本部専用室 

広島市市民後見人の育成・活用に関する懇談

会出席(再掲) 1 名 

 

  (3) 相談援助事業 

① 区社協心配ごと相談事業推進への支援、総合調整 

     各区社協における心配ごと相談事業の調整を図るとともに、事業を推進してい

くための支援を行いました。（資料表－８・資料表－９参照） 

   ② 他の相談機関・団体との連携、ネットワークづくり 
    ア アルツハイマーデー個別相談会の開催 

（公益社団法人認知症の人と家族の会広島県支部との連携実施） 

世界アルツハイマーデー（毎年９月２１日）に併せて、認知症の人を介護す

る家族からの相談を受け、個別の生活に即した助言を行うために、認知症専門

一日相談を実施しました。 

・実 施 日：平成２７年９月１８日 

・場  所：広島市社会福祉センター ３階相談室 ほか 

・相談件数：０件 

    イ 弁護士無料法律相談の連絡調整 

      弁護士による法律相談の連絡調整を行いました。 

      ・法律相談開催回数：１２回   ・相談件数：４５件 

   ③ 「暮らしの道しるべ」（第１５版）の普及 

     行政機関及び施設へ配布しました。 

 

  (4) 区社協在宅訪問相談援助事業実施への支援、総合調整 

     来所相談が心理的、身体的に難しい方を対象に、各区社協に総合相談員を全区に

配置し、訪問して相談に応じる体制を整備しました。 

     また、相談内容により、弁護士や司法書士が同行して問題解決を行う専門相談員

の派遣も行い、アウトリーチ型の訪問相談体制としての相談援助機能の強化を図 

りました。 

◎相談対応状況 

相談受付件数 調整件数 訪問件数 
５８４件 ９９９件 ４８７件 

弁護士等専門相談員の派遣(市社協調整も含む) 
派遣回数 ６件（弁護士 ５件、司法書士 １件） 

 

 ４ 受託事業 

  (1) 広島市障害者（児）社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業の実施 

     単独で外出等社会参加活動をすることが困難な視覚障害者（児）、肢体不自由者

（児）、知的障害者（児）及び精神障害者（児）が、外出等社会参加活動をする場

合に、社会参加支援ガイドヘルパーを派遣する事業を、広島市から受託し、区社協

と協働して実施しました。なお、本事業の一人の利用者が利用できる一月当たりの

利用決定時間の上限は、障害者自立支援法による移動支援事業と合わせて８０時

間以内に制限されています。 
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   ① 実施状況 

    ア 登録状況 

区  分 利用者登録者数 
ヘルパー登録者数 

区別登録者数合計 実登録者数 

視覚障害者(児)ガイドヘルパー ４５６人 ２４９人 ２４９人 

車いす等ガイドヘルパー ２３７人 ７７人 ６４人 

知的障害者(児)ガイドヘルパー ８７０人 ４８１人 ２２３人 

精神障害者(児)ガイドヘルパー ３４人 ９人 ９人 

合  計 １，５９７人 ８１６人 ５４５人 

    イ 利用（活動）状況 

区  分 利用件数 利用時間数 

視覚障害者(児)ガイドヘルパー ５，６８１件 ２３，９７２時間 

車いす等ガイドヘルパー ８９５件 ３，５９９時間 

知的障害者(児)ガイドヘルパー ２，４６２件 ６，７５８時間 

精神障害者(児)ガイドヘルパー ４８５件 １，２８７時間 

合  計 ９，５２３件 ３５，６１６時間 

   ② 登録者研修会 
     技術向上だけでなく、社会参加の意義とガイドヘルパーの役割について理解を

深めることを目的に、活動者及び新規登録者等を対象とした研修会を実施しまし

た。 
    ア 視覚障害者ガイドヘルパー登録者研修会 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２７年１２月２５日  
広島市社会福祉センター  

《講義・実技》 
「視覚障害者ガイドヘルパーの役割と 
心得」（新規登録者のみ対象） 
講師：広島市視覚障害者福祉協会 

歩行訓練士 馬屋原 武 氏 
《制度説明》 
「社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業につ

いて」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
《お話》「利用者の思い」 

お話：森井 豊 氏 
《グループ協議》 

視覚 

新規 

登録者 

１１名 

 

視覚 

登録者 

１９名 

 

視覚 

未登録者 

５名 
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   ① 実施状況 

    ア 登録状況 

区  分 利用者登録者数 
ヘルパー登録者数 

区別登録者数合計 実登録者数 

視覚障害者(児)ガイドヘルパー ４５６人 ２４９人 ２４９人 

車いす等ガイドヘルパー ２３７人 ７７人 ６４人 

知的障害者(児)ガイドヘルパー ８７０人 ４８１人 ２２３人 

精神障害者(児)ガイドヘルパー ３４人 ９人 ９人 

合  計 １，５９７人 ８１６人 ５４５人 

    イ 利用（活動）状況 

区  分 利用件数 利用時間数 

視覚障害者(児)ガイドヘルパー ５，６８１件 ２３，９７２時間 

車いす等ガイドヘルパー ８９５件 ３，５９９時間 

知的障害者(児)ガイドヘルパー ２，４６２件 ６，７５８時間 

精神障害者(児)ガイドヘルパー ４８５件 １，２８７時間 

合  計 ９，５２３件 ３５，６１６時間 

   ② 登録者研修会 
     技術向上だけでなく、社会参加の意義とガイドヘルパーの役割について理解を

深めることを目的に、活動者及び新規登録者等を対象とした研修会を実施しまし

た。 
    ア 視覚障害者ガイドヘルパー登録者研修会 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２７年１２月２５日  
広島市社会福祉センター  

《講義・実技》 
「視覚障害者ガイドヘルパーの役割と 
心得」（新規登録者のみ対象） 
講師：広島市視覚障害者福祉協会 

歩行訓練士 馬屋原 武 氏 
《制度説明》 
「社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業につ

いて」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
《お話》「利用者の思い」 

お話：森井 豊 氏 
《グループ協議》 

視覚 

新規 

登録者 

１１名 

 

視覚 

登録者 

１９名 

 

視覚 

未登録者 

５名 

 
  

イ 知的障害者ガイドヘルパー登録者研修会 
開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２８年１月１９日 
広島市社会福祉センター  

《制度説明》 
「社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業につ

いて」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
《講義》 
「知的障害者ガイドヘルパーの役割と心得」 

講師：社会福祉法人柏学園 瀬野川学園 
学園長 中村 毅 氏 

《お話》「利用者の親の思い」 
お話：浅村 稔子 氏 

《グループ協議》 

知的 

登録者 

１５名 
 

知的 

未登録者 

９名 

ウ 精神障害者ガイドヘルパー登録者研修会 
開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２８年１月２６日 
広島市社会福祉センター  

《制度説明》 
「社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業につ

いて」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
《講義》 
「精神障害者ガイドヘルパーの役割と心得」 
講師：地域生活支援センターふれあい 

   施設長 原田 葉子 氏 
《お話》「当事者の思い」 

お話：ふれあい利用者  
《グループ協議》 

精神 

登録者 

１名 

 

精神 

未登録者 

１４名 

エ 車いす等ガイドヘルパー登録者研修会 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２８年１月２１日 
広島市社会福祉センター  

《制度説明》 
「社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業につ

いて」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
《講義・実技》 
「車いす等ガイドヘルパーの役割と心得」 
 講師：広島市身体障害者更生相談所 

主任技師 組地 秀幸 氏 
《お話》「利用者の思い」 

お話：坂本 琴代 氏 
《グループ協議》 

車いす 

登録者 

１名 

 

車いす 

未登録者 

７名 

 

 

− 45 −



  (2) 広島市指定障害福祉サービス（居宅介護等）事業者研修会の開催 

     障害福祉サービスの円滑かつ適正な運営のために、障害者(児)を取り巻く状況を

理解し、事業者としてのサービス提供のあり方等について考える機会とすること

を目的として受託実施しました。 

① 集団指導（対象：広島市指定居宅介護等事業所の管理者） 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２７年７月３１日 
広島県健康福祉センター  

「居宅介護等の報酬算定について」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 山本 瞳 氏 
「居宅介護等の指定基準について」 
「移動支援事業について」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
「相談支援事業について」 
説明：広島市障害自立支援課 

主任技師 山根 里美 氏 

 

25８ 

事業所 

 

258 

名 

 

② 従業者研修会（対象：広島市指定居宅介護事業者の従業者） 

回 開催日・会場 内   容   等 参加者 

１ 平成２７年９月１８日 
広島市社会福祉センター 

【精神障害理解講座】 
《講義》 
「精神障害の理解について～精神特性の理

解～」 
講師：社会福祉法人はぐくみの里 

精神保健福祉士 山田 里美 氏 
《お話》 
「精神障害の理解について～当事者の思い

～」 
進行：社会福祉法人はぐくみの里 

精神保健福祉士 山田 里美 氏 
お話：ふくろうのメンバー ２名 

《講義》 
「難病の理解について～課題や利用できる制

度等～」 
 講師：広島難病団体連絡協議会 

    会長 後藤 淳子 氏 

６７ 

事業所 

 

７７ 

名 

２ 平成２７年９月２９日 
広島市社会福祉センター 

【知的障害理解講座】 
《講義》 
「知的障害の理解について～障害特性の理

解～」 
講師：広島女学院大学人間生活学部 

准教授 田中 洋子 氏 
《お話》 
「知的障害の理解について～当事者の親の

思い～」 

 

５２ 

事業所 

 

６２ 

名 
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  (2) 広島市指定障害福祉サービス（居宅介護等）事業者研修会の開催 

     障害福祉サービスの円滑かつ適正な運営のために、障害者(児)を取り巻く状況を

理解し、事業者としてのサービス提供のあり方等について考える機会とすること

を目的として受託実施しました。 

① 集団指導（対象：広島市指定居宅介護等事業所の管理者） 

開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２７年７月３１日 
広島県健康福祉センター  

「居宅介護等の報酬算定について」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 山本 瞳 氏 
「居宅介護等の指定基準について」 
「移動支援事業について」 
説明：広島市障害自立支援課 

主事 勝部 直昭 氏 
「相談支援事業について」 
説明：広島市障害自立支援課 

主任技師 山根 里美 氏 

 

25８ 

事業所 

 

258 

名 

 

② 従業者研修会（対象：広島市指定居宅介護事業者の従業者） 

回 開催日・会場 内   容   等 参加者 

１ 平成２７年９月１８日 
広島市社会福祉センター 

【精神障害理解講座】 
《講義》 
「精神障害の理解について～精神特性の理

解～」 
講師：社会福祉法人はぐくみの里 

精神保健福祉士 山田 里美 氏 
《お話》 
「精神障害の理解について～当事者の思い

～」 
進行：社会福祉法人はぐくみの里 

精神保健福祉士 山田 里美 氏 
お話：ふくろうのメンバー ２名 

《講義》 
「難病の理解について～課題や利用できる制

度等～」 
 講師：広島難病団体連絡協議会 

    会長 後藤 淳子 氏 

６７ 

事業所 

 

７７ 

名 

２ 平成２７年９月２９日 
広島市社会福祉センター 

【知的障害理解講座】 
《講義》 
「知的障害の理解について～障害特性の理

解～」 
講師：広島女学院大学人間生活学部 

准教授 田中 洋子 氏 
《お話》 
「知的障害の理解について～当事者の親の

思い～」 

 

５２ 

事業所 

 

６２ 

名 

          お話：善川 夏美 氏 
《講義》 
「難病の理解について～当事者の思い～」 
講師：広島難病団体連絡協議会 

    会長 後藤 淳子 氏  
 

(3) 福祉施設職員研修の開催 

① 新任職員研修 

    社会福祉施設従事者としての自覚を促し、職場への理解・認識を深めるととも

に、職務遂行上必要な基礎知識を身につけることを目的に開催しました。 
開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２７年７月１３日 
ホテルセンチュリー２１広島  

講義１ ｢社会福祉法人の福祉施設職員として

の心構えについて｣ 
講師：第二みみょう保育園 

園長 松尾 竜  氏 
講義２ ｢思いやりを形に～福祉の職場で心を

伝える接遇サービスポイント｣ 
講師：セルフケア・カンパニー 

代表 近藤 宜子 氏 
講義３ ｢社会福祉施設と人権について｣ 
講師：広島弁護士会 

弁護士 一久保 直也 氏 
グループ討議｢先輩に学ぶ｣<１０班編成> 
助言者：施設職員１０名 

テーマ ｢新任職員としてなすべきことは何か｣ 
※研修会終了後、交流会開催 

9７名 

② 施設長研修 

老人・障害・児童・保育と各分野の施設長等が一堂に会し、社会福祉制度の動

向や時代ニーズを正しく捉え、適切な施設運営・事業推進のために必要な知識・

認識を深めることを目的に開催しました。 
開催日・会場 内    容    等 参加者 

平成２７年１２月２日 
ホテルセンチュリー２１広島  

講義１｢広島市からの情報提供及び助言につい

て｣ 
講師：広島市関係課職員 

講義２「社会福祉法人の改革と社会福祉法の改

正」 
講師：厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課 

課長補佐 渡辺 駿 氏 
報告 
「広島市域の社会福祉法人が連帯して取り組む

新たな地域貢献事業検討委員会」  
 川崎 則夫 委員長から委員会の進捗状況等

を紹介。 
 ※研修会終了後、交流会開催 

1２３名 
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(4) 生活困窮者自立相談支援事業及び家計相談支援事業（広島市くらしサポートセ 

ンター） 

① 自立相談支援機関の体制   

 平成２７年４月から６月までは、モデル事業と同様、３名の相談員体制に

より市内１箇所（広島市社会福祉センター）にて実施しました。 

平成２７年７月からは、本部（市社会福祉センター内）、東部サブセンター

（東区総合福祉センター内）、西部サブセンター（佐伯区地域福祉センター

内）、北部サブセンター（安佐南区総合福祉センター内）の４箇所に相談機関

を設置し、実施しました。 

② 相談受付、対応状況 

    ア 新規相談者の状況 

      ・新規相談受付件数：1,497 件 

(ｱ) センター別                       単位：件 

 本部 東部サブセンター 西部サブセンター 北部サブセンター 

4 月 138  

5 月 91 

6 月 93 

7 月 62 24 37 32 

8 月 48 14 16 16 

9 月 55 19 23 25 

10 月 62 20 26 27 

11 月 54 13 25 21 

12 月 52 16 18 14 

1 月 63 32 41 18 

2 月 51 31 40 28 

3 月 55 18 36 43 

計 824 187 262 224 

 (ｲ) 各区別                     単位：件 

 

(ｳ) 性別、年代別          単位：件 

 男性 女性 

～10 代 11 6 

20 代 65 33 

30 代 123 65 

40 代 137 89 

50 代 121 80 

60～64 歳 56 25 

65 歳以上 120 130 

不明 171 207 

計 804 635 

  ※性別、年代不明が 58 件 

中 東 南 西 安佐南 安佐北 安芸 佐伯 不明等 

218 122 164 203 189 106 60 141 294 
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(4) 生活困窮者自立相談支援事業及び家計相談支援事業（広島市くらしサポートセ 

ンター） 

① 自立相談支援機関の体制   

 平成２７年４月から６月までは、モデル事業と同様、３名の相談員体制に

より市内１箇所（広島市社会福祉センター）にて実施しました。 

平成２７年７月からは、本部（市社会福祉センター内）、東部サブセンター

（東区総合福祉センター内）、西部サブセンター（佐伯区地域福祉センター

内）、北部サブセンター（安佐南区総合福祉センター内）の４箇所に相談機関

を設置し、実施しました。 

② 相談受付、対応状況 

    ア 新規相談者の状況 

      ・新規相談受付件数：1,497 件 

(ｱ) センター別                       単位：件 

 本部 東部サブセンター 西部サブセンター 北部サブセンター 

4 月 138  

5 月 91 

6 月 93 

7 月 62 24 37 32 

8 月 48 14 16 16 

9 月 55 19 23 25 

10 月 62 20 26 27 

11 月 54 13 25 21 

12 月 52 16 18 14 

1 月 63 32 41 18 

2 月 51 31 40 28 

3 月 55 18 36 43 

計 824 187 262 224 

 (ｲ) 各区別                     単位：件 

 

(ｳ) 性別、年代別          単位：件 

 男性 女性 

～10 代 11 6 

20 代 65 33 

30 代 123 65 

40 代 137 89 

50 代 121 80 

60～64 歳 56 25 

65 歳以上 120 130 

不明 171 207 

計 804 635 

  ※性別、年代不明が 58 件 

中 東 南 西 安佐南 安佐北 安芸 佐伯 不明等 

218 122 164 203 189 106 60 141 294 

 (ｴ) 相談経路別            単位：件 

本人自ら連絡 697 

家族･知人から連絡 145 

関係機関からの紹介 627 
 市関係先 282 

市区社協 99 

その他関係機関･団体等 246 

センターが把握して勧めた 18 

その他 10 

 (ｵ) 相談内容（主訴）別               単位：件 

病気･健康･障害 54 地域関係 4 

住まい 266 家族･人間関係 65 

収入･生活費 411 子育て 4 

家賃･ローン支払い 97 介護 10 

税金や公共料金等の支払い 39 引きこもり･不登校 21 

債務 38 DV･虐待 8 

仕事探し･就職 177 食料なし 13 

仕事上の不安･トラブル 5 その他 285 

イ 各支援事業の実施状況 

・住居確保給付金の支給             29 件   

     ・一時生活支援事業（シェルター）の利用     40 件 

     ・就労支援 

   生活保護受給者等就労自立促進事業      38 件 

   就労サポート事業              86 件 

       就労訓練事業                 0 件 

就労準備支援事業               9 件 

     ・生活困窮世帯学習支援事業            1 件 

     ・家計相談支援事業 

       新規相談受付件数              52 件 

家計支援プラン策定件数           14 件 

③ 支援調整会議の開催、支援プランの作成状況 

区 分 開催回数 プラン作成数 

定例支援調整会議 １２回（毎月１回） 新規プラン   164 件 

評価見直し    87 件 

再プラン     27 件 臨時支援調整会議 ３０回 
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④ 事業説明並びに関係機関との協議、アウトリーチ相談等の実施状況 

区      分 回数 

行政機関（生活課、家庭児童相談員等） ９回 

民生委員児童委員協議会 ５回 

地域包括支援センター、医療機関、介護事業所等、相談機関職

員 

８回 

その他（民間団体等） ５回 

関係機関等との協議（庁内連携、労働局、支援団体等） １３回 

アウトリーチ相談（まちかど相談会等） ８回 

 

5 貸付事業 

(1) 生活一時資金・ひとり親家庭等緊急援護資金 

一時的に生活が困窮している世帯に対して必要な資金を貸し付け、生活の立て

直しの援助を行うとともに、緊急に資金が必要なひとり親家庭等の世帯に対して

資金を貸し付け、生活の安定を図りました。       （資料表－１０参照） 

＜貸付・償還状況＞ 

区 分 
貸 付 

償 還 金 額 (円) 
件 数 金 額 (円) 

生 活 一 時 資 金 15 1,000,000 1,950,362 

ひとり親家庭等緊急援護資金 11 545,000 991,500 

計 26 1,545,000 2,941,862 

 

(2) 小口生活資金 

低所得者に対してつなぎ資金として必要最小限度の資金を貸し付けました。 

（資料表－１１参照） 

＜貸付・償還状況＞ 

区 分 
貸 付 

償 還 金 額 (円) 
件 数 金 額 (円) 

小 口 資 金 1,016 4,489,613    4,480,276 

つ な ぎ 資 金 1,023 7,388,500 7,472,000 

計 2,039 11,878,113 11,952,276 

 

(3) 民間社会福祉施設整備資金 

民間における社会福祉事業の振興を図るため、社会福祉施設を設置経営するも

のに対し、社会福祉施設整備に必要な資金を貸付ける本事業の利用は、本年度は利

用がありませんでした。償還については、「社会福祉施設整備つなぎ資金」の貸付

において 1 件、「社会福祉施設整備資金 民間保育施設整備資金」の貸付において

1 件償還完了となりました。                        

 （資料表－１２参照） 
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④ 事業説明並びに関係機関との協議、アウトリーチ相談等の実施状況 

区      分 回数 

行政機関（生活課、家庭児童相談員等） ９回 

民生委員児童委員協議会 ５回 

地域包括支援センター、医療機関、介護事業所等、相談機関職

員 

８回 

その他（民間団体等） ５回 

関係機関等との協議（庁内連携、労働局、支援団体等） １３回 

アウトリーチ相談（まちかど相談会等） ８回 

 

5 貸付事業 

(1) 生活一時資金・ひとり親家庭等緊急援護資金 

一時的に生活が困窮している世帯に対して必要な資金を貸し付け、生活の立て

直しの援助を行うとともに、緊急に資金が必要なひとり親家庭等の世帯に対して

資金を貸し付け、生活の安定を図りました。       （資料表－１０参照） 

＜貸付・償還状況＞ 

区 分 
貸 付 

償 還 金 額 (円) 
件 数 金 額 (円) 

生 活 一 時 資 金 15 1,000,000 1,950,362 

ひとり親家庭等緊急援護資金 11 545,000 991,500 

計 26 1,545,000 2,941,862 

 

(2) 小口生活資金 

低所得者に対してつなぎ資金として必要最小限度の資金を貸し付けました。 

（資料表－１１参照） 

＜貸付・償還状況＞ 

区 分 
貸 付 

償 還 金 額 (円) 
件 数 金 額 (円) 

小 口 資 金 1,016 4,489,613    4,480,276 

つ な ぎ 資 金 1,023 7,388,500 7,472,000 

計 2,039 11,878,113 11,952,276 

 

(3) 民間社会福祉施設整備資金 

民間における社会福祉事業の振興を図るため、社会福祉施設を設置経営するも

のに対し、社会福祉施設整備に必要な資金を貸付ける本事業の利用は、本年度は利

用がありませんでした。償還については、「社会福祉施設整備つなぎ資金」の貸付

において 1 件、「社会福祉施設整備資金 民間保育施設整備資金」の貸付において

1 件償還完了となりました。                        

 （資料表－１２参照） 

  

(4) 生活福祉資金及び臨時特例つなぎ資金の貸付（県社協業務の受託） 

低所得世帯、高齢者世帯、障害者世帯等の要援護世帯の自立更生を援助するため、

県社協から事業を受託し、必要な資金の貸付けを行うとともに、民生委員の協力を

得、その生活の指導に努めました。 

広島県社会福祉協議会生活福祉資金運営委員会への出席 

5/19、6/16、7/16、8/18、9/17、10/20、 11/19、12/17、1/19、

2/16、3/2、3/15 

   ① 生活福祉資金 

・決定状況（平成 2７年 4 月～2８年 3 月） 

区 分 
決 定 

件 数 金 額 (円) 

福祉資金（A） 52 9,542,430 

 
福祉費 43 8,875,430 

緊急小口資金 9 667,000 

教育支援資金（B） 21 6,966,500 

 
教育支援費 4 936,500 

就学支度費 17 6,030,000 

総合支援資金（C） 3 1,065,000 

 

生活支援費 3 1,065,000 

住宅入居費 0 0 

一時生活再建費 0 0 

不動産担保型生活資金（D） 1 4,466,000 

 
不動産担保型生活資金 0 0 

要保護世帯向け不動産担保型生活資金 1 4,466,000 

合 計（A＋B＋C＋D） 77 22,039,930 

・償還金支払猶予 ８件 1,728,000 円 

・償還金支払免除 10 件 6,399,900 円 

・延滞利子免除 １件 1,224,806 円 

   ② 臨時特例つなぎ資金 

・決定状況（平成 27 年４月～28 年 3 月） 

区 分 
決 定 

件 数 金 額 (円) 

臨時特例つなぎ資金 0 0 
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 ③ 研修会等への参加 

    ア 平成２７年度生活福祉資金貸付事業担当者会議 

・開催日：平成 2７年６月２５日（第 1 回） 

・出席者：１０名 

・会 場：広島県社会福祉会館 

・主 催：広島県社会福祉協議会 

イ 平成２７年度生活福祉資金貸付制度説明会 

  「生活困窮者自立支援制度関係事業・生活福祉資金貸付事業担当職員合同研 

修」 

  ・開催日：平成２８年２月１９日 

  ・出席者：１５名 

  ・会 場：広島県健康福祉センター８階 大研修室 

  ・主 催：広島県社会福祉協議会 

 

(5) 貸付終了の事業について 

① 広島市奨学金の償還業務 

  平成１６年度末で貸付を終了した広島市奨学金について、償還金の受入を行いま

した。                         （資料表－１２参照） 

＜償還状況＞                     

区 分 
償 還 金 額 

元金（円） 延滞利息（円） 

広島市奨学金 91,000 0 

② 広島市高額療養費貸付事業及び出産費用貸付事業の清算を行いました。 

 

(6) 貸付担当者会議の開催 

生活一時資金及びひとり親家庭等緊急援護資金において、相談手順及び要綱の

再確認を行うとともに、改善点等について意見交換を行うことで、今後の円滑な業

務推進を図るため、貸付担当者会議を開催しました。 

・開 催 日：平成 2７年６月３日 

・参加対象：市社協担当職員、区社協担当職員 

・出 席 者：1４名（市社協 2 名・区社協１２名） 

・会  場：広島市社会福祉センター１階 研修室 

・内  容：「生活一時資金・ひとり親家庭等緊急援護資金」における相談手順及 

び要綱の再確認 

「生活一時資金・ひとり親家庭等緊急援護資金」において、日頃の 

相談対応の中で見えてきた改善点等について意見交換 
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 ③ 研修会等への参加 

    ア 平成２７年度生活福祉資金貸付事業担当者会議 

・開催日：平成 2７年６月２５日（第 1 回） 

・出席者：１０名 

・会 場：広島県社会福祉会館 

・主 催：広島県社会福祉協議会 

イ 平成２７年度生活福祉資金貸付制度説明会 

  「生活困窮者自立支援制度関係事業・生活福祉資金貸付事業担当職員合同研 

修」 

  ・開催日：平成２８年２月１９日 

  ・出席者：１５名 

  ・会 場：広島県健康福祉センター８階 大研修室 

  ・主 催：広島県社会福祉協議会 

 

(5) 貸付終了の事業について 

① 広島市奨学金の償還業務 

  平成１６年度末で貸付を終了した広島市奨学金について、償還金の受入を行いま

した。                         （資料表－１２参照） 

＜償還状況＞                     

区 分 
償 還 金 額 

元金（円） 延滞利息（円） 

広島市奨学金 91,000 0 

② 広島市高額療養費貸付事業及び出産費用貸付事業の清算を行いました。 

 

(6) 貸付担当者会議の開催 

生活一時資金及びひとり親家庭等緊急援護資金において、相談手順及び要綱の

再確認を行うとともに、改善点等について意見交換を行うことで、今後の円滑な業

務推進を図るため、貸付担当者会議を開催しました。 

・開 催 日：平成 2７年６月３日 

・参加対象：市社協担当職員、区社協担当職員 

・出 席 者：1４名（市社協 2 名・区社協１２名） 

・会  場：広島市社会福祉センター１階 研修室 

・内  容：「生活一時資金・ひとり親家庭等緊急援護資金」における相談手順及 

び要綱の再確認 

「生活一時資金・ひとり親家庭等緊急援護資金」において、日頃の 

相談対応の中で見えてきた改善点等について意見交換 

  
 

(7) 財団法人広島有隣奨学会関係資料を、被爆７０周年にあたり、広島市公文書館へ 
寄贈し、永久保存文書とすることで、故蜂谷道彦氏の功績、及び多くの方がヒロシ 
マの子どもたちのために支援していただいた史実を後世に伝えていくこととしま 
した。 

 

Ⅱ 公益事業 

１ 施設管理事業 

(1) 施設等の運営管理 

   ① 広島市社会福祉センター中広会館の管理運営状況等 
     広島市から無償貸与を受けて管理を行い、市内西部地区を中心として、住民福

祉を推進する場の提供に努めるとともに、福祉団体等の連絡協調の施設として利

用されています。また、勤労青少年の仲間づくりやレクリエーション等のサーク

ル活動の場の提供もしています。 

＜団体別会館利用状況＞ 
区 分 特定団体 一般団体 合 計 
件 数 1,515 39 1,554 

人 員 21,863 491 22,354 

＜特定団体内訳＞ 
区 分 社 協 障 害 高齢者 地 域 民児協 その他 計 
件 数 87 214 13 1,189 10 2 1,515 

人 員 1,533 2,365 184 17,546 172 63 21,863 

＜部屋別利用状況＞ 

区 分 
１   階 ２   階 

集会室 ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱｾﾝﾀｰ 
福祉 
ｻﾛﾝ他 

第１ 
講習室 

第２ 
講習室 

第１ 
集会室 

第２ 
集会室 料理室 

件 数 324 289 68 16 85 173 71 49 

人 員 8,088 7,098 419 120 519 653 1,588 750 

 

区 分 
３   階 

合 計 第１ 
会議室 

第２ 
会議室 体育室 談話室 

件 数 28 101 303 47 1,554 

人 員 113 1,267 1,276 463 22,354 

    ○ 無償使用貸借資産 
      事業を実施するに当たって、広島市から無償使用貸借している資産は、次の

とおりです。 
＜建物＞                   （平成 28 年 3 月 31 日現在） 

名  称 所  在  地 区分 面積 
広島市社会福祉 
ｾﾝﾀｰ中広会館 広島市西区中広町一丁目 18 番 27 号 建物 1,428.02

㎡ 
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   ② 広島市社会福祉センターの管理運営状況等 
     広島市女性福祉センターの指定管理者として広島市から指定され、本会が設置

している社会福祉会館とともに、一元的に管理を行い、市民の生活文化の向上、

社会福祉の増進に寄与することに努めました。 
＜団体別利用状況＞ 

区 分 特定団体 一般団体 減免 合  計 
件 数 人 員 件 数 人 員 件数 人員 件 数 人 員 

女性福祉ｾﾝﾀｰ 4,050 97,860 132 3,010 33 990 4,215 101,860 

社会福祉会館 1,212 17,428 64 596 0 0 1,276 18,024 

合 計 5,262 115,288 196 3,606 33 990 5,491 119,884 

＜特定団体内訳＞ 
区 分 社 協 市女連 母子会 民児協 老人ｸﾗﾌﾞ 身障連 視障協 ろうあ協会 
件 数 1,072 538 160  8 17 12 114 64 

人 員 34,291 5,802 2,462 148 1,503 652 1,672 1,665 

区 分 断酒ふたば 障害児保育 市保連 その他 市女連 
事務局 

母子会 
事務局 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 計 

件 数 253 1 34 1,650 137 297 905 5,262 

人 員 9,730 10  1,740 39,291 1,009 2,780 12,533 115,288 

＜部屋別利用状況＞ 

区 分 
６   階 ５   階 

料理教室 子供室 第１ 
会議室 

第２ 
会議室 大会議室 第１ 

講習室 
第２ 

講習室 
第 1･2 
講習室 

第３ 
講習室 

件 数 202 95 492 398 583 20 0 514 329 

人 員 3,557 845 8,809 5,108 15,777 197 0 9,688 7,088 

 ５階 ４階 １･３階 ２階 
合 計 区 分 市女連 

事務局 大会議室 講習室 母子会 
事務局 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
情報ｾﾝﾀｰ ホール 第１ 

娯楽室 
件 数 137 479 471 297 905 198 371 5,491 

人 員 1,009 10,560 7,396 2,780 12,533 29,046 5,491 119,884 

    

 ２ その他の公益事業 

(1) ちびっこ広場整備事業（遊具の貸与・維持管理） 
幼児及び児童の健康増進と心身の健全な発達を図ることを目的に、民間の遊休空

閑地に整備された遊び場（ちびっこ広場）に設置・貸与している遊具等の維持管理

等整備に努めました。 
    ちびっこ広場の設置数：５３箇所（平成２８年３月３１日現在） 
   ① 整備内容等 

     ・遊具の撤去    ３箇所 

     ・遊具等の修繕  ２２箇所 

− 54 −



   ② 広島市社会福祉センターの管理運営状況等 
     広島市女性福祉センターの指定管理者として広島市から指定され、本会が設置

している社会福祉会館とともに、一元的に管理を行い、市民の生活文化の向上、

社会福祉の増進に寄与することに努めました。 
＜団体別利用状況＞ 

区 分 特定団体 一般団体 減免 合  計 
件 数 人 員 件 数 人 員 件数 人員 件 数 人 員 

女性福祉ｾﾝﾀｰ 4,050 97,860 132 3,010 33 990 4,215 101,860 

社会福祉会館 1,212 17,428 64 596 0 0 1,276 18,024 

合 計 5,262 115,288 196 3,606 33 990 5,491 119,884 

＜特定団体内訳＞ 
区 分 社 協 市女連 母子会 民児協 老人ｸﾗﾌﾞ 身障連 視障協 ろうあ協会 
件 数 1,072 538 160  8 17 12 114 64 

人 員 34,291 5,802 2,462 148 1,503 652 1,672 1,665 

区 分 断酒ふたば 障害児保育 市保連 その他 市女連 
事務局 

母子会 
事務局 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 計 

件 数 253 1 34 1,650 137 297 905 5,262 

人 員 9,730 10  1,740 39,291 1,009 2,780 12,533 115,288 

＜部屋別利用状況＞ 

区 分 
６   階 ５   階 

料理教室 子供室 第１ 
会議室 

第２ 
会議室 大会議室 第１ 

講習室 
第２ 
講習室 

第 1･2 
講習室 

第３ 
講習室 

件 数 202 95 492 398 583 20 0 514 329 

人 員 3,557 845 8,809 5,108 15,777 197 0 9,688 7,088 

 ５階 ４階 １･３階 ２階 
合 計 区 分 市女連 

事務局 大会議室 講習室 母子会 
事務局 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
情報ｾﾝﾀｰ ホール 第１ 

娯楽室 
件 数 137 479 471 297 905 198 371 5,491 

人 員 1,009 10,560 7,396 2,780 12,533 29,046 5,491 119,884 

    

 ２ その他の公益事業 

(1) ちびっこ広場整備事業（遊具の貸与・維持管理） 
幼児及び児童の健康増進と心身の健全な発達を図ることを目的に、民間の遊休空

閑地に整備された遊び場（ちびっこ広場）に設置・貸与している遊具等の維持管理

等整備に努めました。 
    ちびっこ広場の設置数：５３箇所（平成２８年３月３１日現在） 
   ① 整備内容等 

     ・遊具の撤去    ３箇所 

     ・遊具等の修繕  ２２箇所 

     ・砂場の砂補充   ５箇所 

     ・遊具等の塗装  １２箇所 

   ② ちびっこ広場運営委員会活動への助言、援助 
     子どもたちが、ちびっこ広場を有効かつ安全に利用できるよう、日常の遊具等

の点検活動や遊びの指導を行うことを目的とした、ちびっこ広場運営委員会を各

広場単位に継続して組織し、区社協と協働して運営委員会活動の円滑な展開が図

れるよう助言、援助を行いました。 

ア ちびっこ広場遊具等一斉点検の実施 
各運営委員会が「点検カード」を用いて実施しました。 

・第１回 平成２７年６月１０日～２５日 

専門業者（株式会社せとうち体器）による点検 

・第２回 平成２７年１２月１７日～平成２８年１月２８日 

イ ちびっこ広場運営助成（５３運営委員会） 
１運営委員会あたり５，０００円を助成しました。 

ウ ちびっこ広場保険への加入 

ちびっこ広場の管理の不備に起因する事故が発生した場合の対人賠償責任 

及び対物賠償責任保険に加入しました。保険対象事故は発生しませんでした。 

（対人賠償責任限度額……１名  5,000 万円以内 １事故 １億円以内） 

（対物賠償責任限度額……１事故 1,000 万円以内） 

 

(2) 老人大学・老人大学院の運営 

     高齢者の学習の場として、各分野から専門の講師を招聘し、教養講座（大学１９

回開催、大学院１９回開催）を行うなど、高齢者の仲間づくり及びシニアボラン 
ティアの育成に努めました。 
① 老人大学・大学院合同入学式 

自治会役員予定者との打ち合わせ会 平成２７年５月１４日 

開 催 日 会  場 参 加 者 

平成 27 年 5 月 21 日 
ＪＭＳアステールプラザ中

ホール 
大学生  ２６７名 
大学院生 １３２名 

   ② 老人大学一般教養講座（資料表－１３参照） 

開 催 日 会  場 参 加 者 
平成 27 年 6 月 11 日 

～平成 28 年 3 月 3 日 

（19 回） 

広島市社会福祉センター 延べ４，６０８名 

   ③ 老人大学院一般教養講座（資料表－１４参照） 

開 催 日 会  場 参 加 者 
平成 27 年 6 月 1 日 

～平成 28 年 3 月 7 日 

（19 回） 
広島市社会福祉センター 延べ２，３６２名 
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   ④ 老人大学・大学院合同卒業式 

開 催 日 会 場 等 参加者 

平成 28 年 3 月 14 日 

ＪＭＳアステールプラザ中ホール 
卒業者数：老人大学   ８７名 
     老人大学院  ６４名 
記念講演 
演題「被爆７０周年 
    ～ヒロシマ未来への使命と被

爆体験の継承について～」 
講師 被爆証言者  岡田 恵美子氏 

大学生 
２３８名 
大学院生 
１２７名 

   ⑤ 老人大学祭 

開 催 日 会 場 等 
 

平成 27 年 10 月 24 日～25 日  

 

作品展示、芸能発表、模擬店、食堂、バザー 

広島市社会福祉センター 

⑥ 老人大学・大学院自治会班別懇談会 

開催状況：平成２７年５月２２日～２９日 １２回 

   ⑦ 野外活動 
１回目 開催状況：平成２７年 ６月～ ７月  ８回 

２回目 開催状況：平成２７年１０月～１１月  ４回 

   ⑧ 自主活動 
    ア 学生自治会活動の援助 

老人大学・大学院アルバム、機関紙『きずな』の発行、平和記念公園一斉清 
掃ボランティア活動等、自治会の活動が円滑に行えるよう援助しました。 

    イ サークル活動 

区 分 ウォ―キング 社交ダンス 水墨画 写 真 七宝焼 絵 画 

実 施 

回 数 
１１ ２３ ２４ ２４ ２４ ２４ 

区 分 リズム体操 書 道 大正琴 民 謡 歌謡教室 パソコン 

実 施 

回 数 
２３ ２４ ２４ ２４ ２４ ９ 

区 分 グラウンドゴルフ 遊歩会 詩吟詠  俳 句 ハーモニカ 

 実 施 

回 数 
１２ １２ ２４ ２４ ２４ 

    ウ 老人大学ボランティアグループの活動支援 

・平和記念公園ボランティア清掃 
（７月２４日 ２６９名参加、１２月４日 ２４８名参加） 

・赤い羽根街頭募金活動（１１月１０日 ４４名参加） 
   ⑨ 魅力的な老人大学・大学院にするための見直し検討委員会の開催 

     老人大学、大学院、大学院 OB 会、それぞれの役員との意見交換の場（9/17、
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   ④ 老人大学・大学院合同卒業式 

開 催 日 会 場 等 参加者 

平成 28 年 3 月 14 日 

ＪＭＳアステールプラザ中ホール 
卒業者数：老人大学   ８７名 
     老人大学院  ６４名 
記念講演 
演題「被爆７０周年 
    ～ヒロシマ未来への使命と被

爆体験の継承について～」 
講師 被爆証言者  岡田 恵美子氏 

大学生 
２３８名 
大学院生 
１２７名 

   ⑤ 老人大学祭 

開 催 日 会 場 等 
 

平成 27 年 10 月 24 日～25 日  

 

作品展示、芸能発表、模擬店、食堂、バザー 

広島市社会福祉センター 

⑥ 老人大学・大学院自治会班別懇談会 

開催状況：平成２７年５月２２日～２９日 １２回 

   ⑦ 野外活動 
１回目 開催状況：平成２７年 ６月～ ７月  ８回 

２回目 開催状況：平成２７年１０月～１１月  ４回 

   ⑧ 自主活動 
    ア 学生自治会活動の援助 

老人大学・大学院アルバム、機関紙『きずな』の発行、平和記念公園一斉清 
掃ボランティア活動等、自治会の活動が円滑に行えるよう援助しました。 

    イ サークル活動 

区 分 ウォ―キング 社交ダンス 水墨画 写 真 七宝焼 絵 画 

実 施 

回 数 
１１ ２３ ２４ ２４ ２４ ２４ 

区 分 リズム体操 書 道 大正琴 民 謡 歌謡教室 パソコン 

実 施 

回 数 
２３ ２４ ２４ ２４ ２４ ９ 

区 分 グラウンドゴルフ 遊歩会 詩吟詠  俳 句 ハーモニカ 

 実 施 

回 数 
１２ １２ ２４ ２４ ２４ 

    ウ 老人大学ボランティアグループの活動支援 

・平和記念公園ボランティア清掃 
（７月２４日 ２６９名参加、１２月４日 ２４８名参加） 

・赤い羽根街頭募金活動（１１月１０日 ４４名参加） 
   ⑨ 魅力的な老人大学・大学院にするための見直し検討委員会の開催 

     老人大学、大学院、大学院 OB 会、それぞれの役員との意見交換の場（9/17、

11/4、11/24）を経て、合同による標記見直し検討委員会を開催し、平成２８

年度以降の内容拡充に向けて協議を開始しました。 
見直し検討委員会の開催 12/18、1/26、2/26、3/29 

 

Ⅲ その他の事業 

 １ 共同募金運動への協力 

   地域福祉の推進のため、広島市共同募金会及び区分会との連携強化を図るなどの共

同募金運動を支援しました。平成２７年度の広島市共同募金会の実績額は目標額には

達しませんでしたが、平成２６年度の実績額を上回る募金をいただきました。次のと

おりとなりました。 

   ・目標額   １００，０００，０００円 

   ・実績額    ８５，７３９，７６３円 

 

 ２ 苦情解決窓口の設置及び情報開示等法人運営の透明化の強化 

   社会福祉法第８２条の趣旨に基づく「苦情解決の体制」、業務の遂行状況について 

市民一般に説明可能な状態を制度的に構築しておく「開示請求制度」、及び事業報告 
書等についての閲覧制度（「情報公表制度」）などの運用により自らの説明責務を果 

たすとともに、法人運営の透明性強化を図りました。 

区 分 件 数 
苦情受付 ０件 
開示申出 １件 

 

 ３ 車いすの貸出 

   障害者（児）の生活圏拡大と車いす体験学習のため車いすの貸出しを行いました。 

・貸出し件数  １６９件 

・貸出し台数  ９５３台 

 

− 57 −





 

 

 

 

 

資 料 
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＜表－１＞ 

福祉のまちづくり関連資料 
 

新・福祉のまちづくり総合推進事業取組み一覧表 

 

区社協 地区社協数 

近隣ミニネットワーク

づ く り 推 進 事 業 

（ ネ ッ ト 数 ） 

ふれあい・いきいき 

サロン設置推進事業 

（ サ ロ ン 数 ） 

地 区 ボ ラ ン テ ィ ア 

バンク活動推進事業 
（ボランティア登録者数） 

中  区 １４ ５５７ ９４ １，３７６ 

東  区 １３ １，６９１ ７６ １，０８７ 

南  区 １６ ４８３ １１２ ９５１ 

西  区 １８ １，１１８ １７５ １，２８６ 

安佐南区 ２５ ９８８ １５６ １，５１１ 

安佐北区 ２８ １，６４０ ２００ １，３７９ 

安 芸 区 ８ １，４７５ １００ ７７３ 

佐 伯 区 １６ ５４５ １２０ １，０３７ 

計 １３８ ８，４９７ １，０３３ ９，４００ 
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＜表－２＞ 
ボランティア関連資料 
 
労力・技術等ボランティア登録状況 
◇ボランティア数  個人：１７１名（内 新規登録者２３名 継続１４８名） 

 
◇ボランティアグループ数  ７７グループ： ５，０３９名 

グループ登録内容 

技術 労力 その他 計 

７グループ ３８グループ ３２グループ ７７グループ 

２０１名 ３，４１7名 1，４２１名 ５，０３９名 

※ 広島市ボランティア情報センター利用者連絡会への登録団体のうち、当事者団体（３７ 

団体）を除いたもの 

 

 ＜表－３＞ 
広島市ボランティア情報センター利用状況 

団体数：５０１団体  件数：９０５件  人員数：１２，５３３名 

区 分 

研  修  室 

 （１階） 

市民福祉サロン 

（３階） 

印刷作業室  

（３階） 
計 

団体 件 人員 団体 件 人員 団体 件 人員 団体 件 人員 

Ｈ２７．４ 13 26 598 8 10 100 15 26 182 36 62 880 

５ 20 34 782 5 7 70 29 40 280 54 81 1,132 

６ 19 36 828 8 12 120 24 42 294 51 90 1,242 

７ 18 39 897 6 7 70 17 40 280 41 86 1,247 

８ 11 24 552 6 8 80 19 30 210 36 62 842 

９ 18 31 713 7 10 100 15 36 252 40 77 1,065 

１０ 14 32 736 11 16 160 19 43 301 44 91 1,197 

１１ 16 32 736 8 10 100 15 39 273 39 81 1,109 

１２ 18 32 736 6 9 90 17 29 203 41 70 1,029 

Ｈ２８．１ 16 26 598 5 5 50 16 30 210 37 61 858 

２ 17 24 552 8 12 120 16 33 231 41 69 903 

３ 17 30 690 6 8 80 18 37 259 41 75 1,029 

計 197 366 8,418 84 114 1,140 220 425 2,975 501 905 12,533 
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＜表－２＞ 
ボランティア関連資料 
 
労力・技術等ボランティア登録状況 
◇ボランティア数  個人：１７１名（内 新規登録者２３名 継続１４８名） 

 
◇ボランティアグループ数  ７７グループ： ５，０３９名 

グループ登録内容 

技術 労力 その他 計 

７グループ ３８グループ ３２グループ ７７グループ 

２０１名 ３，４１7名 1，４２１名 ５，０３９名 

※ 広島市ボランティア情報センター利用者連絡会への登録団体のうち、当事者団体（３７ 

団体）を除いたもの 

 

 ＜表－３＞ 
広島市ボランティア情報センター利用状況 

団体数：５０１団体  件数：９０５件  人員数：１２，５３３名 

区 分 

研  修  室 

 （１階） 

市民福祉サロン 

（３階） 

印刷作業室  

（３階） 
計 

団体 件 人員 団体 件 人員 団体 件 人員 団体 件 人員 

Ｈ２７．４ 13 26 598 8 10 100 15 26 182 36 62 880 

５ 20 34 782 5 7 70 29 40 280 54 81 1,132 

６ 19 36 828 8 12 120 24 42 294 51 90 1,242 

７ 18 39 897 6 7 70 17 40 280 41 86 1,247 

８ 11 24 552 6 8 80 19 30 210 36 62 842 

９ 18 31 713 7 10 100 15 36 252 40 77 1,065 

１０ 14 32 736 11 16 160 19 43 301 44 91 1,197 

１１ 16 32 736 8 10 100 15 39 273 39 81 1,109 

１２ 18 32 736 6 9 90 17 29 203 41 70 1,029 

Ｈ２８．１ 16 26 598 5 5 50 16 30 210 37 61 858 

２ 17 24 552 8 12 120 16 33 231 41 69 903 

３ 17 30 690 6 8 80 18 37 259 41 75 1,029 

計 197 366 8,418 84 114 1,140 220 425 2,975 501 905 12,533 

    

 

  

 ＜表－４＞ 
 

  ボランティア活動・福祉体験活動器材の貸出状況 

貸出件数：２９３件  貸出数量：１，９１９機（個） 

区 分 
OＨＰ 

OHC 
スクリーン 

液晶プロ 

ジェクター 
ビデオデッ

キ 
ワイヤレス 

アンプ 

ビデオ 

ＤＶＤ 
車いす 
（福祉教育） 

点字 

ブロック 

保有台数 ２ 2 ２ 1 １ ４８０ 1１１ ３０ 

件 数 ６ ３２ ６８ ２ ４０ １６ ５９ ３ 

数 量 ６ ３２ ６８ ２ ４０ ３３ ８６７ ４６ 

  

区 分 点字板 アイマスク 白 杖 
高齢者疑似 

体験セット 

視覚障害 

体験セット 

高齢者疑似 

体験ミニセット テント 計 

保有台数 ７０ 12０ １０ １６ ６ 16 ３ ８７０ 

件 数 ９ ８ ６ ２９ １０ ４ １ ２９３ 

数 量 ３８８ １６４ ４１ １５３ ２１ ５６ ２ １，９１９ 

 

＜表－５＞ 
ボランティア活動保険加入状況  

 
2７年度 

加入者数 
Ａプラン Ｂプラン 

天災Ａ 

プラン 

天災Ｂ 

プラン 

 市社協 ９９４ ７６５ １１９ １００ １０ 

 中 ２１１ ２０７ １ ０ ３ 

 東 １，５５３ １，５４２ １ ９ １ 

 南 ５１０ ４７５ ２６ １ ８ 

 西 ４４５ ４０８ ３７ ０ ０ 

 安佐南 １，９６８ １，９２１ １０ １８ １９ 

 安佐北 １，４２４ １，１６４ ２００ ６０ ０ 

 安  芸 ８６１ ８５８ １ １ １ 

 佐  伯 １，４４７ １，３５６ ４３ ３ ４５ 

 計 ９，４１３ ８，６９６ ４３８ １９２ ８７ 

  （＊27年度 民児協の加入者３７名（Ａプラン）を含む） 

  （天災Ａ／Ｂプランについては、東日本大震災の大規模災害特例加入者１１９名、８．２０土砂災害の

大規模災害特例加入者６２名を除く） 
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実施数

計 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数

中 20 17 1,212 3 408

東 15 15 1,328

南 15 13 1,366 2 86

西 18 9 1,814 2 462 3 378 4 173

安佐南 36 32 4,521 1 27 1 37 2 72

安佐北 26 19 1,443 3 147 4 164

安芸 13 13 1,163

佐伯 12 10 838 1 99 1 158

市　域 5 5 96

合　計 160 128 13,685 7 996 4 415 0 0 3 147 5 96 13 653

＜表ー６＞
福祉教育関連資料

その他

（１）「やさしさ発見プログラム事業」実施状況

＊プログラム総実施件数・・・・・・・・・ 160件

＊参加者総数・・・・・・・・・・・・  15,992人

大学 地区社協 企業等一般
区分

小学校 中学校 高校
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実施数

計 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数

中 20 17 1,212 3 408

東 15 15 1,328

南 15 13 1,366 2 86

西 18 9 1,814 2 462 3 378 4 173

安佐南 36 32 4,521 1 27 1 37 2 72

安佐北 26 19 1,443 3 147 4 164

安芸 13 13 1,163

佐伯 12 10 838 1 99 1 158

市　域 5 5 96

合　計 160 128 13,685 7 996 4 415 0 0 3 147 5 96 13 653

＜表ー６＞
福祉教育関連資料

その他

（１）「やさしさ発見プログラム事業」実施状況

＊プログラム総実施件数・・・・・・・・・ 160件

＊参加者総数・・・・・・・・・・・・  15,992人

大学 地区社協 企業等一般
区分

小学校 中学校 高校

＜表－７＞

社 協 中区 東区 南区 西区

事　業　名 ボランティア広場
Let't TRY ミニボラ

～輪っボランティア　Summer
Season～

2015南区ボランティアチャレンジ・
ナビ

ヤングボランティアスクール２０１５

日 　　程

7月26日(日)、8月22日(土)、
8月26日(水)、29日(土)、

8月30日(日)、9月26日(土)、
10月24日(土)、11月14日(土)、

12月19日(土)、1月16日(土)
2月20日(土）

4月23日（木）、5月14日（木）、
6月16日（火）、8月7日（金）、
8月10日（月）、8月11日（火）、
8月18日（火）

平成28年３月28日(月) ８月３日（月）～８月２１日（金）

初日の会場 中区地域福祉センター 東区総合福祉センター 南区地域福祉センター 西区地域福祉センター

対 　　象

内　　容 7/26(日) 4/23（木）～8/7（金） ３/２８(月) ①８/３日（月）オリエンテーション

　レクリエーション 　企画会議（計4回） 　事前学習

○講演『私たちの身の回りで起こる
　災害と災害ボランティア活動
　について』

　・ボランティア活動について

8/22(土) 　・保育園児との接し方について

　お話会 ～ワクワク　わんぱくミニゲーム～ 　・障がいのある方との接し方につ

8/10（月） ○災害時の非常食　体験および昼食       いて

8/26(水) ・ミニゲームで障害のある子どもたち ○クロスロードゲーム 　・高齢者への接し方いついて

　児童館で遊ぼう 　と楽しむための作戦会議 　「災害時、あなたならどうする？」 　・レクリエーション研修

　・体験先ごとに分かれて打ち合わせ

8/29(土) 8/11（火）

　作業所まつり ＡＭ：障害のある子どもたち、保護者 ②８/４（火）～２０（木）

　　　とチーム対抗ミニゲーム大会 福祉活動体験

８/30(日) ＰＭ：工作、バルーンアートなど ※体験先（各自３日以上選択する）

　夏祭り 　区内の保育園、高齢者、障害者施設

　地区・学区社会福祉協議会

9/26(土) ～行こうよ！ウキウキ動物園～

　お話会／バルーンアート体験 8/18（火） ③８/２１（金）

・障害のある子どもたち、保護者と まとめ・修了式

10/24(土) 　一緒に安佐動物園へ 　振り返り・グループワーク・発表

　なかくボランティアまつり ・反省会 　修了証書の交付

11/14(土)

　児童館まつり

12/19(土)

　もちつき

1/16(土)

　お話会／活動の振り返り

2/20(土)

　お話会／作戦会議

参加者数と内訳 29名（男子5名・女子24名） 21名（男子9名・女子12名） ８名(男子３名・女子５名) 26名（男子１２名・女子１４名）

高等学校　5名 高等学校　4名 高等学校　０名 中学校７名

・比治山女子高校（2） ・祟徳高校（3） ・ノートルダム清心中学校（３）

・祇園北高校（2） ・安芸府中高校（1） ・中広中学校（２）

・ノートルダム清心高校（1） 専門学校・大学等　８名 ・庚午中学校（２）

専門学校・大学等　17名 広島文化学園大学(8)

専門学校・大学等　22名 ・比治山大学（10） 高等学校１６名

・安田女子大学（8） ・安田女子大学（6） ・安西高校（１）

・広島文化学園大学（3） ・広島修道大学（1） ・宮島工業高校（１）

・広島文教女子大学（8） ・美鈴が丘高校（５）

・広島修道大学（2） ・広島女学院高校（１）

・比治山大学（1） ・崇徳高校（８）

その他　2名 専門学校・大学等３名

・予備校生（2） ・安田女子大学（１）

・岩国短期大学（１）

・広島市立大学（１）

（２）　青少年福祉活動体験事業報告　その１     

ボランティアに興味のある高校生、専
門学校生、大学生等（25歳位まで）

中学生、高校生、専門学校生、大学生
等の２５歳までの方

高校生～大学生、専門学校生　概ね
25歳以下

西区内に居住又は通学している中学
生・高校生から２５歳までの青少年
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社 協 安佐南区 安佐北区 安芸区 佐伯区

事　業　名
ボランティアフィールドinあさみなみ

2015
あさきたヤンボラ隊！
～狩留家・井原地区～

BONDS「絆」
～安芸区の未来と子どもたちの

笑顔のために～
ぷちボラ体験スクール2015

日 　　程
１２月５日（土）、１２日（土）、

１９日（土）
８月４日（火）～８日（土）

８月２日（日）、９日（日）、３０日
（日）

8月10日（月）～12日（水）

初日の会場 安佐南区総合福祉センター 安佐北区総合福祉センター 瀬野福祉センター 佐伯区役所別館

対 　　象

内　　容 ～自分の身を守ろう！防（減）災編～ 第１回 第１回 第1回

第１回 ・オリエンテーション ・オリエンテーション ・オリエンテーション

＜災害ボランティアセンターって何？＞ ・知的障害ってなんだろう ・みどり坂公園で遊ぼう！ ・レクリエーション

　・オリエンテーション ・狩留家地区を知ろう ・次回の企画＆準備 ・知的障がい疑似体験

　・災害ボランティアセンターとは ・井原地区を知ろう 　「あび王国へようこそ」

　・身近なものを使って非常食を食べて 第２回 ・講演「普段の子どもたちの様子」

　　みよう 第２回 ・クッキング＆ダンス

　　～マジックライス試食＆新聞紙で ・農業体験にチャレンジ ・夏まつりの企画＆準備 第２回

　　　お皿を作ろう！～ ・みんなで狩留家のナスで昼食作り ・体験「子ども達と遊ぼう」

　・ふりかえり ・ビール缶でご飯を炊こう 第３回 　龍頭峡へバスハイク!！!

・夏まつり

第２回 第３回 ・修了式 第３回

＜災害時の活動を知ろう＞ ・カヌーで遊ぼう ・人間すごろく!?

　・安佐南消防団せせらぎ女性消防隊の ・ふくろう塾を知ろう ・ランチサロン

　　活動報告を聴こう ・ふくろう塾を見学 ・ボランティアって何？

　・ダンボールベットを消防隊の皆さんと ・ふりかえり

　　作って体験してみよう 第４回

　・援助が必要な方への関わり方とは？ ・活動を振り返って紹介してみよう

　　～様々な見え方体験、高齢者疑似 ・語ろう会

　　　体験、車椅子体験を実際にして

　　　考えてみよう～

　・ふりかえり

第３回

＜ボランティアを始めてみませんか＞

　・災害ボランティア活動をした大学生

　　のお話を聴こう

　・あなたなら何を持って避難する？

　　～私の非常用持出袋を作って

　　　みよう！～

　・まとめ、修了式

　・交流会

参加者数と内訳 １８名（男子１０名・女子８名） ８名（男子３名・女子５名） １９名（男子８名・女子１１名） １６名（男子１３名・女子３名）

高等学校　７名 高等学校　５名 高等学校　2名 高等学校　４名

・高陽東高校（６） ・高陽東高校（５） ・近畿大学付属高校（２） ・五日市高校（１）

・祇園北高校（１） ・美鈴が丘高校（１）

専門学校・大学等　３名 専門学校・大学等　17名 ・廿日市高校（１）

・広島文教女子大学（２） ・広島国際学院大学（１２） ・山陽女子高校（１）

専門学校・大学等　１１名 ・広島文化学園大学（１） ・広島文化学園短期大学（３）

・広島経済大学（６） ・広島文教女子大学（１） 専門学校・大学等1２名

・広島女学院大学（１） ・安田女子大学（１） ・広島工業大学（９）

・広島修道大学（１） ・近畿大学（１）

・海上保安大学校（１） ・県外短期大学（１）

・広島大学大学院（１） ・広島工業大学大学院（１）

・広島工業大学大学院（１）

（２）　青少年福祉活動体験事業報告　その２     

原則、安佐南区内に在住又は通学をし
ている高校生、大学生、専門学校生

高校生以上２５歳までの方
高校生等（１５歳）から大学・専門学
校生等（２５歳）まで

佐伯区内に居住、又は近辺に通学して
いる高校生・大学生などから概ね２５
歳までの青少年で、3日以上参加でき
る方
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社 協 安佐南区 安佐北区 安芸区 佐伯区

事　業　名
ボランティアフィールドinあさみなみ

2015
あさきたヤンボラ隊！
～狩留家・井原地区～

BONDS「絆」
～安芸区の未来と子どもたちの

笑顔のために～
ぷちボラ体験スクール2015

日 　　程
１２月５日（土）、１２日（土）、

１９日（土）
８月４日（火）～８日（土）

８月２日（日）、９日（日）、３０日
（日）

8月10日（月）～12日（水）

初日の会場 安佐南区総合福祉センター 安佐北区総合福祉センター 瀬野福祉センター 佐伯区役所別館

対 　　象

内　　容 ～自分の身を守ろう！防（減）災編～ 第１回 第１回 第1回

第１回 ・オリエンテーション ・オリエンテーション ・オリエンテーション

＜災害ボランティアセンターって何？＞ ・知的障害ってなんだろう ・みどり坂公園で遊ぼう！ ・レクリエーション

　・オリエンテーション ・狩留家地区を知ろう ・次回の企画＆準備 ・知的障がい疑似体験

　・災害ボランティアセンターとは ・井原地区を知ろう 　「あび王国へようこそ」

　・身近なものを使って非常食を食べて 第２回 ・講演「普段の子どもたちの様子」

　　みよう 第２回 ・クッキング＆ダンス

　　～マジックライス試食＆新聞紙で ・農業体験にチャレンジ ・夏まつりの企画＆準備 第２回

　　　お皿を作ろう！～ ・みんなで狩留家のナスで昼食作り ・体験「子ども達と遊ぼう」

　・ふりかえり ・ビール缶でご飯を炊こう 第３回 　龍頭峡へバスハイク!！!

・夏まつり

第２回 第３回 ・修了式 第３回

＜災害時の活動を知ろう＞ ・カヌーで遊ぼう ・人間すごろく!?

　・安佐南消防団せせらぎ女性消防隊の ・ふくろう塾を知ろう ・ランチサロン

　　活動報告を聴こう ・ふくろう塾を見学 ・ボランティアって何？

　・ダンボールベットを消防隊の皆さんと ・ふりかえり

　　作って体験してみよう 第４回

　・援助が必要な方への関わり方とは？ ・活動を振り返って紹介してみよう

　　～様々な見え方体験、高齢者疑似 ・語ろう会

　　　体験、車椅子体験を実際にして

　　　考えてみよう～

　・ふりかえり

第３回

＜ボランティアを始めてみませんか＞

　・災害ボランティア活動をした大学生

　　のお話を聴こう

　・あなたなら何を持って避難する？

　　～私の非常用持出袋を作って

　　　みよう！～

　・まとめ、修了式

　・交流会

参加者数と内訳 １８名（男子１０名・女子８名） ８名（男子３名・女子５名） １９名（男子８名・女子１１名） １６名（男子１３名・女子３名）

高等学校　７名 高等学校　５名 高等学校　2名 高等学校　４名

・高陽東高校（６） ・高陽東高校（５） ・近畿大学付属高校（２） ・五日市高校（１）

・祇園北高校（１） ・美鈴が丘高校（１）

専門学校・大学等　３名 専門学校・大学等　17名 ・廿日市高校（１）

・広島文教女子大学（２） ・広島国際学院大学（１２） ・山陽女子高校（１）

専門学校・大学等　１１名 ・広島文化学園大学（１） ・広島文化学園短期大学（３）

・広島経済大学（６） ・広島文教女子大学（１） 専門学校・大学等1２名

・広島女学院大学（１） ・安田女子大学（１） ・広島工業大学（９）

・広島修道大学（１） ・近畿大学（１）

・海上保安大学校（１） ・県外短期大学（１）

・広島大学大学院（１） ・広島工業大学大学院（１）

・広島工業大学大学院（１）

（２）　青少年福祉活動体験事業報告　その２     

原則、安佐南区内に在住又は通学をし
ている高校生、大学生、専門学校生

高校生以上２５歳までの方
高校生等（１５歳）から大学・専門学
校生等（２５歳）まで

佐伯区内に居住、又は近辺に通学して
いる高校生・大学生などから概ね２５
歳までの青少年で、3日以上参加でき
る方

 

＜表－８＞ 
 

心配ごと相談所関連資料 
（１）心配ごと相談所の開設状況 

区社協 相 談 場 所 
［所 在 地］ 相 談 日 時 

中 区 
社 協 

中区地域福祉センター 
［中区大手町四丁目 1-1］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

東 区 
社 協 

東区総合福祉センター 
［東区東蟹屋町 9-34］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

南 区 
社 協 

南区地域福祉センター 
［南区皆実町一丁目 4-46］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

西 区 
社 協 

西区地域福祉センター 
［西区福島町二丁目 24-1］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

安佐南

区社協 

安佐南区総合福祉センター 
［安佐南区中須一丁目 38-13］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 
＊弁護士相談（要予約） 
毎月第 3水曜日(13:00～15:00) 
＊保育活動相談 

第 1・2・3火曜日(10:00～12:00) 

祇園福祉センター 
［安佐南区西原一丁目 13-26］ 

健康相談（まちの保健室） 
毎月第 2・4水曜日（13:00～15:00） 

佐東老人いこいの家 
［安佐南区緑井六丁目 29-25］ 

健康相談（まちの保健室） 
毎月第 1・3月曜日（10:30～12:00） 

安佐北 
区社協 

安佐北区総合福祉センター 
［安佐北区可部三丁目 19-22］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

安芸区

社 協 
安芸区総合福祉センター 
[安芸区船越南三丁目 2-16] 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

佐伯区

社 協 

佐伯区地域福祉センター 
［佐伯区海老園一丁目 4-5］ 

【総合相談援助事業】 
毎週月～金曜日(9:00～17:00) 

湯来福祉会館 
[佐伯区湯来大字和田 333] 

【特別相談所】困りごと相談 
毎週月曜日、毎月第 2・4金曜日 
(13:00～16:00) 
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心配ごと相談取扱件数

区

社

協

相

談

所

生

計

年

金

職

業

・

生

業

住

宅

家

族

結

婚

離

婚

健

康

・

保

健

・

衛

生

医

療

人

権

・

法

律

財

産

事

故

児
童
福
祉
・
母
子
保
健

教

育

・

青

少

年

障

害

者
（

児
）

福

祉

母
子
福
祉
・
父
子
福
祉

老

人

福

祉

苦

情

そ

の

他

計

中 中 区 612 0 15 0 7 0 0 1 2 4 1 0 1 0 5 1 9 0 16 674

東 東 区 260 2 18 34 7 0 2 0 10 2 7 0 1 8 16 4 8 3 10 392

南 南 区 241 0 1 2 10 1 0 0 0 5 3 0 2 1 5 1 4 0 26 302

西 西 区 442 0 3 7 5 0 1 3 5 5 37 0 0 4 18 1 20 0 28 579

安佐南 安佐南区 2 0 0 0 31 0 2 496 46 0 2 1 0 0 1 0 10 1 649 1,241

安佐北 安佐北区 116 0 1 0 2 1 4 3 3 5 2 2 1 0 3 0 12 1 2 158

安芸 安 芸 区 117 12 31 20 17 0 3 10 14 2 5 3 1 12 21 5 7 3 130 413

佐伯 佐 伯 区 506 0 1 4 3 1 0 1 2 2 3 0 0 1 2 0 5 5 7 543

市社協 市 社 協 131 0 0 1 3 0 0 0 2 0 0 0 3 1 4 0 3 2 11 161

2,427 14 70 68 85 3 12 514 84 25 60 6 9 27 75 12 78 15 879 4,463

54.4 0.3 1.6 1.5 1.9 0.1 0.3 11.5 1.9 0.6 1.3 0.1 0.2 0.6 1.7 0.3 1.7 0.3 19.7 100.0

合　　計

構成比（％）

＜表－9＞

※２６年度から、市社協で受けた各種相談のうち、「心配ごと相談｣として該当するものの件数を掲載しています。
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心配ごと相談取扱件数

区

社

協

相

談

所

生

計

年

金

職

業

・

生

業

住

宅

家

族

結

婚

離

婚

健

康

・

保

健

・

衛

生

医

療

人

権

・

法

律

財

産

事

故

児
童
福
祉
・
母
子
保
健

教

育

・

青

少

年

障

害

者
（

児
）

福

祉

母
子
福
祉
・
父
子
福
祉

老

人

福

祉

苦

情

そ

の

他

計

中 中 区 612 0 15 0 7 0 0 1 2 4 1 0 1 0 5 1 9 0 16 674

東 東 区 260 2 18 34 7 0 2 0 10 2 7 0 1 8 16 4 8 3 10 392

南 南 区 241 0 1 2 10 1 0 0 0 5 3 0 2 1 5 1 4 0 26 302

西 西 区 442 0 3 7 5 0 1 3 5 5 37 0 0 4 18 1 20 0 28 579

安佐南 安佐南区 2 0 0 0 31 0 2 496 46 0 2 1 0 0 1 0 10 1 649 1,241

安佐北 安佐北区 116 0 1 0 2 1 4 3 3 5 2 2 1 0 3 0 12 1 2 158

安芸 安 芸 区 117 12 31 20 17 0 3 10 14 2 5 3 1 12 21 5 7 3 130 413

佐伯 佐 伯 区 506 0 1 4 3 1 0 1 2 2 3 0 0 1 2 0 5 5 7 543

市社協 市 社 協 131 0 0 1 3 0 0 0 2 0 0 0 3 1 4 0 3 2 11 161

2,427 14 70 68 85 3 12 514 84 25 60 6 9 27 75 12 78 15 879 4,463

54.4 0.3 1.6 1.5 1.9 0.1 0.3 11.5 1.9 0.6 1.3 0.1 0.2 0.6 1.7 0.3 1.7 0.3 19.7 100.0

合　　計

構成比（％）

＜表－9＞

※２６年度から、市社協で受けた各種相談のうち、「心配ごと相談｣として該当するものの件数を掲載しています。
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生活一時資金･ひとり親家庭等緊急援護資金の貸付

貸付・償還状況 ［上段  件数（単位：件） ／ 下段  金額（単位：円）］

A B C D E F(A＋B-C-D) G(A＋B-D-E)

26年度末 27年度 27年度 完了 27年度末

債権額 貸付金 償還金 件数 債権額

159 0 10 0 4 155

市 社 協 6,385,600 0 153,000 0 6,232,600

41 1 50 0 7 35

中 区 1,841,140 60,000 225,000 0 1,676,140

44 0 29 0 5 39

東 区 1,685,380 0 173,700 0 1,511,680

30 2 22 0 2 30

南 区 1,295,900 200,000 104,000 0 1,391,900

60 1 41 0 1 60

西 区 2,942,400 50,000 178,000 0 2,814,400

76 5 76 3 4 74

安 佐 南 区 3,174,100 260,000 369,000 100,000 2,965,100

40 0 38 1 2 37

安 佐 北 区 1,717,662 0 194,662 30,000 1,493,000

10 0 0 0 0 10

安 芸 区 476,400 0 0 0 476,400

31 6 85 0 10 27

佐 伯 区 1,301,300 430,000 553,000 0 1,178,300

491 15 351 4 35 467

計 20,819,882 1,000,000 1,950,362 130,000 19,739,520

33 0 0 0 0 33

市 社 協 1,305,000 0 0 0 1,305,000

49 1 14 0 3 47

中 区 2,005,300 50,000 154,000 0 1,901,300

46 2 30 0 3 45

東 区 1,789,800 100,000 208,000 0 1,681,800

29 0 1 0 1 28

南 区 1,142,500 0 19,000 0 1,123,500

58 4 76 0 6 56

西 区 2,248,192 195,000 409,500 0 2,033,692

29 3 7 2 2 28

安 佐 南 区 1,123,000 150,000 67,000 50,000 1,156,000

11 0 7 0 1 10

安 佐 北 区 408,000 0 62,000 0 346,000

10 0 0 0 0 10

安 芸 区 405,307 0 0 0 405,307

18 1 6 0 1 18

佐 伯 区 776,000 50,000 72,000 0 754,000

283 11 141 2 17 275

計 11,203,099 545,000 991,500 50,000 10,706,599

774 26 492 6 52 742

32,022,981 1,545,000 2,941,862 180,000 30,446,119合　　計

＜表－10＞

償還免除額 債務者

ひとり親家庭等
緊急援護資金

生活一時資金

区　　　分
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小口生活資金(小口資金）の貸付

　貸付・償還状況
［上段  件数（単位：件） ／ 下段  金額（単位：円）］

A B C(A+B) D E F G(C-D-E) H（C-E-F）

26年度末 27年度 計 27年度 償還 償還完了 27年度末 債務者

債権額 貸付金 償還金 免除額 債権額

1 0 1 0 0 0 1

5,000 0 5,000 0 0 5,000

154 181 335 182 0 182 153

726,000 813,213 1,539,213 820,876 0 718,337

76 160 236 161 0 161 75

386,600 722,400 1,109,000 722,400 0 386,600

62 183 245 178 0 178 67

278,000 793,000 1,071,000 774,000 0 297,000

92 181 273 179 0 179 94

426,000 831,000 1,257,000 831,000 0 426,000

59 76 135 79 0 79 56

299,000 353,000 652,000 358,000 0 294,000

29 63 92 63 0 63 29

132,000 253,000 385,000 249,000 0 136,000

28 96 124 97 0 97 27

125,000 410,000 535,000 410,000 0 125,000

29 76 105 77 0 77 28

135,000 314,000 449,000 315,000 0 134,000

530 1,016 1,546 1,016 0 1,016 530

2,512,600 4,489,613 7,002,213 4,480,276 0 2,521,937

小口生活資金(つなぎ資金）の貸付

　貸付・償還状況
［上段  件数（単位：件） ／ 下段  金額（単位：円）］

A B C(A+B) D E F G(C-D-E) H（C-E-F）

26年度末 27年度 計 27年度 償還 償還完了 27年度末 債務者

債権額 貸付金 償還金 免除額 債権額

178 478 656 467 0 467 189

1,272,500 2,622,500 3,895,000 2,602,000 0 1,293,000

46 92 138 92 0 92 46

464,000 678,000 1,142,000 670,000 0 472,000

36 119 155 112 0 112 43

399,000 1,124,000 1,523,000 1,057,000 0 466,000

45 135 180 137 0 137 43

372,000 743,000 1,115,000 774,000 0 341,000

23 65 88 65 0 65 23

305,000 994,000 1,299,000 1,004,000 0 295,000

22 56 78 62 0 62 16

239,000 541,000 780,000 606,000 0 174,000

19 31 50 38 0 38 12

197,000 302,000 499,000 341,000 0 158,000

13 47 60 47 0 47 13

223,000 384,000 607,000 418,000 0 189,000

382 1,023 1,405 1,020 0 1,020 385

3,471,500 7,388,500 10,860,000 7,472,000 0 3,388,000
計

南 区 民 協

佐 伯 区 民 協

中 区 役 所

東 区 役 所

南 区 役 所

西 区 役 所

安佐北区民協

東 区 民 協

区分

計

西 区 民 協

安佐北区役所

安 芸 区 役 所

佐 伯 区 役 所

安佐南区民協

＜表－11＞

安佐南区役所

安 芸 区 民 協

市 社 協

区分

中 区 民 協
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小口生活資金(小口資金）の貸付

　貸付・償還状況
［上段  件数（単位：件） ／ 下段  金額（単位：円）］

A B C(A+B) D E F G(C-D-E) H（C-E-F）

26年度末 27年度 計 27年度 償還 償還完了 27年度末 債務者

債権額 貸付金 償還金 免除額 債権額

1 0 1 0 0 0 1

5,000 0 5,000 0 0 5,000

154 181 335 182 0 182 153

726,000 813,213 1,539,213 820,876 0 718,337

76 160 236 161 0 161 75

386,600 722,400 1,109,000 722,400 0 386,600

62 183 245 178 0 178 67

278,000 793,000 1,071,000 774,000 0 297,000

92 181 273 179 0 179 94

426,000 831,000 1,257,000 831,000 0 426,000

59 76 135 79 0 79 56

299,000 353,000 652,000 358,000 0 294,000

29 63 92 63 0 63 29

132,000 253,000 385,000 249,000 0 136,000

28 96 124 97 0 97 27

125,000 410,000 535,000 410,000 0 125,000

29 76 105 77 0 77 28

135,000 314,000 449,000 315,000 0 134,000

530 1,016 1,546 1,016 0 1,016 530

2,512,600 4,489,613 7,002,213 4,480,276 0 2,521,937

小口生活資金(つなぎ資金）の貸付

　貸付・償還状況
［上段  件数（単位：件） ／ 下段  金額（単位：円）］

A B C(A+B) D E F G(C-D-E) H（C-E-F）

26年度末 27年度 計 27年度 償還 償還完了 27年度末 債務者

債権額 貸付金 償還金 免除額 債権額

178 478 656 467 0 467 189

1,272,500 2,622,500 3,895,000 2,602,000 0 1,293,000

46 92 138 92 0 92 46

464,000 678,000 1,142,000 670,000 0 472,000

36 119 155 112 0 112 43

399,000 1,124,000 1,523,000 1,057,000 0 466,000

45 135 180 137 0 137 43

372,000 743,000 1,115,000 774,000 0 341,000

23 65 88 65 0 65 23

305,000 994,000 1,299,000 1,004,000 0 295,000

22 56 78 62 0 62 16

239,000 541,000 780,000 606,000 0 174,000

19 31 50 38 0 38 12

197,000 302,000 499,000 341,000 0 158,000

13 47 60 47 0 47 13

223,000 384,000 607,000 418,000 0 189,000

382 1,023 1,405 1,020 0 1,020 385

3,471,500 7,388,500 10,860,000 7,472,000 0 3,388,000
計

南 区 民 協

佐 伯 区 民 協

中 区 役 所

東 区 役 所

南 区 役 所

西 区 役 所

安佐北区民協

東 区 民 協

区分

計

西 区 民 協

安佐北区役所

安 芸 区 役 所

佐 伯 区 役 所

安佐南区民協

＜表－11＞

安佐南区役所

安 芸 区 民 協

市 社 協

区分

中 区 民 協
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民間社会福祉施設整備資金の貸付

貸付・償還状況        ［上段　件数（単位：件） ／ 下段　金額（単位：円］

Ａ Ｂ Ｃ（Ａ＋Ｂ） H I（Ｃ－Ｄ） J（C-H）

区分 26年度末 27年度 D Ｅ Ｆ 償還 27年度末 債務

債権額 貸付金 元金 貸付利息 延滞利息 完了 債権額 施設

1 0 1 1 1 1 0

整備資金 9,000,000 0 9,000,000 9,000,000 414,000 0 0

1 0 1 1 1 1 0
つなぎ資金 10,000,000 0 10,000,000 10,000,000 0 15,890 0

2 0 2 2 0

19,000,000 0 19,000,000 19,000,000 414,000 15,890 0

広島市奨学金の償還

償還状況        ［上段　件数（単位：件） ／ 下段　金額（単位：円］

Ａ E F Ｉ(A-E-F-Ｇ)

B C D(B+C)

元金 延滞利息 計

29 29

3,874,700 91,000 0 91,000 0 0

＜表－12＞

26年度末
債権額

償還免除

27年度償還金

延滞利子
免除

債務者

Ｈ(A-B-E)

27年度末
債権額

27年度償還金

Ｇ（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ）

計

9,414,000

計 19,429,890

計

10,015,890

3,783,700

Ｇ

償還完了

0

0
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＜表－１３＞ 

老人大学関連資料 
 
（１）老人大学一般教養講座 

回 月･日 テ－マ    講   師   ＊ 
受 講 

人 数 
出席率 

入

学

式 

5/21 

（木） 

老人大学･大学院 

合同入学式 

会場：ＪＭＳアステ－ルプラザ中ホ－ル 

時間：14:30～17:00 
26７人 94.0% 

1 
6/11 

（木） 

広島市社会福祉協議会

について 

 

広島市社会福祉協議会 
 

職  員 255 人 91.1% 

2 
6/25 

（木） 

探訪・おいしい瀬戸内

～food&風土～ 
元中国放送ディレクター 小沢 康甫 259 人 92.5% 

3 
7/9 

（木） 
原民喜について 

ふくやま文学館 館長

広島大学名誉教授 
岩崎 文人 251 人 90.6% 

4 
7/23 

（木） 

ボランティア活動につ

いて 

ボランティア鯉城の会

副代表 
菊村 洋二 253 人 91.7% 

5 
8/20 

（木） 

マイナンバー制度 

（社会保障・税番号制度） 
広 島 市 企 画 総 務 局 総 務 課  

個人番号係 課長補佐 
荒木 英貴 249 人 90.5% 

6 
8/27 

（木） 

知っていますか？食品

ロス 

特定非営利法人あいあ

いねっと 理事長 
原田 佳子 247 人 89.8% 

7 
9/10 

（木） 
地球温暖化について 

広島市地球温暖化対策協議会

会長 工学博士・広島工業

大学名誉教授 
篠原 道正 243 人 88.4% 

8 
9/24 

（木） 
頼山陽の生涯 

広島県立歴史博物館頼山陽

史跡資料館 主任学芸員 
花本 哲志 239 人 86.9% 

9 
10/8 

（木） 
広島産業界先駆け者伝 郷土史家、歴史研究家 田辺 良平 244 人 89.1% 

10 
10/22 

（木） 

相続税及び贈与税の税

制改正について 
広島西税務署 職  員 240 人 87.6% 

11 
11/12 

（木） 
広島市の国際交流 広島市市民局交際交流課  職  員 237 人 86.8% 

12 
11/26 

（木） 
中高年のための健康運動 中高年健康研究会主宰 青江 孝信 242 人 86.4% 
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＜表－１３＞ 

老人大学関連資料 
 
（１）老人大学一般教養講座 

回 月･日 テ－マ    講   師   ＊ 
受 講 

人 数 
出席率 

入

学

式 

5/21 

（木） 

老人大学･大学院 

合同入学式 

会場：ＪＭＳアステ－ルプラザ中ホ－ル 

時間：14:30～17:00 
26７人 94.0% 

1 
6/11 

（木） 

広島市社会福祉協議会

について 

 

広島市社会福祉協議会 
 

職  員 255 人 91.1% 

2 
6/25 

（木） 

探訪・おいしい瀬戸内

～food&風土～ 
元中国放送ディレクター 小沢 康甫 259 人 92.5% 

3 
7/9 

（木） 
原民喜について 

ふくやま文学館 館長

広島大学名誉教授 
岩崎 文人 251 人 90.6% 

4 
7/23 

（木） 

ボランティア活動につ

いて 

ボランティア鯉城の会

副代表 
菊村 洋二 253 人 91.7% 

5 
8/20 

（木） 

マイナンバー制度 

（社会保障・税番号制度） 
広 島 市 企 画 総 務 局 総 務 課  

個人番号係 課長補佐 
荒木 英貴 249 人 90.5% 

6 
8/27 

（木） 

知っていますか？食品

ロス 

特定非営利法人あいあ

いねっと 理事長 
原田 佳子 247 人 89.8% 

7 
9/10 

（木） 
地球温暖化について 

広島市地球温暖化対策協議会

会長 工学博士・広島工業

大学名誉教授 
篠原 道正 243 人 88.4% 

8 
9/24 

（木） 
頼山陽の生涯 

広島県立歴史博物館頼山陽

史跡資料館 主任学芸員 
花本 哲志 239 人 86.9% 

9 
10/8 

（木） 
広島産業界先駆け者伝 郷土史家、歴史研究家 田辺 良平 244 人 89.1% 

10 
10/22 

（木） 

相続税及び贈与税の税

制改正について 
広島西税務署 職  員 240 人 87.6% 

11 
11/12 

（木） 
広島市の国際交流 広島市市民局交際交流課  職  員 237 人 86.8% 

12 
11/26 

（木） 
中高年のための健康運動 中高年健康研究会主宰 青江 孝信 242 人 86.4% 

13 
12/10 

（木） 
心豊かに穏やかに 

安芸教区布教団役員 

本 願 寺 派 布 教 使      

延命寺 住職 
徳永 道隆 248 人 88.9% 

14 
12/24 

（木） 

高齢者を取巻く法律問

題について 

広島市弁護士会  

弁護士 

 

正原 大嗣 

 

225 人 81.8% 

15 
1/14 

（木） 

地区社協の活動等取り

組みについて 

中山地区社会福祉協議

会 会長 副会長 

植村 博  

松浦 薫 
234 人 86.7% 

16 
1/28 

（木） 
健康づくりの食生活 管理栄養士、調理師  近藤 フミエ 234 人 87.3% 

17 
2/18 

（木） 
津軽三味線 下原流 下原 秀次郎 239 人 90.2% 

18 
2/25 

（木） 
時事問題 

中国新聞社論説委員会

論説主幹 
佐田尾 信作 235 人 89.7% 

19 
3/3 

（木） 
広島市の防災対策 

広島市危機管理室 

災害予防課 専門員 
山崎 浩 234 人 90.0% 

卒

業

式 

3/14 

（月） 

老人大学・大学院 

合同卒業式 

会場：ＪＭＳアステールプラザ中ホール 

時間：13:30～15:30 
238 人 91.5% 

  ＊講師の敬称略 
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＜表－１４＞ 
（２）老人大学院一般教養講座 

回 月・日 テーマ 講    師  ＊ 
受講 

人数 
出席率 

入

学

式 

5/21 

（木） 

老人大学･大学院 

合同入学式 

会場：ＪＭＳアステ－ルプラザ中ホ－ル 

時間：14:30～17:00 
132 人 94.2% 

1 
6/1 

（月） 

広島市社会福祉協議会

について 

 

広島市社会福祉協議会 
 

職  員  131 人 93.6% 

2 
6/15 

（月） 

 

図書館の上手な活用法 

 

広島市市民局生涯学習課

広島市立図書館事業課長 
野口 雅子  131 人 93.6% 

3 
7/6 

（月） 
広島産業界先駆け者伝 郷土史家、歴史研究家 田辺 良平  127 人 90.7% 

4 
7/27 

（月） 

マイナンバー制度 

（社会保障・税番号制度） 

広島市企画総務局総務課  

個人番号係 課長補佐 
荒木 英貴  126 人 90.0% 

5 
8/3

（月） 
広島市の防災対策 

広島市危機管理室  

災害予防課 課長 
米田 泰治  123 人 87.9% 

6 
8/17

（月） 

犯罪の被害者にならないた

めに～おれおれ詐欺などの

対処法～ 

広島県警察本部  生活安

全部安全安心推進課  

へ ら そ う 犯 罪 情 報 官   

警視 

谷本 剛  117 人 83.6% 

7 
9/7

（月） 

 

地球温暖化について 

 

広島市地球温暖化対策協議会

会長 工学博士・広島工業

大学名誉教授 

篠原 道正  131 人 93.6% 

8 
9/28 

（月） 

 

原民喜について 

 

ふくやま文学館 館長

広島大学名誉教授 
岩崎 文人  127 人 90.7% 

9 
10/5

（月） 
頼山陽の生涯 

広島県立歴史博物館頼山

陽史跡資料館  

主任学芸員 
花本 哲志  131 人 93.6% 

10 
10/19

（月） 
カラーセラピー（心の色） 色彩心理診断士 柴田 みつえ  124 人 90.1% 

11 
11/2

（月） 

相続税及び贈与税の税

制改正について 
広島西税務署 職  員 122 人 87.1% 

12 
11/16

（月） 
中高年のための健康運動 中高年健康研究会主宰 青江 孝信 118 人 84.3％ 
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＜表－１４＞ 
（２）老人大学院一般教養講座 

回 月・日 テーマ 講    師  ＊ 
受講 

人数 
出席率 

入

学

式 

5/21 

（木） 

老人大学･大学院 

合同入学式 

会場：ＪＭＳアステ－ルプラザ中ホ－ル 

時間：14:30～17:00 
132 人 94.2% 

1 
6/1 

（月） 

広島市社会福祉協議会

について 

 

広島市社会福祉協議会 
 

職  員  131 人 93.6% 

2 
6/15 

（月） 

 

図書館の上手な活用法 

 

広島市市民局生涯学習課

広島市立図書館事業課長 
野口 雅子  131 人 93.6% 

3 
7/6 

（月） 
広島産業界先駆け者伝 郷土史家、歴史研究家 田辺 良平  127 人 90.7% 

4 
7/27 

（月） 

マイナンバー制度 

（社会保障・税番号制度） 

広島市企画総務局総務課  

個人番号係 課長補佐 
荒木 英貴  126 人 90.0% 

5 
8/3

（月） 
広島市の防災対策 

広島市危機管理室  

災害予防課 課長 
米田 泰治  123 人 87.9% 

6 
8/17

（月） 

犯罪の被害者にならないた

めに～おれおれ詐欺などの

対処法～ 

広島県警察本部  生活安

全部安全安心推進課  

へ ら そ う 犯 罪 情 報 官   

警視 

谷本 剛  117 人 83.6% 

7 
9/7

（月） 

 

地球温暖化について 

 

広島市地球温暖化対策協議会

会長 工学博士・広島工業

大学名誉教授 

篠原 道正  131 人 93.6% 

8 
9/28 

（月） 

 

原民喜について 

 

ふくやま文学館 館長

広島大学名誉教授 
岩崎 文人  127 人 90.7% 

9 
10/5

（月） 
頼山陽の生涯 

広島県立歴史博物館頼山

陽史跡資料館  

主任学芸員 
花本 哲志  131 人 93.6% 

10 
10/19

（月） 
カラーセラピー（心の色） 色彩心理診断士 柴田 みつえ  124 人 90.1% 

11 
11/2

（月） 

相続税及び贈与税の税

制改正について 
広島西税務署 職  員 122 人 87.1% 

12 
11/16

（月） 
中高年のための健康運動 中高年健康研究会主宰 青江 孝信 118 人 84.3％ 

13 
12/7 

（月） 
心豊かに穏やかに 

安芸教区布教団役員 

本 願 寺 派 布 教 使      

延命寺 住職 
河野 行昭 127 人 90.7％ 

14 
12/21

（月） 

知っていますか？食品

ロス 

特定非営利法人あい

あいねっと 理事長 
原田 佳子 121 人 86.4% 

15 
1/18

（月） 

地区社協の活動等取り

組みについて 

佐伯区観音社会福祉協議会

会 長  
佐々木 昇 124 人 88.6% 

16 
1/25

（月） 

高齢者を取巻く法律問

題について 

広島市弁護士会  

弁護士 
西田小百合 111 人 79.3% 

17 
2/1  

（月） 
時事問題 

中国新聞社論説委員会

論説委員 
石丸 賢 124 人 88.6% 

18 
2/15

（月） 
津軽三味線 下原流 下原 秀次郎 123 人 88.4% 

19 
3/7

（月） 

ボランティア活動につ

いて 

ボランティア鯉城の会

副代表 
菊村 洋二 124 人 89.2% 

卒

業

式 

3/14 

（月） 

老人大学・大学院 

合同卒業式 

会場：ＪＭＳアステールプラザ中ホール 

時間：13:30～15:30 
127 人 91.4% 

  ＊講師の敬称略 
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